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八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 

各部の名称と機能（140ページ） 

本体のを部のを称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （1 日7ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手順、コネクタへの接続につい 
て説明しています。 


基本的な操作 （175 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などじついて説明しています。 


内蔵オプションの取り付けに2日ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) (301 ページ） 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設定方まじついて説明しています。ま 
た、このユーティリティで設定したパラメータが保存されている内部メモリ 
( CMOS メモリ ） のクリア方法、 バスつー ドのクリア方法などについても説明し 
ています。 

RAID システムのコンフィグレーション （343 ページ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方まじついて説明しています。 

リセットとクリア （33 目ページ） 

システムのリセ、ソト方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 
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140 各部のを称と機能 


各部のを称 I と機能 

本体のを部のを称を夕じ示します。 


装置外観 


( 1 ) 



(1) トップカバー 

PCI ボードやファンの取りがけ/取り外しの際に開 
ける。 



(1) キース□ット 

フ□ントべゼルを□ック/解除するセキュリティ 
丰一の差し □ (175ページ)。 

(2) フ□ントべゼル 

POWER スイ、ソチ、光ディスクドライブを取り扱 
うときやオプションの 5.25 型デバイス、 USB フ 
□、ソピーディスクドライブ 、 Flash FDD . 八ード 
ディスクドライブ、プ□セ、ソサ、メモリバック 
ボード、 DIMM を取り付ける（または取り外ず） 
ときに開ける。添付のセ丰ュリティキーで□ック 
することができる（一175ページ)。 


(3) LAN 1アクセスランプ（一1已〇ぺージ） 

(4) LAN 2 アクセスランプ（一1已〇ぺージ） 
(已） LAN 3 アクセスランプ（一1己〇ぺージ） 

(6) LAN 4 アクセスランプ（一1己〇ぺージ） 

(7) UID (Unit ID ) ランプ（一1己〇ぺージ） 

(8) D 旧 K アクセスランプ（一149ぺージ） 

(9) STATUS ランプ（一1己1ぺージ） 

(10) フアンランプ（一1己1ぺージ） 

(11) P 0 WER / SLEEP ランプ（一149ぺージ) 
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装置前面（フロントべゼルを巧りかしたが態) 



(1) 已 .2 己型デバイスベイ 

5.25 型テープデバイス増設用ス□ット 

(2) 光ディスクドライブ(オプション） 

セットしたディスクの読み化しを行う装置 
(一261ページ)。 

購入時のオーダによって iU 下のドライブが搭載さ 
れる。 

- DVD - ROM ドライブ 
(2)-1 アクセスランプ 
(2)-2 トレーイジエクトボタン 
(2)-3 強制イジエクトホール 

(3) コント□—ルパネル（一142ぺージ） 

(4) モニタコネクタ（保守専用） 

保守専用のため、ディスプレイ装置を接続しない 
でください。 

(已）フ□ント USB 1 コネクタ（上） 

フ□ント USB 2 コネクタ（中） 

フ□ント USB 3 コネクタ（下） 

USB 2.0 ( Hi - speed ) インタフエースに対応してい 
る機器と接続ずる。 

(目）2.已型ディスクベイ 

八ードディスクドライブ増設用ス□、ソト。 2.5 型 
八ードディスクドライブが取り付けられる（一 
228ページ)。括弧数字の後の数字はチャネル番 
号を w す。 

(7) D 旧 K ランプ 

(8) D 旧 K エラーランプ 
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装置前面（コント□—ルパネル) 



(1) (左か 5) LAN 1ランプ/ LAN 2 ランプ/ 
LAN 3 ランプ/ LAN 4 ランプ 

(2) UID (ユニットの) ランプ 

(3) DISK アクセスランプ（一149ぺージ） 

(4) STATUS ランプ（一1曰1ぺージ） 

(日）フアンランプ（一1己1ぺージ） 

(6) POWER / SLEEP ランプ（一149ぺージ) 

(7) RESET スイッチ 


(8) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しな 
い。 

(9) UID (ユニット ID ) スイッチ 

本装置前面/背面にある ID ランプを ON/OFF する 
スイ、ソチ。スイ、ソチを一度押すと、 D ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する卜150ページ)。 

(10) POWER スイッチ 

電源を ON/OFF するスイッチ。一度押すと 
POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる（一 
176ページ)。もう一度押すと電源を 0 FR こする 
〔^177ページ)。4秒 U 上押し続けると強制的に 
シャットダウンする（一336ページ）。 



















































ハードウエア編 143 


装置背面 



(1) LAN コネクタ 

1000 BASE - T / 1 00 BASE - TX /10 BASE-T と接続 
するコネクタ（一172ページ）。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続する。ホ尾の数字はポート 
番号を W す。 

* OS 上のポート番号と一致しない場合がありま 
ず。 

(2) 管理用 LAN 専用コネクタ 

1 00 BASE - TX /10 BASE-T 対応の曰 hernet コネク 
夕（一172ぺージ） 

運用 LAN としては使用できません。 
EXPRESSSCOPE エンジン2等の接続に使用しま 
ず。 

(3) SAS ライザース□ット 

内蔵八ードディスク接続巧の RAID コント□ーラ 
を搭載するス□ット 

(4) POSTZI - ドランプ 

POST 実行コード（一478ページ）のコードを2 
進数表示しまず。下側が上位ビット ( M 沈)、上側 
が下位ビット ( LSB ) となります。 

(日） USB コネクタ 1.2 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する（^172ぺージ)。末尾の数字はコネクタ番 
号を示す。 


(目） STATUS ランプ（緑色/アンパー色） 

本装置の状態を表示ずるランプ （151 ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅ずる。 

(7) ID ランプ/ ID スイッチ 

(7)-1 ID ランプ 
(7)-2 ID スイ、ソチ 

UID ランプを 0 N /0 FR こするスイ、 ソチ。 スイ、ソチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯する（^巧〇ぺージ)。 

導通のない細い棒で押してください。 

(8) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接統ずる。（一172ページ)。 

(9) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 
(一172ページ） 

なお、専用回線に直接接続することは化来ませ 
ん。 

(10) PCI - e ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取りがけるス□、ソト。 

(11) 電源コネクタ 

AC コードを接続するコネクタ（一172ページ)。 

(12) 電源ユニット 

本装置に DC 電源を供給する。 

末尾の数字は、ス□ット番号を w す。ス□ット3, 
4は、オプション電源ユニット増設用。 


































































































144 各部のを称と機能 


装置内部 



(1) 己.2已型ドライブベイ 

(2) 光ディスクドライブ（オプション） 

(3) 八ードディスクドライブベイ 

(末尾の数字はドライブベイ番号を示ず） 
U \- ドディスクドライブはオプション） 

(4) 冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
ず） 


(己）メモリバックボード 

右からス□、ソト1からス□ット8 

(6) CPU カバ— 

口） PCI - Express ス□ツト 

(8) I / O ライザボード 

(9) RAID コント□—ラボード 
(オプション） 
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マザーポー 



(1) メモリバックボードス□ット 

末尾の数字はス□、ソト番号を示ず。 

2 CPU 構成の場合 
(1)-1、 （1)-5 :増設順位1番目 
(1)-2、 （1)-6 :増設順位2番目 
4 CPU 構成の場合 

(1)-1、（1)-5、（1)-3、 （1)-7 :増設順位1番目 
(1)-2、 （1)-6 :増設順位2番目 
(1)-4、 （1)-8 :増設順位3番目 

(2) プ□セッサに PU ) ソケット 

末尾の数字はス□、ソト番号を示す。 

に)-1、に)-3 :増設順位1番目 
に)-2、に)-4 :増設順位2番目 

(3) 内蔵 USB コネクタ ( TypeA ) 

末尾の数字はス□、ソト番号を示ず。 

(4) ディスクアクティビティケーブル接続コネ 
クタ 

(已）リチウムバッテリ 
(目） SAS ライザス□ット 
(7) 内蔵 USB つネクタ ( BOX ) 

末尾の数字はス□、ソト番号を示ず。 


(8) 

SATA コネクタ 


(8)-1 

SATA コネクタ0 
(光ディスクドライブ接続用) 


(8)-2 

SATA コネクタ1 


(8)-3 

SATA コネクタ2 


(8)-4 

SATA コネクタ3 


(8)-5 

SATA コネクタ4 


(8)-6 

SATA コネクタ5 

(9) 

I / O ライザス□ット 


(10) PCI - Express ス□ツト 

末尾の数字はス□、ソト番号を示す。 

(10)-1 2.0対応、8レーン、ホットプラグ対応 
(10)-2 2.0 対応、8レーン、ホ、ソトプラグ対応 
(10)-3 2.0 対応、4レーン（コネクタは8レーン用) 
(10)-4 2.0 対応、4レーン（コネクタは8レーン用) 
(10)- 5 2.0 対応、16レーン 
(10)-6 2.0 対応、8レーン、ホットプラグ対応 
(10)-7 2.0 対応、8レーン、ホットプラグ対応 
(10)-8 2.0 対応、4レーン（コネクタは8レーン用) 
(10)-9 4レーン（コネクタは8レーン用） 

(10)-104レーン（コネクタは8レーン用） 

(1 1 ) CMOS クリア用ジャンパ 
(一339ぺージ） 

( 1 2) パスワードクリア用ジャンパ 
(一339ぺージ） 
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メモリパックポー 


上面 



側面 



(1) DIMM ス□ット1(増識賴位1番目） 

(1)-1 DIMM 旧 
(1)-2 DIMM 1 D 

(2) DIMM ス□ット2 ( 増識賴位2番目） 

に)-1 DIMM 1 A 
に）-2 DIMM 1 C 


(3) DIMM ス□ット3 ( 増識頃位3番目） 

(3)-1 DIMM 2 B 

(3) -2 DIMM 2 D 

(4) DIMM ス□ット4 ( 増識賴位4番目） 

(4) -1 DIMM 2 A 
(4)-2 DIMM 2 C 
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I / O ライザポー 


表 


裏 


( 1 ) 

( 2 ) 

(3) 


〇 


11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111110111111川 I 川 


を 




(1) LAN ポートコネクタ 

(2) LAN ポートコネクタ 

(3) シリアルポート A コネクタ 

(4) シリアルポート B コネクタ 
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N 8103-に9/130 


( 1 )( 2 ) 



—— ' ^^lllllfllllllllllllllllllllllllllj 


N 8103 -134 


( 1 ) ( 2 ) 



(2) SAS ポート 3-0 

(3) ディスクアクティビティケーブル接続用コ 
ネクタ 




RAID コンラ（内蔵ディスク接続用）けプシ 



H 33 

圆 llslllmll 

圆一一圓 111 圍 

lli 圍 I 習 
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ランプ表示 


本装置前面および背面には装置の状態を示すランプがあります。ランプの表示とその意□末は 
次のとおりです。 


POWER ランプ 

本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。（電源 ON 直後にエラーが発生した 
場合じは、点なしないことがあります）。電源が本装置に供給されていないと POWER / 
SLEEP ランプが消なします。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、 SLEEP スイッチを押すか、 0 S 上の〕マンドから省 
電カモードに切り替えるとランプが緑色に点滅します。 SLEEP スイ、ソチをもう一度押すと、 
通常の状態に戻ります。省電カモードは Windows 0 S の場合に機能します。また、 0 S によつ 
ては一を時間じ(上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定した 
り、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


装置前巧 


POWER/SLEEP ランプ 



DISK アクセスランプ 

DISK アクセスランプは 2.5 型ディスクベイに取り付けられている八ードディスクドライブの 
状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスクドライブにあるランプ 
で5き認できます。 


装置前面 


D に K アクセスランプ 
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LAN アクセスランプ 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。 

装置前面 


LAN アクセスランプ 



品1 5*32 5*33 も4 

0 0 0 0 


ロロ ロロ ロ < 

® ③I 



UID (ユニット ID ) ランプ 

このランプは本装置前面または背面にある UID スイ、ソチを押すと、青色に点灯し、保守をし 
ようとしている本装置を特をすることができます。1台のラックに複数台の本装置を設置し 
ているときに利用してください。 

UID ランプを消なさせるじは再度、 UID スイ、ソチを押してください。 

また、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「や WEB サーバ機能のリモートマネージメントによリ 、UID 
ランプを点滅させることもできます。 

作業が終わりましたら、 UID ランプを消なさせてください。 


装置前面 


UID スイ、ソチ UID ランプ 



装置背面 
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フアンランプ 

本装置内のを却ファンが故障すると、ランプがアンバー色に点なします。 


装置前面 


ファンランプ 



STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点なします。 STATUS ランプが消 
灯しているときや、緑色に点滅しているとき、あるいはアンバー色に点な/点滅しているとき 
は本装置じなんらかの異常が起きたことを示します。 

次ページに STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方法を示します。 


装置前面 


STATUS ランプ 



〇 〇 〇 〇炒 (0)〇 



• ESMPRO やオフライン保守ユーテイリテイ等を使ってシステムイベン 

量3 卜□グ （ SEL ) を参照ずることで故障の原因を確認ずることびできま 

ず。 

• し>ったん電源を OFF にして再起動ずるときに、 0 S か5シャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場合はリセット、強制電源 OFF をずるか 
(336 ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 
し、。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色(こ点火了 

正常(こ動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

目 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急にを換すること 
をお勧めします。 

CPU エラーをお化した状態で動作し 
ています。 

目10 S セットアップユーティリティ 

rSETUPJ を使って CPU の状態を確 
認後、早急に交換することをお勧め 
します。 

消火了 

電源が OFF (こなつている。 

電源を ON にしてください。 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色に点火了 
します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を 0 FR こして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社し連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが橫化 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PCI バスエラーが発生した。 

ダンプスイ、ソチ押下(こよるメモリダ 
ンプ中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色に点火了 

温度異常をお化した。 

内部のファン(こホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

アンバー色に点滅 

ファンアラームをお化した。 

内部ファンのケーブルが確実に接続 
されていることを確認してくださ 
し、それでも表示が変わ6ない場合 
は、保守サービス会社(こ連絡して< 
ださい。 

温度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

電圧警告をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

八ードディスクドライブが故障し 
た。 

八ードディスクドライブを交換して 
ください。 
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DC オンランプ 



AC オンランプ 


電源 ユニッ ト エラー ランプ 
装置背面 


電源ユニットエラーランプ 


電源ユニットに異常が発生した場合にアンバー色に点なします。 

電源ユニットランプの状態を磕認してください。ランプがアンバー色に点なしている場合は、 
その電源ユニットの故障を示します。 


AC オンランプ 

電源に AC が供給されている時に緑色に点灯します。 


DC オンランプ 


電源ユニットランプ 


□□ 

□□ 

I 目吕 I 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 


□□ 

□□ 

吗吕 I 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 


□□ 

□□ 

]□□[ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 


□□ 
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正常に DC 止)力している時に緑色に点なします。 
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フアン エラー ランプ 

本装置のを却ファンが故障すると、故障したファンのとなりにあるランプがアンバー色に点 
なします。故障したファンはホ、ソトスワップで巧換することができます。 



A ミち意 


\|高速回転中のフアンの羽に十分注意してください。指をケガする恐れびありまず。 


w "0 • 故障していないファンは取りがさないでください。ファンび故障した場 

ito 台は、そのまま運用を続けず、ずみやかに保守サービス会社に連絡して 

交換を依頼してください。 

• 故障したファンは交換する時まで取りがさないでください。取り外した 
後は2分 m 内に正常なファンを取り付ける必要びありまず。 

• ファンの交換は保守サービス会社にご依頼ください。 


t だこ 冗長ファンをホツトスワツプにて挿抜する際、 ESMPRO/ServerManager の[サー 

ム^ IE 用 バ状態/構成情報]のファンの構成が反映されない場合があります。 

冗長ファン挿抜時にじ(下のイベントログが登録されますので、構成が反映されな 
い場合は、 SNMP サービスを再起動してください。 

ソース名： ESMCommonService 
ID :1602 

説明：スロットまたはコネクタに新しいデバイスが接続されました。 



フアン エラー ランプ 


装置内部 
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メモリバックボードランプ 

本装置のをメモリバックボードには、を種状態を表すランプがあります。 


W -0 • 交換は、必ず増設単位の2枚の DIMM で、同じ性能.仕様•容量の 

置 a DIMM で行ってください。正しく実装しないとシステムが正常に動作し 

ません。 

• メモリバックボードは通電中とても熱くなっています。電源をオフした 
後、数分待ってか5引き巧いてください。 

• DIMM をを数実装している場合は、重量び重くなります。メモリバック 
ボードを落とさないようしっかりとイジェクタを持って操作してくださ 
し、。 


DIMM Fault LED 
左から DIMM 1 B ,1 D 
DIMM 1 A ,1 C 



名称 

番号 

LED ①色と動作 

状態 

Attention ボタン 


- 


Attention LED 


アンバーに点灯 

メモリの組込み処理に失敗 

アンバーに点滅 

メモリの組込み/取り外し処理が開 
始された 

Power LED 


緑色に点灯 

電源オン 

緑色に点滅 

メモリの組込み/取り外し処理中 

消灯 

電源オフ 

Mirror Ready LED 


緑色に点灯 

ミラーモードが有効で、メモリが冗 
長構成である状態。 

消灯 

ミラーモードが無効、またはメモリ 
が冗長構成でな < なつた状態。 

DIMM Fault LED 

旧 

アンバーに点灯 

DIMM 1 B 故障 

1 D 

アンバーに点灯 

DIMM 1 D 故障 

1 A 

アンバーに点灯 

DIMM 1 A 故障 

1 C 

アンバーに点灯 

DIMM 1 C 故障 

2 己 

アンバーに点灯 

DIMM 2 B 故障 

2 D 

アンバーに点灯 

DIMM 2 D 故障 

2 A 

アンバーに点灯 

DIMM 2 A 故障 

2 C 

アンバーに点灯 

DIMM 2 C 故障 
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八ードディスクドライブのランプ （ Disk ランプ） 

2.5 型ディスクベイに搭載している D に K ランプは表示状態によって意□末が異なります。 


嘟がががががががが綱巧 

婪雜鉛娩含錐銷娩銷 

讓 I 錢盤錢盤錢舊。 


区。。-。が 1^®^ 



D に K エラーランプ 

D に K アクセスランプ 


D 旧 K アクセスランプ 
• 緑色に点滅 

八ードデイスクドライブにアクセスしていることを示します。 


D 旧 K エラー ランプ 
• アンパ’一色に点な 

RAID システムで論理ドライブを構成しているときに取りがけている八ードデイスクド 
ライブが故障していることを示します。 


を(こ RAID システムで論理ドライブを構成している場合、 RAID レベルによっては1台 

P に巧 のハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しかし、 
早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお 
勧めします（ハードディスクドライブの交換はホットスワップで行えます）。 


• アンバー色に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中または、□ケート（位置表示）を実施 
中であることを示します（故障ではありません）。 RAID システムでは、故障した八ード 
ディスクドライブを交換すると自動的にデータのリビルドを行います（オートリビルド 
機能)。 

リビルド、□ケートを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプが 
アンバー色に点なします。 



オートリビルド機能を使用するとさは次の注意事項を守ってください。 

• リビルド中は本体装置の電源 Off 、 または再起動をしないでください。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒似上あけて 
<ださい。 

• 他のリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続じついて説明します。 



本装置は曰 A 規格に適合したラックに設置して使用します。 

ラックへの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD の中 
にもオンラインド羊ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお間 
い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^；、ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 指定 m がの場所に設置しない 


A ミ主意 

AA 

Q 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^:、ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

参 

1人で部品の取り付けをしない 

参 

荷重が集中してしまうような設置はしない 

参 

ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 


参 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


参 

定格電源を超える配線をしない 













158 設置と接続 


本装置の設置じふさわしい場巧は次の通りです。 



保てる場所での使用をお勧めします。 



ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、 
ラック内部の温度び各装置か5発する熱によって上昇し、動作保証温度 (10 
で〜3己で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中にラック 
内部の温度び保障節囲を超えないようにラック内部、および室内のエアフ□一 
について十分な検討と対策をしてください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これらの場所 

じラックを設置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお 
くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく （電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 
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ラックへの取り付け/ラックか5の取り外し 

本装置をラックに取りがけます用又り外し手順についても説明しています)。 

別売の内蔵型オプションを購入している場合は、ラックに取りがける前に取りがけてくださ 
い。 



警告 




装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規定がのラックで使用しない 

• 指定 m がの場所で使用しない 


A ミ主意 


瓜爪 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を(2、ずお守りください。乂傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 2人 m 下で持ち上げない 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 


必要な工具 


ラックへ取りがけるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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ラック搭載前の準備 

1. 本装置を取り付けるコアナットとレールの固定位置（高さ）を決める。 

本装置の高さは 4 U です。レールの下側と装置の下側の位置が同じになります。 


□ 

□ 



1一一 j コアナツト固定位置 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

-目^ 

^目- 

□ 

1 , II巧ウ片卓 

□ 

_ レー*/レ固定位置 

□ 




2. コアナットを取り付ける。 

取り付け位置は、装置上側から2つ目の穴になります。ラックの前面内側から左ち 
1個ずつ（合計2個）取りがけます。 


VaI コアナットは、ラックに添付されている物を使用します。 

だ國 



3. スライドレールを箱から取り出します。 



• スライドレールアセンブリか5レールびスライドして飛び出ずことびあ 
りまずので取り扱いには十分注意してください。 

• レールに指を挟まれないよう十分ま意してください。 
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4. 引さ出したレールの中/ iM 寸近にある青いレバーを前側にスライドし、□ックを解除 
しながら、インナーレールを取り外します。 



日.取り外したインナーレールを装置に取り付けます。 

装置側面のネジとインナーレールの穴を合わせてゆっくりとカチ、ソと音がするまで 
装置前方へスライドさせます。 

下図はち側を示していますが、左側も同様に取りがけてください。 



ちちともにインナーレールび装置にしっかり□ックされていることを確認し 
て < ださい。 
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レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリの四角い突起を、19型ラックの角巧に入れて取りがけます。この時に「力 
チ、ソ」と音がして、□ックされたことを磕認してください。 

下図はち側（前面）を示していますが、ち側（背面）、左側（前面/背面）も同様に取り付け 
てください。 

もう一方のレールを取りがける時、すでに取り付けているレールアセンブリと同じ高さに取 
り付けることを磕認してください。 


□ 




前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 



レールアセンブリが確実に□ックされて脱落しないことを確認してください。 
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取り付け手順 


A ミ主意 


AQ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^：、ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 2人 m 下で持ち上げない 

• 指を挟まない 


1. 左ちのレールアセンブリのスライドレール（ベアリング部）を手前に引き出し□ッ 
クされていることを確認する。 



2. 3人 lil 上で本装置をしっかりと持ってラックへ取り付ける。 

左ちのスライドレールじ本装置側面のインナーレールを磕実に差し a んでからゆつ 
くりと静かに押し a みます。 



装置を半分程度差し a むと□ックがかかり、装置を固をできます。 
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El 


• レールに指を挟まないよう十分ま意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、ちちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび5取り付けてく 
ださい。 


^ 装置がしっかりとレールアセンブリに固定されていることを確認してくださ 

11エック] い。 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い 
摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 


3. インナーレール前側にある青いレバーを前側に引さながら装置を完全に押し込んで 
<ださい。 



レバー 


4. 本装置を何度かラックから引を出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


ラック内の他装置と隣接する位置(こ本装置を取り付ける際は、他装置と本装置の 
民エック I 屋体が干渉していないことを確認して<ださい。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り付け直してください。 
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己.装置前面上部のネジでラックに固定します。 



固定用ネジ 

6. フ□ントべゼル取り付けて、キーで□ックする （17 日ぺージ参照)。 

フレーム 



□□□□ 


□□□□ 
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ケーブルアームの 取り付け 

1. ケーブルアームの内側のアームをインナーレール（装置背面から見て左側）に取り 
付けます。 



2. ケーブルアームの内側のアームをアウターレール（装置背面から見てち側）に取り 
付けます。 
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3. ケーブルアームの外側のアームをアウターレール（装置背面から見て左側）に取り 
付けます。 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは、必ず3人じ(上で行ってください。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^:、ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 

A A 

明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

Q 

参 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

参 

落下ま意 

• 

装置を引き出した状態にしない 


参 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


参 

動作中に装置をラックか5引を出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 

2. フ□ントべゼルを取り外す （175 ページ参照)。 

3. 本装置を固定している前面両側のネジに本）を外す。 

4. 八ンドルを持ってゆっくりと静かにラックから引き出す。「カチッ」と音がして固 
定されます。 

己.左ちのリリースレバーを手前に引いて□ックを解除しながらゆっくりとレールから 
取り外す。 




• 本装置は、構成によって最大 47 k 呂となります。 

• 3人 m 上で本装置の底面を支えなび5ゆっくりと取りがしてください。 

• 装置を引き出したが態で、引を出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下するおそれがあり、危険でず。 

• レールに指を挟まないよう十分ま意してください。 
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6. インナーレールを装置から取り外して、レールアセンブリに戻してくださし、。 

グリーンの部分を持ち上げながら、インナーレールを前側にスライドします。 



7. レールアセンブリをラックから取り外す場合はレバーを押しながらレールを矢印ち 
向に引いて外してください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体にはさまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの図は標 
準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してから 
添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントじつなげます。 


fO 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、ヴーバスイッチユニットへの接続•設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



警告 


A A 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定似がのコンセントに差し込まない 


参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定似がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしな 
い 

指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 


参 














172 設置と接続 


前面 


USB インタフェース 
を持つ装置 



背面 


LAN 上のネットワークシステム 
(八ブ（マルチポートリピータ） 
を介して接続されます） 
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B 1 


• 本装置および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となります (USB 
デバイスを除く）。 

• NECm が（サードパーテイ）の周辺装置およびインタフェースケーブル 
を接続する場台は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用 
できることをあ5かじめ確認してください。サードパーテイの装置の中 
には本装置で使用できないものびあります。 

• 本装置に標準装備のシリアルポートか5専用回線に直接接続することは 
できません。専用回線へ接続する場台には、必ず回線電気通信事業法で 
定め5れた認定を受けた端末機器か5接続してください。（専用回線と 
は、特定の利用者に設置される専用の伝送路設備およびその付属設備を 
指しまず。 NTT 等の公衆回線も含まれまず。） 

• 接続した電源コードは電源 ユニッ トに付いているケーブルタイでしっか 
りと固定してください。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラ 
フ オー ミングして < ださい。 

• 電源コードは本装置の AC インレット部分で少したるませる程度に 

フオーミングしてください。本装置を引き出したときに電源コードび巧 
けるのを防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 

• AC 20 0 V で運用する場台には、オプションの AC 20 0 V 用ケーブルを使 
用してください。装置に標準添付の AC ケーブルは AC 100 V 専用です。 
AC 20 0 V では絶対に使用しないでください。 AC 20 0 V で運用する場合 
には、オプションの AC 20 0 V 用ケーブル ( K 410-1 目 2(03)) または 
K 410-108(0 己)を使用してください。 




オプションの AC 20 0 V 用ケーブルは、それぞれ入力側のコンセント形状が異な 
ります。設置場所の電源設備のコンセント形状もしくは、使用する UPS のコ 
ンセント形状を確認して選択してください。 K 410-162(03) は、 [ L 6-20 門で、 
K 410-108(0 日)は、 [ L 6-1 己 P ] となります。 


電源コードの接続について 


電源コードを電源ユニツトの AC インレツトに挿入します。 

接続後、装置に添付されているケーブルタイで電源コードを固をしてください。 


Bi 


電源コードを接続した後、 POWER スイッチを}甲ずまで30砂似上の時間をあ 
けて < ださい。 
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174 設置と接続 


無停電電源装置 （ UPS ) への接続について 

本装置の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) じ接続する場合は、 UPS の背面にあるサービ 
スコンセントに接続します。詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 


入カ ブレーカー 


TVSS 装置コネクタ 


オプションス□、ソト 




出カコンセント 




じ 

\ 。 

© 

喔 

[〇 

o' 


細細哪卿 

綺 J 細卿哪 


\(§)©1 


入カコネクタ 
(NEMA5-15P) 


電圧感度 
設定ボタン コンピュータ 

インターフェース 
ポー トに 0M) 


過負荷保護 
リセ、ソトボタン 


本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体の ON / OFF を連動(リ 
ンク)させるために BIOS の設定変更が必要となる場合があります。 

目 IOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択し、適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは324ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの巧り付け/取0かし 


本装置の電源の ON / OFF やオプションのフ□、ソピーディスクドライブ、円 ash FDD 、 光ディ 
スクドライブ、 5.25 型デバイスを取り扱うとき、八ードディスクドライブやプ□セ、ソサボー 
ド、メモリバックボードの取り付け/取り外しを行うときはフ□ントべゼルを取り外します。 


W "0 f フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ックを解除しないと開けるこ 

とがでをません。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを軽く押しながら左に回 
して□ックを解除する。 

2. フ□ントべゼルのち端を軽く持って手前に引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームから外して本装置から取 
り外す。 


フレーム 



フ □ントべゼルを取りがけるときは、 フ □ントべゼルの左端のタブを本装置の フレームに 
引っかけるようにしながら取りがけます。取りがけた後はセキュリティのためにも车一で 
□ックしてください。 







































176 基本的な操作 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態じなります。 

次の順唐で電源を ON じします。 

1 . ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


✓ 無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 

2. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWE / SLEEP ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面に 
は 「 NEC □ゴ」または POST 画面が表示されます。 


POWER ランプ 


ID i A あ 


5*31 5*32 ^^3 ^^4 

0 0 0 0 


ロロ ロロ d 〇 
© 


§な§な§なを i @八な八な八な八な八な八な八 ® 八な八な八な八む八む八な A な八な八(1^八な八な 
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なががががががががかががが六も( 

§鴻鴻鴻鴻鴻鴻鴻鴻鴻鴻鴻鴻 ® な; 

© 


蠻蠻 


端巧巧も。 


.POWER スイ、ソチ 


お蹤徽 S 

銷沒竣沒 

證纖 
璋沒雜逛 
链蘇絳 f 




JHe 


。。。。 巧。。。が ] (I 
1而ミ 


HI 


wO • AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
量 a で30秒似上の時間をあけてください。 

• 画励こ 「 NEC 」 □ゴもしくは POST 画面び表示されるまでは電源を 
OFR こしないでください。本装置の構成によって異なりますび表示まで 
1-已分程度かかる場合びあります。 

• ly 下の条件を満たす場台、 PCI リソース (PCI I / O やメモリ空間)の最適化が 
実施されることか 5 P 0 ST の画面出力までに時間がかかる場合があります。 
- PCI ス□ット1、2、3、4、10への PCI ボードの取0付けや取り夕し 
- プ□セッサ3あるいは4の取り付けや取りがし 

- BIOS セットアップにて 、 「Load Setup Default 」 を実行し、 
「Exit Savin 呂 Changes 」 の実施 

- BIOS セットアップにて 、 「Memory Retest 」 や TClear FRU 
LED 」 を丫 es に変更し 、 「Exit Savin 呂 Changes 」 の実施 

「 NEC 」 □ゴを表示している間、自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して八ード 
ウェアの診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 


4/^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
医ェックI 476ページを参照してください。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャツトダウンをする。 

2. 本装置前面にある POWER スイツチを押す。 

POWER / SLEEP ランプが消なします。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


省電カモードの起動 


本装置は ACPI モードに対応しています。 POWER / SLEEP スイ、ソチで本装置の電力をほとん 
ど使用しない状態（スタンバイ状態）にすることができます。 



POWER / SLEEP スイッチは 、 Windows Server 2003など ACPI モードにが応し 
たオペレーティングシステムで機能します。 


事前にオペレーティングシステムにて省電カモードの設定を実施した後、前面にある 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状態になります （ POWER / SLEEP ランプが点 
滅します）。スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されてい 
ます。 POWER / SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状態は解除されます。 



省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方法については、オペ 
レーティングシステムの設をによって異なります。また、省電カモード中の動 
作レベルは、オペレーティングシステムの設をに化存します。 


省電カモードへの移行または省電カモード中にシステム構成を変更しないで 
ください。省電カモードか5復帰する際に元の状態に復帰でをない場合びあり 
ます。 
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POST (Power On Self - Test ) は、本装置のマザーボード内に記録されている自己診断機能 
です。 POST は本装置の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリバック 
ボード、プ□セ、ソサ、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に 
各種の目 IOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

本装置の化荷時の設定では POST を実行している間、ディ 
スプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。く Es に 
キーを押すと、 POST の実行内容が表示されます。 


M 匿 C 



BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュ ー 
にある 「BooHime Diagnostic Screen 」 の設定:を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （31 2ぺージ参照）。 


POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメ 、ソ セージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


W -0 システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 と 
キー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けた 
PCI ボードの BIOS び要求しているためのものでず。 PCI ボードに添付されて 
いる説明書の内容を確認してか5何かキーを巧してください。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始める。 

ディスプレイ装置の画面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしてい 
るメッセージが表示されます。また、画面下に]: i 下のメッセージが表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP < F 12> to Network 



BIOS セットアップの 「 Advanced」-「ExtendedRAM Step 」 を出荷時の設をか 
ら変更しメモリテストを実行している場合は、ここで < Space > キーを押すと、 
メモリテストをスキップすることができます。 


なお、本装置に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. オプションの RAID コント□-ラなど、一部のオプションボードを搭載すると、当 
該ボードの BI 日 S セツトアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示され 
ます。 


起動の仕方については、当該オプションボードに添付の説明書を参照してくださ 
い。 

オプションボードのセットアップユーティリティを起動するために < Ct 「 l > キーと他 
のいずれかの羊一とを同時に押す場合、稀にその後车一操作が不正（丰一を押して 
も効かない、または押した丰一と異なる動作をする）となります。その場合、もう 
いちどく Ct 「 l > 羊一を押すと復旧します。 


3. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示する。 

4. しばらくすると、 RAID 装置（オプション）に対する設定をするためのユーティリ 
ティの起動を促すメッセージが表示されます。 

[ N 8 103-1 29/130 RAID コント□ーラ実装時の画面表示例] 


LSI MegaRAID SAS - MR BIOS 
Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 
Copyright (c) 20XX LSI Corporation 

HA - X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS 9264-81 
FW package: X.X.X - XXXX 

0 Virtual Drive(s) found on the host adapter. 

0 Virtual Drive(s) handled by BIOS. 

Press <Ctrl> <H> for WebBIOS. 


* メッセージが表示されている闇に Ctrl+H 丰一を押すと起動します。 

[ N 8 103- 134 RAID コント□-ラ実装時の画面表示例] 


SuperTrak EX SAS 6G RAID Controller BIOS Version X.X.XX.XX VPD(XX.XX) 
(c) 20XX Promise Technology, Inc. All rights reserved. 

Summary of Controller X : ST EX87 巨 OT-XXX 

k Single Image Version : X.X.XX.XX 
^ Number of Physical Dev : X 
k Number of Disk Array : X 
► Number of Logical Dev : X 
Summary of Controller X : ST EX 8760 T-XXX 

k Single Image Version : X.X.XX.XX 
k Number of Physical Dev : X 
^ Number of Disk Array : X 
^ Number of Logical Dev : X 


Press <Ctrl> + <S> to enter SuperBuild (tm) Configuration Utility 
Press <Esc> or <Space> to Continue … f 


* メッセージが表示されている間に Ctrl+S キーを押すと起動します。 

オプションを搭載、または接続していない場合は、起動する必要はありません。ま 
た、設をはシステムのセットアップを完了した後からでも行えます（通常は化荷時 
の状態でも問題ありません)。 

操作方まや設定の詳細については「八ードウエア編」一「ディスクアレイコンフィ 
グレーション」を参照してください。 

^ Web 目 I 0 S を使用すると、本体内蔵の SAS 八ードディスクドライブで RAID シス 

テムを構築したり、構築した RAID システムの構成を変更したりできます。 


Ifi ック I 
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N 8103-115 に接続された RAID システムを構築-変更する場合は 、 Universal 
RAIDU 川 ity を使用してくださし、。 


日.次にプ□セッヴや接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせる 
メッセージを表示する。 

6. その後、下のメッセージ*を表示する。 

パターン1: 

Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 

パターン 2 : 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to 
Network 

* 本装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 



それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティはじ(下のよ 
うになっています。通常では、特に起動する必要はありません。 

• < F 2> キ- 

< F 2> キーを押すと 、 BIOS セットァップユーティリティを起動します。本 
装置を使用する環境にあった設をに変更するときに起動してくださし、。 
エラーメッセージを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、 
通常では特に起動して設をを変更する必要はありません。設を方まやパ 
ラメータの機能については、301ぺージを参照してください。 

• < F 12> キー 

< F 12> キーを押すと、ネットワークブートを実行します。 

• < F 1>キー 

r Press < F 1 > to resume ] のメッセージが表示される場合は、 POST 中に 
何らかの異常を検出しています。メッセージの内容やが処方まについて 
は 「 POST 中のエラーメッセージ」を参照してください。エラーメッセー 
ジが表示されている場合でも、 < F 1 >キーを押下すると起動します。 


7. 巨 I 0 S セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動で 
きなくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間を 
あけて ON にしてください。 


wO OS をインス I ルするまではパスワードを設定しないでくださし、。 


8 . 


P 日 ST を終了すると日 S を起動する。 
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POST 中のエラー 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示したり、 
ビープ音が鳴ったりします。 


メモリボード番号とプ□セッヴ番号 

メモリボードとプ□セ、ソサは、次のような接続関係となります。 


メモリボード番号 

接続されるプ□セッヴ番号 

1 

1 

2 

3 

2 

4 

5 

3 

6 

7 

4 

8 


巧処方法 

対処方法の「本装置を再立ち上げ」は、状況じよって次のいずれかを実施してください。 

• 0 S からの制御により、本装置をリセ、ソトする。 

• 0 S からの制御により、本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイ、ソチを押し、本装 
置の電源を ON する。 

• POWER スイ、ソチを押し、本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイ、ソチを押し、 

本装置の電源を ON する。 

• POWER スイッチを4秒]: i 上押し、本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを 
押し、本装置の電源を ON する。 

• rCTRL + ALT + DEU キー入力により、本装置をリセ、ソトする。 （ POST 動作中） 

• リセ、ソトスイ、ソチを押し、本装置をリセ、ソトする。 

• 管理 PC から本装置を再起動する。（パワーサイクルやシステムリセ、ソトなど） 

• 本装置の電源を OFF した後、電源コードをあき、その後、電源コードを再接続し本装置 
の電源を ON する。 
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ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


• 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておい 
てください。エラーメッセージの内容は保守を行うときに有用な情報と 
なりまず。 

• 保守を行うときに IPM 帽報も有用な情報となります。 IPM 帽報の採取 
方法は曰39ページを参照してください。 

• 本装置の A — ドウエアの取り付け状態の確認、取り付け直しや交換の作 
業は無理をせず、作業を熟知している保守サービス会社に依頼してくだ 
さい。 


エラーメッセージー覧のプ□セ、 ソサ やメモリ、ファンなどのデバイスに関するエラーメ 、ソ 
セージとデバイスの搭載位置は222ページ〜223ページの國のように対応しています。 



• 故障しているプロセッサまたはメモリは SETUP ユーティリティからでも 
確認できます （310 ぺージ、313ぺージ参照）。 

• POST のエラーメッセージには、 POST エラーコードも含まれている場 
合があります。例えば、「8782: Memory Riser 1 - DIMM 2 A and 2 C have 
been disabled 」 が表示された場合、8782が POST エラーコードを示し 
ます。 


0232 : Extended RAM Failed 

[意味] 

システムメモリにエラーをネ矣出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボードを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してください。 
問題が解ましない場合は、メモリボードを交換してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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0250: System battery is dead — Replace and run SETUP 

[意味] 

マザーボード上のリチウムバッテリにてエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を一旦 OFF し、再度、電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、マザーボード上のリチウムバッテリを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

[備考] 

本装置の再立ち上げ時後、 BIOS セットアップを起動し、日が•時刻やその他の設定項目を設定し 
直してください。 


0251 : System CMOS checksum bad — Derault configuration used 

[意味] 

CMOS チェックサムエラーをネ矣化した。 

[巧処方法] 

BIOS セットアップの設定がデフォルト値に設定されました。 

己 I 0 S セットアップを起動し、設定項目を設定し直して、 「 Exi り - 「Exit Saving Changes 」 を実施 
してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0252: Password checksum bad — Passwords cleared 

[意味] 

パスワードのチェックサムエラーをお化した。 

[巧処方法] 

パスワードがクリアされました。 

BIOS セットアップを起動し、パスワードを設定し直して、 「 Exi り - FExit Saving Changes J を実 
施してください。 

問題が解ずしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0260: System timer error 

[意味] 

システムタイマーのエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0270: Real time clock error 

[意味] 

IJ アルタイマーのエラーをネ矣出!した。 

[巧処方法] 


本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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0271: Check date and time setting 

[意味] 

リアルタイムク □ 、ソクの時刻設定に誤りをお化した。 

[巧処方法] 

BIOS セットアップを起動し、日が-時刻を設定し直してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0613: COM A configuration changed 
0614: COM A config. error — device disabled. 

[意味] 

シリアルポート A の設定が変更された。 

シリアルポート A の設定にエラーを検出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げしてください。 

問題が解ましない場合は、 BIOS セットアップを起動し、設定項目を確認し、設定し直して、 「 Exit 」 

- 「Exit Saving Changes 」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0615: COM B configuration changed 
0616: COM B config. error — device disabled. 

[意味] 

シリアルポート B の設定が変更された。 

シリアルポート目の設定にエラーをお出した。 

[巧処方法] 

BIOS セットアップを起動し、設定項目を確認し、設定し直して、 「 Exi り - 「ExitSaving Changes 」 

を実施してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0701: USB Over Current On HC/Port — Bus: 00 H Dev:xxH FuniyyH / Port zzH 

[意味] 

USB の過電流をお化しました。 

[巧処方法] 

本装置の電源を一旦 OFF し、再度、電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラー要因の切り分けのために、接続された USB デバイスを外し、本 
装置側の USB コネクタや USB デバイス側のコネクタの状態を確認してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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0B2S: Unsupported Processor detected on Processor 1 
0B29: Unsupported Processor detected on Processor 2 
0B2A: Unsupported Processor detected on Processor 3 
0B2B: Unsupported Processor detected on Processor 4 

[意味] 

プ□セ、ソサ X にサポートされていないプ□セ、ソサの搭載をお化した。 

X はプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合、増設、あるいは交換したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換して<ださい。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B30: Fan 1 Alarm occurred. 

0B31 : Fan 2 Alarm occurred. 

0B32: Fan 3 Alarm occurred. 

0B33: Fan 4 Alarm occurred. 

0B34: Fan 己 Alarm occurred. 

0B3 日 ： Fan 6 Alarm occurred. 

0B3 目 ： Fan 7 Alarm occurred. 

0B37: Fan 8 Alarm occurred. 

[意味] 

ファン X の エラーを お化した。 

X はファン番号を示します。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードをおき、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ずしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B 己 0: Processor #1 with error taken off line. 

OB 己 1:Processor #2 with error taken off line. 

OB 己 2: Processor #3 with error taken off line. 

OB 己 3: Processor #4 with error taken off line. 

[意味] 

プ □セ、ソサ X の エラーを 検出し、プ □セ、ソサX が縮退された。 

X はプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し 、 rMainJ - [Processor SettingsJ - 「Processor Retest 」 を Yes に 
変更し、 「 Exit」-「Exit Saving Changes 」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ずしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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0B5F: Forced to use Processor with error. 

[意味] 

プ□セ、ソサのエラーをお化したが、プ□セ、ソサを縮退できる構成条件に合わなかった。 

[巧処方法] 

BIOS セットアップを起動し、 「Main」-「Processor Settings」-「Processor Retest」 を Yes に 
変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B70: The error occurred during temperature sensor reading. 

[意味] 

温度センサの読み込み中にエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードを抜き、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B71 : System Temperature out of the range. 

[意味] 

温度異常をお出した。 

[巧処方法] 

設置環境が動作保障温度を満たしていることを確認して< ださい。 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源〕ードをおき、その後、電源〕ード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B74: The error occurred during voltage sensor reading. 

[意味] 

電圧センサの読み込み中にエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードを抜き、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B7 己 ： System voltage out of the range. 

[意味] 

電圧異常をお出した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源〕ードを抜き、その後、電源〕ード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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0B78: The error occurred during fan sensor reading. 

[意味] 

ファンセンサの読み込み中にエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードをおき、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B7C: The error occurred during redundant power module confirmation 

[意味] 

電源 ユニッ トセンサの読み込み中にエラーをお化した。 

[巧処方法] 

電源ユニットが本装置に正しく挿入されているかを確認してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源〕ードを抜き、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B7D: The normal operation can't be guaranteed with use of only one PSU. 

[意味] 

電源ユニットの故障により本装置が正常に動作する保証ができない状態であることををお化した。 

[巧処方法] 

電源ユニットに正しく電源コードが接続されているかを確認してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードをおき、その後、電源〕ード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B7F: Insufficient Power Supply Unit Configuration. 

[意味] 

本装置を運用するために最低限必要な台数の電源ユニットが挿入されていない状態をお化した。 

[巧処方法] 

電源ユニットが本装置に正しく挿入されていることを確認してください。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B80: BMC Memory Test Failed. 

0B81 : BMC Firmware Code Area CRC check failed. 

0B82: BMC core hardware failure. 

0B83: BMC 旧 F or OBF check failed. 

[意味] 

BMC に関係ずるエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードを抜き、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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0B8A: BMC SEL area full 

[意味] 

IPMI システムイベント□グの書き込める容量がないことをお化した。 

[巧処方法] 

BIOS セットアップを起動し、 「Server」-「EventLog Configuration」-「Clear All Error Logs」 を 
実施し、 IPMI システムイベント□グを消却してください。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

[備考] 

BIOS セットアップにて IPMI システムイベント□グを消却する前に、 IPMI システムイベント□グ 
をバックアップすることを推奨します。 

また、目 10 S セットアップを起動し、 「Server」-「EventLog Configuration」-「AutoClear Event 
Logs」 を Enabled に変更することにより、 IPMI システムイベント□グが Full におくなったときに 
自動でクリアさせることができます。 

0B8B: BMC progress check timeout. 

0B8C: BMC command access failed. 

0B8D: Could not redirect the console - BMC Busy - 
0B8E: Could not redirect the console - BMC Error - 
0B8I=: Could not redirect the console - BMC Parameter Error - 
0B90: BMC Platform Information Area corrupted. 

0B91: BMC update firmware corrupted. 

0B92: Internal Use Area of BMC FRU corrupted. 

0B93: BMC SDR Repository empty. 

0B94: IPMB signal lines do not respond. 

0B9 己 ： BMC FRU device failure. 

0B96: BMC SDR Repository failure. 

0B97: BMC SEL device failure. 

0B98: BMC RAM test error. 

0B99: BMC Fatal hardware error. 

[意味] 

BMC に関係するエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードを抜き、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0BB 日： SMBI0S — SR0M data read error. 

OBBl : SMBIOS — SROM data checksum bad. 

[意味] 

マザーボード上に搭載された SR0M( 崖体やボード情報）のエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードを抜き、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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0BB2: SMBIOS — 10 Riser SR0M error 

[意味] 

I / O ライザ上に搭載された SR 0 M ( ボード情報）のエラーをお化した。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が巧能ですが、 U 下を実施して 
ください。 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードをおき、その後、電源〕ード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


0BB8: SMBIOS — Memory Riser 1 SROM error 
0BB9: SMBIOS — Memory Riser 2 SROM error 
OBBA: SMBIOS — Memory Riser 3 SROM error 
OBBB: SMBIOS — Memory Riser 4 SROM error 
OBBC: SMBIOS — Memory Riser 5 SROM error 
OBBD: SMBIOS — Memory Riser 6 SROM error 
OBBE: SMBIOS — Memory Riser 7 SROM error 
OBBF: SMBIOS — Memory Riser 8 SROM error 


[意味] 

メモリボード X 上に搭載された SROM ( ボード情報）のエラーをお化した。 

X はメモリボード番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐにを換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、 U 下を実施して 
ください。 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源〕ードを抜き、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

問題が解みしない場合は、エラーが発生したメモリボードを交換してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されているプ□セ、ソサを取りがけ 
直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されているプ□セ、ソサを交換して 
ください。 


問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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0BD1 : IstSMBus device Error detected. 

0BD4: 2nd SMBus device Error detected. 

0BD7: 3rd SMBus device Error detected. 

OBDA: 4th SMBus device Error detected. 

OBDD: 5th SMBus device Error detected. 

OBE 日： 6th SMBus device Error detected. 

[意味] 

SMBus デバイスのエラーをネ矣化した。 

[巧処方法] 

本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を ON してください。 

問題が解ましない場合は、本装置の電源を OFF した後、電源コードを抜き、その後、電源コード 
を再接続し本装置の電源を ON して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

81 己日 ： NVRAM Cleared By Jumper. 

[意味] 

ジャンパピンの設定により CMOS をクリアしたことを検出した。 

[巧処方法] 

意図した動作である場合は、 エラーで はありません。本装置を再立ち上げしてください。 

意図した動作ではない場合は、マザーボード上のジャンパピンの設定を確認して<ださい。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

[備考] 

BIOS セットアップの設定がデフォルト値に設定されまず。目 I0S セットアップを起動し、設定項目 
を設定し直して、 「Exi り- 「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

8151: Password Cleared By Jumper. 

[意味] 

ジャンパピンの設定によりパスワードをクリアしたことをお化した。 

[巧処方法] 

意図した動作である場合は、 エラーで はありません。本装置を再立ち上げしてください。 

意図した動作ではない場合は、マザーボード上のジャンパピンの設定を確認して<ださい。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

[備考] 

パスワードがクリアされます。 BIOS セットアップを起動し、パスワードを設定し直して、 「Exit」- 
「Exit Saving ChangesJ を実施してください。 
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8160: Mismatch Processor Speed detected on Processor 1. 
8161: Mismatch Processor Speed detected on Processor 2. 
8162: Mismatch Processor Speed detected on Processor 3. 
8163: Mismatch Processor Speed detected on Processor 4. 

[意味] 

プ□セ、ソサソケットXにプ□セ、ソサの種類が一致していないプ□セ、ソサの搭載をお出した。 
Xはプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを確認してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ずしない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8180: Processor #1 Error 
8181: Processor #2 Error 
8182: Processor #3 Error 
8183: Processor #4 Error 


[意味] 

POST が起動される前に、プ□セ、ソサXにて致命的なエラーが発生していたことをネ矣化した。 

Xはプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、 iU 下を実施して 
ください。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサと接続されているメモリボードを取りがけ 
直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサと接続されているメモリボードに搭載され 
た DIMM を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサと接続されているメモリボードを交換して 
ください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサと接続されているメモリボードに搭載され 
た DIMM を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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81 AO: Cache Cautionary status detected on Processor 1. 

81 Al:Cache Cautionary status detected on Processor 2. 

81A2: Cache Cautionary status detected on Processor 3. 

81 A3: Cache Cautionary status detected on Processor 4. 

[意味] 

プ□セ、ソサ X のキャッシュが警告レベルの状態であることを検出した。 

Xはプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

ずぐにを換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、 U 下を実施して 
ください。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8200: Online Spare Memory was not ready. 


[意味] 

オンラインスペアメモリ機能を有効にできる DIMM 構成ではないことをお出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

己 IOS セツトアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」 の項目を確認してくださ 


い。 

問題が解みしない場合は、メモリボードに搭載した DIMM を取り付け直してください。 
問題が解みしない場合は、メモリボードを取り付け直してください。 

問題が解みしない場合は、メモリボードに搭載した DIMM を交換してください。 

問題が解みしない場合は、メモリボードを交換してください。 

問題が解みしない場合は、プ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ずしない場合は、プ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

[備考] 

次の情報によりエラーが発生した部品が判る場合があります。 


メモリボードの DIMM Fault LED の状態 

その他の POST エラー メ 、ソセージ （POST エラーコード） 

IPMI 情報ファイル 
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8201: Mirroring Memory was not ready. 

[意味] 

メモリミラー ij ング機能を有効にできる DIMM 構成ではないことをネ矣化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げしてください。 

BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」 の項目を確認してくださ 
い。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載した DIMM を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載した DIMM を交換してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードを交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

[備考] 

次の情報によリエラーが発生した部品が判る場合があります。 

メモリボードの DIMM Fault LED の状態 

その他の POST エラーメッセージ (POST エラーコード） 

IPMI 情報ファイル 


8400: 10 Riser — Network 1 PCIE Link Failure 

[意味] 

I/O ライザ上のオンボード LAN1 とオンボード LAN2 コント□-ラにて PCI Express バスの接続エ 
ラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ずしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8401:10 Riser - Network 2 PCIE Link Failure 

[意味] 

I/O ライザ上のオンボード LAN3 とオンボード LAN4 コント□-ラにて PCI Express バスの接続エ 
ラーを お化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8402: SAS Slot - PCIE Link Failure 

[意味] 

SAS ス□、ソトに取りがけられた PCI ボードにて PCI Express バスの接続エラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げしてください。 

問題が解ましない場合は、 SAS ス□、ソトに取り付けた PCI ボードを取り付け直してください。 
問題が解ましない場合は、 SAS ス□、ソトに取りがけた PCI ボードを巧換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8410: PCI 
841 1:PCI 
8412: PCI 
8413: PCI 
8414: PCI 
841 己 : PCI 
8416: PCI 
8417: PCI 
8418: PCI 
8419: PCI 


Slot 1—PCIE Link Failure 
Slot 2 - PCIE Link Failure 
Slot 3 — PCIE Link Failure 
Slot 4 — PCIE Link Failure 
Slot 日一 PCIE Link Failure 
Slot 目一 PCIE Link Failure 
Slot 7 — PCIE Link Failure 
Slot 8 — PCIE Link Failure 
Slot 9 — PCIE Link Failure 
Slot 10 — PCIE Link Failure 


[意味] 

PCI ス□、ソト X に取り付けられた PCI ボードにて PCI Express バスの接続エラーをお化した。 
Xは PCI ス□、ソト番号を示します。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げしてください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ボードを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ボードを巧換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8420:10 Riser - Network 1 PCIE Link Width Error 

[意味] 

I/O ライザ上のオンボード LAN1 とオンボード LAN2 コント□-ラにて PCI Express バス幅の接続 
低下をお化した。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、システムとして 
の性能が低下する場合がありますので、 U 下を実施してください。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

本装置の設置環境の温度や湿度を確認して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8421:10 Riser - Network 2 PCIE Link Width Error 

[意味] 

I/O ライザ上のオンボード LAN3 とオンボード LAN4 コント□-ラにて PCI Express バス幅の接統 
低下を検出した。 

[巧処方法] 

すぐにを換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、システムとして 
の性能が低下ずる場合がありますので、下を実施して<ださい。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

本装置の設置環境の温度や湿度を確認して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

8422: SAS Slot - PCIE Link Width Error 

[意味] 

SAS ス□、ソトに取り付けられた PCI ボードにて PCI Express バス幅の接続低下をお化した。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、システムとして 
の性能が低下する場合がありますので、下を実施して<ださい。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、 SAS ス□、ソトに取り付けた PCI ボードを取り付け直してください。 
問題が解ましない場合は、 SAS ス□、ソトに取り付けた PCI ボードを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8430: PCI 
8431: PCI 
8432: PCI 
843 式 PCI 
8434: PCI 
843 己 : PCI 
843 巨 : PCI 
8437: PCI 
8438: PCI 
8439: PCI 


Slot 1 - 
Slot 2 - 
Slot 3 — 
Slot 4 — 
Slot 5 - 
Slot 6 - 
Slot 7 - 
Slot 8 — 
Slot 9 - 


PCIE Link Width Error 
PCIE Link Width Error 
PCIE Link Width Error 
PCIE Link Width Error 
PCIE Link Width Error 
PCIE Link Width Error 
PCIE Link Width Error 
PCIE Link Width Error 
PCIE Link Width Error 


Slot 10 — PCIE Link Width Error 


[意味] 

PCI ス□、ソト X に取り付けられた PCI ボードにて PCI Express バス幅の接続低下を検出した。 
Xは PCI ス□、ソト番号を示します。 


[巧処方法] 

ずぐにを換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が巧能ですが、システムとして 
の性能が低下する場合がありますので、下を実施して<ださい。 

本装置を再立ち上げしてください。 


問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ボードを取り付け直してください。 


問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ボードを交換してください。 
問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8460:10 Riser — Network 1 PCIE Link Speed Error 

[意味] 

ン〇ライザ上のオンボード LAN1 とオンボード LAN2 コント□ーラにて PCI Express バス速度の接 
続低下をお化した。 

[巧処方法] 

すぐにを換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が巧能ですが、システムとして 
の性能が低下ずる場合がありますので、 U 下を実施して<ださい。 

本装置を再立ち上げしてください。 

本装置の設置環境の温度や湿度を確認して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8461:10 Riser — Network 2 PCIE Link Speed Error 

[意味] 

I/O ライザ上のオンボード LAN1 とオンボード LAN2 コント□-ラにて PCI Express バス速度の接 
続低下をお化した。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、システムとして 
の性能が低下する場合がありますので、 iU 下を実施してください。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

本装置の設置環境の温度や湿度を確認して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8462: SAS Slot - PCIE Link Speed Error 

[意味] 

SAS ス□、ソトに取り付けられた PCI ボードにて PCI Express バス速度の接続低下をお化した。 

[巧処方法] 

すぐにを換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が巧能ですが、システムとして 
の性能が低下する場合がありますので、 U 下を実施して<ださい。 

本装置を再立ち上げしてください。 

問題が解ましない場合は、 SAS ス□、ソトに取り付けた PCI ボードを取り付け直してください。 
問題が解ましない場合は、 SAS ス□、ソトに取り付けた PCI ボードを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8470: 
8471: 
8472: 
8473: 
8474: 
847 己 : 
8476: 
8477: 
8478: 
8479: 


PCI Slot 1 —PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 2 - PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 3 — PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 4 — PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 己一 PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 6 - PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 7 — - PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 8 - PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 9 — PCIE Link Speed Error 
PCI Slot 10 — PCIE Link Speed Error 


[意味] 

PCI ス□、ソト X に取り付けられた PCI ボードにて PCI Express バス幅の接続低下をお化した。 

Xは PCI ス□、ソト番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐにを換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が巧能ですが、システムとして 
の性能が低下する場合がありまずので、 U 下を実施してください。 


本装置を再立ち上げして<ださい。 


問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ボードを取り付け直してください。 
問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ボードを交換してください。 


問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8480: Link 
8481: Link 
8482: Link 
848 式 Link 
8484: Link 
848 己 ： Link 


Failure between Processor 1 
Failure between Processor 1 
Failure between Processor 1 
Failure between Processor 2 
Failure between Processor 2 
Failure between Processor 3 


and Processor 2 
and Processor 3 
and Processor 4 
and Processor 3 
and Processor 4 
and Proc 白 ssor 斗 


[意味] 

プ□セ、ソサ X とプ□セ、ソサ Y 間のバスの接続エラーをお化した。 

Xや Y はプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、システムとして 
の性能が低下する場合がありますので、下を実施して<ださい。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

8486: Link Failure between Processor 1 and 10 Hub 1 
8487: Link Failure between Processor 2 and 10 Hub 1 
8488: Link Failure between Processor 3 and 10 Hub 2 
8489: Link Failure between Processor 4 and 10 Hub 2 


[意味] 

プ□セ、ソサ X と10 Hub 闇のバスの接続エラーをお出した。 

Xはプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、システムとして 
の性能が低下する場合がありますので、下を実施して<ださい。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8490: Link Width 
8491: Link Width 
8492: Link Width 
8493: Link Width 
8494: Link Width 
8495: Link Width 


Error between 
Error between 
Error between 
Error between 
Error between 
Error between 


Processor 1 and 
Processor 1 and 
Processor 1 and 
Processor 2 and 
Processor 2 and 
Processor 3 and 


processor 2 
processor 3 
processor 4 
processor 3 
processor 4 
processor 4 


[意味] 

プ□セ、ソサ X とプ□セ、ソサ Y 間のノ\ス幅の接続低下をネ矣化した。 

Xや Y はプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、下を実施して 
ください。 


本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取りがけ直してください。 
問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8496: Link Width Error between Processor 1 and 10 Hub 1 
849*7: Link Width Error between Processor 2 and 10 Hub 1 
8498: Link Width Error between Processor 3 and 10 Hub 2 
8499: Link Width Error between Processor 4 and 10 Hub 2 

[意味] 

プ□セ、ソサ X と10 Hub 間のバスの接続エラーをお化した。 

Xはプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

ずぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、 iU 下を実施して 
ください。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解みしない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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84A 日 ： Link Speed 
84A1: Link Speed 
84A2: Link Speed 
84A3: Link Speed 
84A4: Link Speed 
84A 日 ： Link Speed 


Error between 
Error between 
Error between 
Error between 
Error between 
Error between 


Processor 1 and 
Processor 1 and 
Processor 1 and 
Processor 2 and 
Processor 2 and 
Processor 3 and 


Processor 2 
Processor 3 
Proc 白 ssor 斗 
Proc 白 ssor G 
Proc 白 ssor 斗 
Processor 4 


[意味] 

プ□セ、ソサ X とプ□セ、ソサ Y 間のバス速度の接続低下をお化した。 

Xや Y はプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、 iU 下を実施して 
ください。 


本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 
問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


84A6: Link Speed Error between Processor 1 and 10 Hub 1 
84A7: Link Speed Error between Processor 2 and 10 Hub 1 
84A8: Link Speed Error between Processor 3 and 10 Hub 2 
84A9: Link Speed Error between processor 4 and 10 Hub 2 

[意味] 

プ□セ、ソサ X と10 Hub 闇のバス速度の接統低下をネ矣出した。 

Xはプ□セ、ソサ番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、 iU 下を実施して 
ください。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 



ハードウエア編 201 


84B0: Link Failure between 
84B1 : Link Failure between 
84B2: Link Failure between 
84B3: Link Failure between 
84B4: Link Failure between 
84B 日 ： Link Failure between 
84B6: Link Failure between 
84B7: Link Failure between 


Processor 1 and 
Processor 1 and 
Proc 白 ssor 各 and 
Proc 白 ssor 各 and 
Proc 白 ssor 3 and 
Proc 白 ssor 3 and 
Processor 4 and 
Proc 白 ssor 斗 and 


Memory Riser 1 
Memory Riser 2 
Memory Riser 3 
Memory Riser 4 
Memory Riser 5 
Memory Riser 6 
Memory Riser 7 
Memory Riser 8 


[意味] 

プ□セ、ソサ X とメモリボード Y 間のバスの接続エラーをネ矣化した。 
Xはプ□セ、ソサ番号、 Y はメモリボード番号を示します。 


[巧処方法] 

そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、エラーが発生したメモリボードに搭載されたすベて 
の DIMM は使用されないことから、システムとしての性能が低下する場合がありますので、下を 
実施してください。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 


問題が解ましない場合は、 
ださい。 

問題が解ましない場合は、 

問題が解ましない場合は、 

問題が解ましない場合は、 
い。 


エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してく 

エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

エラーが発生したメモリボードを交換してください。 

エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を交換してくださ 


問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 
問題が解ましない場合は、エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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84C0: Link Degraded 
84C1 : Link Degraded 
84C2: Link Degraded 
84C3: Link Degraded 
84C4: Link Degraded 
84C 己 ： Link Degraded 
84C 目 ： Link Degraded 
84C7: Link Degraded 


between Processor 1 and 
between Processor 1 and 
between Proc 白 ssor 2 and 
b 白 tw 巨 en Processor 2 and 
b 白 tw 白 en Processor 3 and 
b 白 tw 巨巨 n Processor 3 and 
b 巨 tw 巨白 n Processor 4 and 
b 白 tw 白巨 n Processor 4 and 


Memory Riser 1 
Memory Riser 2 
Memory Pis 白 r 3 
Memory Riser 4 
Memory Riser 5 
Memory Riser 6 
Memory Riser 7 
Memory Pis 白 r g 


[意味] 

プ□セ、ソサ X とメモリボード Y 間のバスの接続性能低下をお化した。 

Xはプ□セ、ソサ番号、 Y はメモリボード番号を示します。 

[巧処方法] 

すぐに交換する必要はありません。そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、 iU 下を実施して 
ください。 

本装置を再立ち上げして<ださい。 


問題が解ましない場合は、 
ださい。 

問題が解ましない場合は、 

問題が解ましない場合は、 

問題が解ましない場合は、 
し、 

問題が解ましない場合は、 
問題が解ましない場合は、 
問題が解ましない場合は、 


エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してく 

エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

エラーが発生したメモリボードを巧換してください。 

エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を交換してくださ 

エラーが発生したプ□セ、ソサを取り付け直してください。 

エラーが発生したプ□セ、ソサを交換してください。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8703: PIA mismatch error. Please change PIA. 

[意味] 

本装置の八ードウエア構成に対して適切な PIA( 装置情報）が適用されていないことをお出した。適 
切な円 A に変更する必要があります。 

[巧処方法] 

へー ドウエア構成を誤ってお化した可能性もあるので、本装置を再立ち上げしてください。 

問題が解ましない場合は、 PIA をアップデートしてください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8704: SDR mismatch error. Please change SDR. 

[意味] 

本装置の八ードウエア構成に対して適切な SDR( センサ装置情報）が適用されていないことをお化 
した。適切な SDR に変更する必要があります。 

[巧処方法] 

八ードウエア構成を誤ってネ矣化した可能性もあるので、本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、 SDR をアップデートしてください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8780: Memory Riser 1 —DIMM 1 A and 1C have been disabled. 

8781:Memory Riser 1—DIMM IB and ID have been disabled. 
8782: Memory Riser 1—DIMM 2A and 2C have been disabled. 
8783: Memory Riser 1 — DIMM 2B and 2D have been disabled. 

[意味] 

メモリボード 1 の DIMM ソケットに搭載した DIMM ペアでエラーを検出し、縮退された。 

[巧処方法] 

BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Retes りを 
Yes に変更し、 「Exit」-「ExitSaving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8784: Memory Riser 2 — DIMM 1 A and 1C have been disabled. 

878 己 ： Memory Riser 2 — DIMM IB and ID have been disabled. 

8786: Memory Riser 2 — DIMM 2A and 2C have been disabled. 

8787: Memory Riser 2 — DIMM 2B and 2D have been disabled. 


[意味] 

メモリボード 2 の DIMM ソケットに搭載した DIMM ペアでエラーをお化し、縮退された。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Retes りを 
Yes に変更し、 「Exit」-「ExitSaving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ずしない場合は、メモリボード2を取り付け直してください。 

問題が解ずしない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8788: Memory Riser 3 — 
8789: Memory Riser 3 — 
878A: Memory Riser 3 — 
878B: Memory Riser 3 — 


DIMM 1A and 1C have been disabled. 
DIMM IB and ID have been disabled. 
DIMM 2A and 2C have been disabled. 
DIMM 2B and 2D have been disabled. 


[意味] 

メモリボード 3 の DIMM ソケットに搭載した DIMM ペアでエラーを検出し、縮退された。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を 
Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


878C: Memory Riser 4 — DIMM 1 A and 1C have been disabled. 
878D: Memory Riser4 — DIMM IB and ID have been disabled. 
878E: Memory Riser 4 — DIMM 2A and 2C have been disabled. 
8781=: Memory Riser 4 — DIMM 2B and 2D have been disabled. 


[意味] 

メモリボード 4 の DIMM ソケットに搭載した DIMM ペアでエラーをお化し、縮退された。 

[巧処方法] 


己 I0S セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を 
Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8790: 

8791: 

8792: 

8793: 


Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 


DIMM 1A and 1C have 
DIMM IB and ID have 
DIMM 2A and 2C have 
DIMM 2B and 2D have 


been disabled, 
been disabled, 
been disabled, 
been disabled. 


[意味] 


メモリボード 5 の DIMM ソケットに搭載した DIMM ペアでエラーを検出し、縮退された。 


[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Retes りを 
Yes に変更し、 「Exit」-「ExitSaving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード日に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8794: Memory Riser 6 — DIMM 1 A and 1C have been disabled. 
879 己 ： Memory Riser 目一 DIMM IB and ID have been disabled. 
8796: Memory Riser 目一 DIMM 2A and 2C have been disabled. 
8797: Memory Riser 目一 DIMM 2B and 2D have been disabled. 


[意味] 

メモリボード 6 の DIMM ソケットに搭載した DIMM ペアでエラーをお化し、縮退された。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Retes りを 
Yes に変更し、 「Exit」-「ExitSaving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ずしない場合は、メモリボード6を取り付け直してください。 

問題が解ずしない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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8798: Memory Riser 7 — 
8799: Memory Riser 7 — 
879A: Memory Riser 7 — 
879B: Memory Riser 7 — 


DIMM 1A and 1C have been disabled. 
DIMM IB and ID have been disabled. 
DIMM 2A and 2C have been disabled. 
DIMM 2B and 2D have been disabled. 


[意味] 

メモリボード 7 の DIMM ソケットに搭載した DIMM ペアでエラーを検出し、縮退された。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を 
Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


879C: Memory Riser 8 — DIMM 1 A and 1C have been disabled. 
879D: Memory Riser8 — DIMM IB and ID have been disabled. 
879E: Memory Riser 8 — DIMM 2A and 2C have been disabled. 
879F: Memory Riser 8 — DIMM 2B and 2D have been disabled. 


[意味] 

メモリボード 8 の DIMM ソケットに搭載した DIMM ペアでエラーをお化し、縮退された。 

[巧処方法] 


己 I0S セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を 
Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8をを換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87A0: Memory Riser 1 
87A1 : Memory Riser 1 
87A2: Memory Riser 1 
87A3: Memory Riser 1 


— DIMM 1A and 1C with error are enabled. 
— DIMM IB and ID with error are enabled. 
— DIMM 2A and 2C with error are enabled. 
— DIMM 2B and 2D with error are enabled. 


[意味] 

メモリボード 1 の DIMM ソケットでエラーを検出したが、強制的に起動した。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Retes りを 
Yes に変更し、 「Exit」-「ExitSaving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87A4: Memory Riser 2 — DIMM 1 A and 1C with error are enabled. 

87A 己 ： Memory Riser 2 — DIMM IB and ID with error are enabled. 

87A6: Memory Riser 2 — DIMM 2A and 2C with error are enabled. 

87A7: Memory Riser 2 — DIMM 2B and 2D with error are enabled. 


[意味] 

メモリボード 2 の DIMM ソケットでエラーをお化したが、強制的に起動した。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Retes りを 
Yes に変更し、 「Exit」-「ExitSaving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ずしない場合は、メモリボード2を取り付け直してください。 

問題が解ずしない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87A8: Memory 
87A9: Memory 
87AA: Memory 
87AB: Memory 


Riser 3 — DIMM 1A and 1C with error are enabled. 
Riser 3 — DIMM IB and ID with error are enabled. 
Riser 3 — DIMM 2A and 2C with error are enabled. 
Riser 3 — DIMM 2B and 2D with error are enabled. 


[意味] 

メモリボード 3 の DIMM ソケットでエラーを検出したが、強制的に起動した。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を 
Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87AC: Memory Riser 4 — DIMM 1 A and 1C with error are enabled. 
87AD: Memory Riser 4 — DIMM IB and ID with error are enabled. 
87AE: Memory Riser 4 — DIMM 2A and 2C with error are enabled. 
87AI=: Memory Riser 4 — DIMM 2B and 2D with error are enabled. 


[意味] 

メモリボード 4 の DIMM ソケットでエラーをお化したが、強制的に起動した。 

[巧処方法] 


己 I0S セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を 
Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87B0: 

87B1: 

87B2: 

87B3: 


Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 


DIMM lAand 
DIMM IB and 
DIMM 2A and 
DIMM 2B and 


1C with error are enabled. 
ID with error are enabled. 
2C with error are enabled. 
2D with error are enabled. 


[意味] 

メモリボード 5 の DIMM ソケットでエラーを検出したが、強制的に起動した。 


[巧処方法] 

BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Retes りを 
Yes に変更し、 「Exit」-「ExitSaving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード日に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87B4: Memory Riser 6 — DIMM 1 A and 1C with error are enabled. 

87B 己 ： Memory Riser 目一 DIMM 1B and ID with error are enabled. 

87B 目 ： Memory Riser 目一 DIMM 2A and 2C with error are enabled. 

87B7: Memory Riser 目一 DIMM 2B and 2D with error are enabled. 


[意味] 

メモリボード 6 の DIMM ソケットでエラーをお化したが、強制的に起動した。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Retes りを 
Yes に変更し、 「Exit」-「ExitSaving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ずしない場合は、メモリボード6を取り付け直してください。 

問題が解ずしない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87B8: Memory Riser 7 — 
87B9: Memory Riser 7 — 
87BA: Memory Riser 7 — 
87BB: Memory Riser 7 — 


DIMM 1A and 1C with error are enabled. 
DIMM IB and ID with error are enabled. 
DIMM 2A and 2C with error are enabled. 
DIMM 2B and 2D with error are enabled. 


[意味] 

メモリボード 7 の DIMM ソケットでエラーを検出したが、強制的に起動した。 

[巧処方法] 


BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を 
Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87BC: Memory Riser 8 — DIMM 1 A and 1C with error are enabled. 
87BD: Memory Riser 8 — DIMM IB and ID with error are enabled. 
87BE: Memory Riser 8 — DIMM 2A and 2C with error are enabled. 
87BF: Memory Riser 8 — DIMM 2B and 2D with error are enabled. 


[意味] 

メモリボード 8 の DIMM ソケットでエラーをお化したが、強制的に起動した。 

[巧処方法] 


己 I0S セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を 
Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8をを換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87C0: Unsupported DIMM detected in 
87C1 : Unsupported DIMM detected in 
87C2: Unsupported DIMM detected in 
87C3: Unsupported DIMM detected in 


Memory Riser 1 
Memory Riser 1 
Memory Riser 1 
Memory Riser 1 


— DIMM 1A and 1C. 
- DIMM IB and ID. 
—DIMM2A and 2C. 
- DIMM 2B and 2D. 


[意味] 

メモリボード 1 の DIMM ソケットにサポートされていない DIMM の搭載をお出した。 


[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87C4: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 2 — 
87C5: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 2 — 
87C 目 ： Unsupported DIMM detected in Memory Riser 2 — 
87C7: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 2 — 


DIMM 1A and 1C. 
DIMM IB and ID. 
DIMM 2A and 2C. 
DIMM 2B and 2D. 


[意味] 

メモリボード 2 の DIMM ソケットにサポートされていない DIMM の搭載をネ矣出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 



212 基本的な操作 


87C8: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 3 — DIMM 1A and 1C. 

87C9: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 3 — DIMM IB and 1D. 

87CA: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 3 — DIMM 2A and 2C. 

87CB: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 3 — DIMM 2B and 2D. 

[意味] 

メモリボード 3 の DIMM ソケットにサポートされていない DIMM の搭載をお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2をを換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87CC: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 4 — DIMM 1A and 1C. 
87CD: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 4 — DIMM IB and 1D. 
87CE: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 4 — DIMM 2A and 2C. 
87CF: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 4 — DIMM 2B and 2D. 

[意味] 

メモリボード 4 の DIMM ソケットにサポートされていない DIMM の搭載をネ矣化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87D 日 ： Unsupported DIMM detected in Memory Riser 己一 DIMM 1A and 1C. 

87D1:Unsupported DIMM detected in Memory Riser 己一 DIMM IB and 1D. 

87D2: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 曰一 DIMM 2A and 2C. 

87D3: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 曰一 DIMM 2B and 2D. 

[意味] 

メモリボード 5 の DIMM ソケットにサポートされていない DIMM の搭載をお出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87D4: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 目一 DIMM 1A and 1C. 

87D 曰 ： Unsupported DIMM detected in Memory Riser 目一 DIMM IB and 1D. 

87D 目 ： Unsupported DIMM detected in Memory Riser 目一 DIMM 2A and 2C. 

87D7: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 目一 DIMM 2B and 2D. 

[意味] 

メモリボード 6 の DIMM ソケットにサポートされていない DIMM の搭載をネ矣出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 



214 基本的な操作 


87D8: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 7 — DIMM 1A and 1C. 

87D9: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 7 — DIMM IB and 1D. 

87DA: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 7 — DIMM 2A and 2C. 

87DB: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 7 — DIMM 2B and 2D. 

[意味] 

メモリボード 7 の DIMM ソケットにサポートされていない DIMM の搭載をお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4をを換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87DC: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 8 — DIMM 1A and 1C. 
87DD: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 8 — DIMM IB and 1D. 
87DE: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 8 — DIMM 2A and 2C. 
87DF: Unsupported DIMM detected in Memory Riser 8 — DIMM 2B and 2D. 

[意味] 

メモリボード 8 の DIMM ソケットにサポートされていない DIMM の搭載をネ矣化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87E0: Mismatch DIMM 
87E1: Mismatch DIMM 
87E2: Mismatch DIMM 
87E3: Mismatch DIMM 


Type detected 
Type detected 
Type detected 
Type detected 


in Memory Riser 
in Memory Riser 
in Memory Riser 
in Memory Riser 


1- DIMM 1A and 1C. 
1- DIMM IB and ID. 
1- DIMM 2A and 2C. 
1— DIMM 2Band 2D. 


[意味] 

メモリボード 1 の DIMM ソケットに DIMM の種類が一致していない DIMM の搭載をお出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87E4: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 2 — DIMM 
87E5: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 2 — DIMM 
87E 目 ： Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 2 — DIMM 
87E7: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 2 — DIMM 


lAand 1C. 
1B and 1D. 
2A and 2C. 
2Band 2D. 


[意味] 

メモリボード 2 の DIMM ソケットに DIMM の種類が一致していない DIMM の搭載をネ矣出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ1を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87E8: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 3 — DIMM 1A and 1C. 
87E9: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 3 — DIMM 1B and ID. 
87EA: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 3 — DIMM 2A and 2C. 
87EB: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 3 — DIMM 2B and 2D. 


[意味] 

メモリボード 3 の DIMM ソケットに DIMM の種類が一致していない DIMM の搭載をお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2をを換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87EC: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 4 — DIMM 1A and 1C. 
87ED: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 4 — DIMM IB and 1D. 
87EE: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 4 — DIMM 2A and 2C. 
87EF: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 4 — DIMM 2B and 2D. 


[意味] 

メモリボード 4 の DIMM ソケットに DIMM の種類が一致していない DIMM の搭載を検出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ2を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87F0: Mismatch DIMM Type detected in 
87F1 : Mismatch DIMM Type detected in 
87F2: Mismatch DIMM Type detected in 
87F3: Mismatch DIMM Type detected in 


Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 
Memory Riser 5 — 


DIMM 1A and 1C. 
DIMM IB and ID. 
DIMM 2A and 2C. 
DIMM 2B and 2D. 


[意味] 


メモリボード 5 の DIMM ソケットに DIMM の種類が一致していない DIMM の搭載をお出した。 


[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード5を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87F4: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 6 — 
87F5: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 6 — 
87F6: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 6 — 
STF'Z: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 6 — 


DIMM 1A and 1C. 
DIMM 1 B and 1D. 
DIMM 2A and 2C. 
DIMM 2B and 2D. 


[意味] 

メモリボード 6 の DIMM ソケットに DIMM の種類が一致していない DIMM の搭載をネ矣出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード6を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ3を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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87F8: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 7 — DIMM 1A and 1C. 
87F9: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 7 — DIMM IB and ID. 
87FA: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 7 — DIMM 2A and 2C. 
87FB: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 7 — DIMM 2B and 2D. 


[意味] 

メモリボード 7 の DIMM ソケットに DIMM の種類が一致していない DIMM の搭載をお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード7を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4をを換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


87FC: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 8 — DIMM 1A and 1C. 
87FD: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 8 — DIMM 1B and ID. 
87FE: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 8 — DIMM 2A and 2C. 
87FF: Mismatch DIMM Type detected in Memory Riser 8 — DIMM 2B and 2D. 


[意味] 

メモリボード 8 の DIMM ソケットに DIMM の種類が一致していない DIMM の搭載を検出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを確認してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを取り付け直 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8に搭載されたエラーが発生した DIMM ペアを交換してく 
ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボード8を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサ4を交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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Resource conflict 

[意味] 

本装置内、あるいは PCI ボード上のデバイスのリソースが競合したことをお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げしてください。 

問題が解ましない場合は、 PCI ボードの接続枚数を確認してください 。 PCI I / O 空間 (64 KB ) の制限 
があります。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ス□、ソトに取り付けられた PCI ボードを取り付け 
直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ス□、ソトに取り付けられた PCI ボードを交換して 
ください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

Expansion Rom not initialized 

[意味] 

本装置内、あるいは PCI ボードの拡張オプション ROM が初期化されなかったことをお出した。 

[巧処方法] 

己 IOS セットアップを起動し、 「 Advanced」-「PCI Configuration」、fAdvancedJ - 「PCI 
Configuration」-「Onboard NIC 」 や f Advanced J - 「PCI Configuration」-fOnboard SAS 」 に 
て、拡張オプション ROM の使用頻度がほいデバイスに対して 、 Option ROM Scan 項目を 
Disabled に変更し、 「 Exi り - 「Exit Saving Changes 」 を実施してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ス□、ソトに取り付けられた PCI ボードを取り付け 
直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ス□、ソトに取り付けられた PCI ボードを交換して 
ください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

Invalid System Configuration Data 

[意味] 

システム構成データ ( ESCD ) の不正をお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解みしない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

System Configuration Data Read Error 

[意味] 

システム構成データ （ ESCD ) リードエラーをお出した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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System Configuration Data Write Error 

[意味] 

システム構成データ ( ESCD ) ライトエラーを お化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げしてください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

WARNING: IRQ not configured 

[意味] 

デバイスの割り込みが正しく設定されなかったことをお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ス□、ソトに取りがけられた PCI ボードを取り付け 
直してください。 

問題が解ましない場合は、エラーが発生した PCI ス□、ソトに取りがけられた PCI ボードを交換して 
ください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

PCI に関するエラーメッセージの rsi 饥」は、 PCI ス□ットを示しています。 

例えば、じ(下のようなエラーメッセージが化力された場合、 「slot 01」は PCI ス□、ソト1を示 
しています。 

ERROR 

Expansion Rom not initialized - PCI Network Controller in slot 01 
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その他の POST エラー 

次のエラーはディスプレイに表示されませんが、 IPMI システムイベント□グに登録されます。 

0230: System RAM Failed 

[意味] 

システムメモリ DIMM を全くお出できなかった、あるいは致命的なエラーが発生した DIMM を検 
化し、使用できる DIMM が無かった。 

[巧処方法] 

POWER スイッチを4秒 U 上押し、本装置の電源を OFF し、その後、 POWER スイッチを押し、 

本装置の電源を ON して<ださい。 

リセ、ソトスイ、ソチを押し、本装置をリセ、ソトしてください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載された DIMM が正しく取りがけられているかを確認 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載された DIMM を取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードを交換してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサを取りがけ直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサを交換して<ださい。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


0231: Shadow Ram Failed 

[意味] 

システム目 I 0 S の shadow 空間にエラーをお化した。 

[巧処方法] 

本装置を再立ち上げして<ださい。 

問題が解ましない場合は、メモリボードを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載された DIMM が正しく取り付けられているかを確認 
してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してください。 

問題が解みしない場合は、メモリボードを交換してください。 

問題が解ましない場合は、メモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサを取り付け直してください。 

問題が解ましない場合は、プ□セ、ソサを交換してください。 

問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 


8302: Previous startup failure 

[意味] 

じ(前の立ち上げ時に、本装置が正常に動作しなかったことをお化した。 

[巧処方法] 

そのまま継続して本装置の運用が可能ですが、問題が発生する頻度が多い場合や問題が解ましない 
場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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• プ □ セツサのエラーメッセージに対応するプ□セツサの取り付け位置 



• メモリのエラーメッセージに対応するメモリの取り付け位置 



W "0 は、2枚単位で動作していまず。グループ内は同じ性能.仕様.容量の 

DIMM を実装してください。 
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• ファンのエラーメッセージに対応するファンの取り付け位置 


FAN 4 


FAN 8 


FAN 3 FAN 7 FAN 2 



FAN 5 


• 電源ユニットのエラーメッセージに対応する電源ユニットの取り付け位置 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ 
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。たとえば、ビープ音 
が1回、連続して3回、3回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード：1 -3-3-1) ときはメ 
モリが橫出)できない、あるいは DIMM のタイプが異なることを示します。 

次じビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-2 

Video 目 IOS 初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示されない場合 
は、ディスプレイのコネクタの取り付け状態 
を確認して<ださい。問題が解みされない場 
合は、保守サービス会社に連絡して、マザー 
ボードを交換してください。 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

増設した PCI ボードのオプション ROM の展 
開が表示されない場合は、 PCI ボードの取り 
がけ状態を確認して<ださい。問題が解まさ 
れない場合は、保守サービス会社に連絡し 
て、マザーボード、増設した PCI ボードを巧 
換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない。あるいは、 DIMM 
ボードのタイプが異なる 

DIMM およびメモリボードの取りがけ状態を 
確認して<ださい。問題が解まされない場合 
は、保守サービス会社に連絡して、 DIMM ま 
たはメモリボードを巧換してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

プ□セ、ソサが起動できなかった 

プ□セ、ソサの取り付け状態を確認して < ださ 
し、問題が解まされない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡して、プ□セ、ソサまたはマザー 
ボードを交換してください。 

1 -5-2-1 

プ□セ、ソサが搭載されていない 

1 -5-2-3 

種類、電圧が異なるプ□セ、ソサの混在エラー 

増設したプ□セ、ソサがサポート対象品である 
ことを確認してください。問題がなければ、 

プ□セ、ソサが正しく取り付けられていること 
を確認して<ださい。それでも問題が解まさ 
れない場合は、保守サービス会社に連絡し 
て、プ□セ、ソサまたはマザーボードを巧換し 
てください。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会社に連絡して I/O ライザボー 
ドを交換して < ださい。 
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内蔵オプシヨンの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


w "0 • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますび、この 

量 a 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを巧 
わせるよラお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは轉社び指定する部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使つ 
てシステムをアップデートしてください （49 ぺージ、82ぺージ、111 
ページを参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^：、ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびあります。 

自分で分解-修理-改造はしない 
CD / DVD - ROM 装置の内部をのぞかない 

リチウムバッテリやニッケル水素バッテリ、リチウムイオンバッテリを取りが 
さない 

プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

AQ 

• 2人杉下で持ち上げない 

• 装置をラックか5引を出したまま放置しない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温ま意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻きがけてください。手に入らない場合は部品を触る前 
じ崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取りがける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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巧り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。ラックからの取り外しを行う場合 
は、必ず3人 W 上で巧って<ださい。 

1. 日 S のシャッ ト ダウン処理を行う。 

2. P 日 WER スイッチを押して本装置の電源を 日 FF (P 日 WER / SLEEP ランプ消巧）に 
する。 

3. 本装置の電源コードをコンセン ト から抜く。 

本装置背面の電源ユニ、ソトにある AC スタンバイランプが消なします。 

4. 本装置背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

己.本装置の前後左ちおよび上部に1〜 2 m のスペースを確保する。 


W -0 • 電源コードを本体か5取りがした後、約20砂ほど待ってか5作業を続 

Ifa けてください。電源コードを取りがしてか510〜20秒ほどの間、マ 

ザーボード上の部品は動作を続けている場合があります。動作び完全に 
停止してか5作業を続けてください。 

• 本体をラックか5引き出したまま放置しないでください。 


^ オプションの取り付け/取りかしは必ず電源コードをコンセントか6抜いてか 
民エック I 6行ってください。電源コードを接続したまま内部のケーブルを外すと、電源 
ON 時に STATUS ランプがアンバー色に点のします。一度電源コードを抜き差 
しして再起動させてください。 
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巧り付け/取0かしの手順 


次の手順に従つて部品の取りがけ/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本体じは、最大8台の 2.5 型八ードディスクドライブを搭載することができます。 

2.5 型ディスクベイの空きス□、ソトにはダミートレイが取りがけられています。これは本装置 
内部のを却効果を高めるためのものです。八ードディスクドライブを搭載していないス□、ソ 
卜にはダミートレイを取りがけてください。 


切 /' 户〇户な户な户な。 WnWnW へ W ri W へりへりへ W 八 W 八り八 W 八 W 八 W 八 W 八 W 


I 蹤燃我我我挪然 I 

送峨§鴻鴻鴻鸿鴻 ® 

© _ 


送繁: 

鸿な: 


鸿發雖雖璋雖雖璋雖避 


終な 


© 


グロで )0 屬勵讀 



ス□ット 5 

6台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□、ソト2 

3台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□ット 7 

8台目の八ードディスク _ 
ドライブ用（オプション） 


ス□ツト 4 

5台目の八ードデイスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□ット1 

_2台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□ット6 

7台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□、ソト 3 

4台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） —' 


ス□ット0 

1台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 



• 體社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 
J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障するおそれがあります。 

• 異なるインターフエースの八ードディスクドライブを混在して搭載する 
ことはでをません。 

• ダミートレイは、本装置の専用品を使用してください。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取りがけます。 

1. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に8つあります。ち下のス□、ソト（ス□、ソト 0) から順に取りが 
けてください。 

2. 八ードディスクドライブを取り付ける場合は、夕'ミートレーを取り外す。 

ダミートレーは全ての八ードディスクドライブベイに入っています。 



3. 増設する八ードディスクドライブと八ンドルをしっかりと持ってス□ットへ挿入す 
る。 



• ハンドルのフックがフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは落としたり、振動や衝撃を与えたりしないよ 
うにしっかりとていねいに持ってください。 

• 八ードディスクドライブに振動をちえないようにス□ットに対してまつ 
すぐゆっくり巧し込んでください。 


八ードディスクドライブベイ2と POWER スイッチはお接しています。八ード 
民ェック I ディスクドライブの取りがけ/取りかしの際(こ誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないようにを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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4. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 

wO 八ンドルを閉じる時に指を挟まないように注意してください。 
置3 さ5にしつかり入っているか、再度巧し込んでください。 


取り外し 

次に示ず手順で八ードディスクドライブを取り外します。八ードディスクドライブを取り外し 
たまま本装置を使用する場合は、空いているス□、ソトじダミートレイを取り付けてください。 

1. システムを終了し、 P 日 WER スイッチを押して電源を日 FF にする。 

2. 取り外す八ードディスクドライブの□ックを解除し、八ンドルをしっかりと持って 
取り出す。 



W -0 八ードディスクドライブに振動を与えないようにス□ットに対してまっすぐ 
ゆっくり取り出してください。 



Hi ック I 


八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 
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RAID システム構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、交換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録することじより、故障を起こす]: i 前の状態に戻すことのでき 
るオートリビルド機能を使用することができます。オートリビルド機能は、 RAID レベルに 
よって有効/無効となる場合があります。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ード 
ディスクドライブにある D に K アクセスランプと D に K エラー ランプが巧互に点灯してオート 
リビルドを行っていることを示します。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで本装置の電源 
を OFF じしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取りがけは、90秒じ(上の闇隔をあけて行ってくだ 
ぎい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクのを換を行わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K アクセスランプと D に K エ 
ラーランプが交互に点なしています）。 
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電源 ユニット 

特定構ぶを超える構成にて動作させる場合には、オプションの増設電源ユニット( N 8181- 
68) を1台増設し、設定情報の更新を実施する必要があります。 

また、オプションの増設電源ユニットを1台増設して特を構成化>(下の構成で動作させてい 
る場合、およびオプションの増設電源ユニットを2台増設して動作させている場合には、万 
一電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができます 
(冗長機能）。 

また更に電源ユニットごとに AC 電源供給ラインを分けることじより、万一 AC 電源供給ライ 
ンの一方が故障しても、システムを停止することなく運用することができます （ AC 冗長機 
能)。 

*1 特を構成（標準の電源構成に台）で動作可能な最大構成） 

- 増設メモリバックボード1セット（標準と合わせて、4枚構成） 

メモリバックボードじ(外の制限無しで 

*2 将来、 N 8102 -349 (16 GB 増設メモリ （8 GBx 2) より大容量の増設メモリがサポートされ 
た場合じは、構成制限の条件が追力□される可能性があります。 

*3 *1 じ示す特を構成を超えて、オプション品を増設する場合には、装置の設を情報である 
PIA(Platform Information Area ) をアップデートする必要があります。アップデートの手 
順については、円 A アップデート手順の項を参照してください。 

電源コードを接続後、すぐにその電源ユニットから電源コードを取り外すと、 0 S のイベント 
□グには「電源回復」を示す□グのみが表示され、「電源縮退」の□グは表示されない場合が 
あります。 


wO • 装置に標準添付の AC ケーブルは AC 100 V 専用です。 AC 20 0 V では絶 
置3 巧に使用しないでください。 AC 20 0 V で運用ずる場合には、オプショ 

ンの AC 20 0 V 用ケーブレ ( K 410-1 巨 2(03)) または1<41 0-108(0 已） 
を使用してください。 

• オプションの AC 20 0 V 用ケーブルは、それぞれ入力側のコンセントお 
状が異なりまず。設置場所の電源設備のコンセントお状もしくは、使用 
ずる UPS のコンセント形がを確認して選択してください。 K 410- 
1巨 2(03) は、 [ L 巨- 20 P ] で、 K 410-108(05) は、 [ L 6-1 己 P ] とな0ま 
ず。 


PIA アップデート手順 



• アップデートされる PIA のデータは、装置の構成から自動で判別されま 
す。従って、 PIA アップデートの作業は、プロセッサ （ CPU )、 メモリ 
バックボード、電源ユニットを運用を開始する予をの構成にしてから実 
施します0 

• PIA のアップデートが完了するまでは、装置立ち上げ時に PIA と装置構 
成が不一致のために POST エラー が表示されることがあります。この場 
合には、 「 F 1」 キーを押して先に進みアップデートを完了させてくださ 

い。 


前項で示している特を構成を超えて、オプション品を増設する場合には、装置の設を情報で 
ある PIA (円 atform Information Area ) をアップデートする必要があります。 

円 A アップデート用のデータは、装置添付の EXPRESS 巨 ULDER じ格納されています。 
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また、 NEC コーポレートサイト ( http :// www . riec . co . jp ) に最新版が掲載されていますので、 
アップデート前に確認してください。 

JU 下の手順でアップデートを実施して<ださい。 

【用意するちの】 

(1) US 巨フ□、ソピーディスクドライブおよびフ□、ソピーディスクもしくは 、 Flash 
FDD を用意します。 

(2) 本体に添がされていた rEXPRESSBUILDERJ を準備してください。 

1 .R0M-D0S 起動ディスクの作成 

フ□ッピーディスクまたは、 Flash FDD を起動ディスクとして使用しますので、 
下の手順に従って R 日 M-D 日 S 起動ディスクの作成を行ってください。 

(1) US 目フ□、ソピーディスクドライブまたは、円 ash FDD を本装置に接続します。 

(2) rEXPRESSBUILDERJ を本装置の光ディスクドライブじ挿入します。 

(3) 本装置を光ディスクドライブからブートさせます。 

(4) 「Maintenance Tools (Normal Mode )」 を選択します。 

(5) 「 Japanese 」 を選択します。 

(6) 「 R 0 M - D 0 S Startup FD 」 を選択します。 

(7) W 下が表示されるので、フ□、ソピーディスクをドライブにセットし (Flash 
FDD の場合は、接続したまま）、 「 Enter 」 羊一を押下します。 


『セ、ツトア、ツプ用 ROfl - DOS 』 

を作ぶします。 

用意した空きフロッピーディスクじ上記タイトル 
を書き込んだ後、フロ、ッピーディスクドライプに 
入れ、 Enter キーを巧してください。 
r 昇 了： LbnterJ — 巧吐： にが] ~ 


Enter を巧すと、 ■ブて= マ 、て トーシステム転适-ファイル書き込みを巧います。 


(8) R 0 M - D 0 S 起動ディスクの作成が完了すると]: i 下が表示されるので、 「 Enter 」 
车一を押下します。 



これで本媒体（フ□、ソピーディスクまたは 、 Flash FDD ) が ROM - DOS 起動 
ディスクとなります。 
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2. インス!-ール媒体の作成 


PaI 本 作業は、別に用意した PC 等を使用して行います。 

國 


「EXPRESSBUILDER」 の「¥日1目 ¥pias か」ディレクトリ内のファイル全てを 
前項にて作成した 「R 日 M-D 日 S 起動用媒体」のルートディレクトリにコピーして 
ください。個名の File は上書きでコピ ー） これが rPIA/SDR update 用媒体」と 
なります。 

なお、 NEC コーポレートサイ Khttp://www.nec.co.jp) に最新版がある場合には 
そちらのファイルをご使用願います。 

3. 円 A/SDR アップデート手順 

PIA/SDR のアップデートを行います。 

前項で作成した rPIA/SDR update 用媒制を使用し、(下の手順に従ってアップ 
デートを行ってください。 

(1) rPIA/SDR update 用媒体」を本装置に接続します。 

(2) 装置を本媒体からブートさせると装置構成に応じた最適な PIA / SDR が自動的 
に適用されます。 

(3) U 下のメッセージが表示され PIA / SDR アップデートが終了したら、電源ス 
イッチを押して本装置の電源を OFF してください。 


SDR file was successfully written ! 

Programming complete , reboot server tor normal operation . 


(4) 本装置の電源から AC ケーブルを抜いて 60 秒 t (上待ってから、再度 AC ケー 
ブルを接続し10秒ほどお待ちください。 

(5) 装置に接続している rPIA/SDR update 用媒体」を取り外し、電源スイ、ソチを押 
して本装置の電源を ON してください。 

(6) POST (Power On Self Test ) 中に rF2J 羊一を押下し、巨 lOS SETUP 画面 
を起動します。 

SETUP 画面になる前に POST エラー 8703ぶ704のいずれも発生していない 
事、また 「 Server 」 乂ニューの l"System Management 」 を選択し、 PIA / 
SDR Revision が適切であることを確■認します。 

円 A Revision は、装置の構成によって異なります。 

特定構] I W 下の構成の場合 ：円 A Revision : 01.22 

特定構が^を超える構成'ソの場合 ：円 A Revision : 01.32 

SDR Revision は、搭載する CPU によって異なります。 

N 8101 -449 増設 CPU ボードの場合 ： SDR Revision : 00.44 
N 8101 -450 増設 CPU ボードの場合 ： SDR Revision : 00.24 
N 8101 -451 増設 CPU ボードの場合 ： SDR Revision : 00.04 
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(7)「 Server 」 メニューの 「Event Log Configuration 」 を選択し 、 [Clear All 
Event Logs 」 で 「 Enter 」 羊一を押してエラー□グを初期化します。 

t (上でアップデートは完了です。 

*1 特を構成（標準の電源構ぶ （2 台）で動作可能な最大構成） 

- 増設メモリバックボード1セット（標準と合わせて、4枚構成） 

メモリバックボードム(外の制限無しで 

で将来、 N 8102-349(16 G 目増設メモリ (8 G 目 x 2) より大容量の増設メモリがサポートされ 
た場合には、構成制限の条件が追力□される可能性があります。 

*3 特を構成を超える場合には、 N 8181-68 増設電源ユニットを1台 W 上増設し、標準と合 
わせて3台じ(上の電源ユニットを接続する必要があります。 


取り付け 

1. システムを終了し、 P 日 WER スイッチを押して電源を日 FF にする。 

2. 電源ユニットを取り付けるダミー 
カバーを取り外す。 


3. 電源ユニットを挿入する。 




W -0 電源ユニットはまつすぐに入れてください。入れる途中でななめにしたり、上 
下左ちに力を加えたりすると、電源ュニットのファン、接続コネクタや装置内 
部の接続コネクタを破損するおそれびあります。 
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故障した電源ユニットの交換 

巧換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


正常に動作している電源ユニットを取りがさないでください。 


本装置を冗長電源構成で動作させていて、故障した1台必外の電源ユニットが 
ふ%^ 正常に動作（電源ユニットの POWER ランプ点灯）している場合は、システム 
稼働中（電源 ON の状態）でも故障した電源ユニットを交換できます（次の手 
順2をとばしてくださし、）。 


1 . 背面にある電源ユニットの POWER ランプの表示で故障している電源ユニットを確 
認する。 

POWER ランプが消なしている電源ユニットが故障しています。 

2. システムを終了し、 P 日 WER スイッチを押して電源を日 FF にする。 

3. 電源コードを取り外す。 


，"〇 電源コードを本体か5取りがした後、約20秒ほど待ってか5作業を続けてく 
ださい。電源コードを取りがしてか510〜20秒ほどの間、電源ユニット内の 
部品は動作を続けている場合びあります。動作び完全に停止してか5作業を続 
けて < ださい。 


4. 電源ユニットの□ックを解除し、 
八ンドルを持ってゆっくりと手前 
に引き取り外す。 



wO 電源ユニットはまっすぐに引き出してください。引き出ず途中でななめにした 
り、上下左ちに力を加えたりすると、電源ユニットのファン、接続コネクタや 
装置内部の接続コネクタを破損ずるおそれびあります。 


己.手順1〜4の逆の手順で電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 


冗長電源構成で動作していた本装置の電源ユニットを電源 ON のまま交換した 
ときは、電源ユニットの POWER ランプが点灯します（運用を停止している間 
に交換したときは電源コードを接続し、電源を ON にすると点灯します）。 
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トツプカ八一 

PCI ボード、メモリ等の部品の取り付け/取り外しや、内部のケーブルの接続を変更する場合 
は、本装置上面のトップカバーを取り外します。 


A ミ主意 

A \ A \ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^;、ずお守りください。乂傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

G 

• 電源を ON にしたままトップカバーを取りがさない 

( PCI ホットプラグやファンをホットスワップする場台を除く） 


取り外し 

1 . 227ページを参照して準備をする。 

2. 装置をラックから引き出す （1 目日ページ参照)。 

3. 装置上面のネジ （1 本）を外してから本装置背面へスライドさせて、トップカバー 
を持ち上げて本装置から取り外す。 



取り付け 


トップカバーを取りがける前に、本装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないことや、 

本装置内部の部品が痛実に固定されていること、取り付け忘れの部品がないことなどを磕認 
してください。 

1 . トップカノ く一のタブが本装置フレームにあるスロットに合ラよラに位置を合わせて 

置く。 

2. 軽く本装置に押しつけながら、トップカバーを本装置前面にスライドさせる。 

3. 装置上面にあるトップカバーのネジ （1 本）でカバーを固定する。 
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メモリバックボード 

メモリ ( DIMM ) を増設または交換するときにメモリバックボードを取り外します。本装置 
は標準で2枚のメモリバックボードを搭載しております（メモリバックボード1枚あたり最大 
64 GB (8 G 目 X 8 枚）まで増設できます）。本装置は標準のメモリバックボードを含め最大8 
枚まで増設巧能です。このことにより、システムとして最大 512 G 目のメモリを搭載すること 
が可能となります。 



取り外し 

次の手順に従つてメモリバックボードを取り外します。 


• メモリバックボードは大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱っ 
てください。また、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボード 
を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は22目 
ページで詳しく説明しています。 

• メモリバックボード通電中はとても熱くなりまずので、取りがしの際に 
は電源をオフした後、数分待ってか5行ってください。 


1 . 227ページを参照して準備をする。 

2. 装置をラックから引き出す （1 目日ページ参照)。 

3. 装置上面のネジ （1 本）を外してから本装置背面へスライドさせて、トップカバー 
を持ち上げて本装置から取り外す。 
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4. □ックを解除しイジェクタを開く。 


W-0 1" メモリバックボードは通電中とても熱くなっています。電源をオフした後、数 
分待ってか!5引き抜いてください。 


PaI イジェクタは左右同時に開いてくださし、。 



己.イジェクタを持ち、本装置からメモリバックボードを引き抜く。 


• DIMM をを数実装している場合は、重量び重くなります。メモリバック 
ボードを落とさないようしっかりとイジェクタを持って操作してくださ 
い。 

• 力ードエッジ部分（コネクタ部分）には絶対に触れないでください。接 
角虫不良の原因となります。 



6. メモリバックボードを!;^下の条件を満たす場所にていねいに置く。 

- ほこりの少ない場巧 

- 水などの液体がかかるおそれのない場所 

- 静電気や磁気が発生するおそれのない場所 
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取り付け 


取り付けは「取り外し」の逆を行ってください。 


• 増識頃蚕は下の順に増設してください。 

- 2 CPU 構成の場合 

ス□ット1、ス□ット已：増設順位1番目 
ス□ット2、ス□ット6 :増設順位2番目 

- 4 CPU 構成の場台 

ス□ット1、ス□ット己、ス□ット3、ス□ット7 :増設順位1番目 
ス□ット2、ス□ット目：増設順位2番目 
ス□ット4、ス□ット8 :増設順位3番目 

• 己枚上の構成とずる場合には、 PIA / SDR の書き換えを実施してくだ 
さい。 

• 書き換え手順の詳細については、「内蔵オプションの取り付け」の「電 
源ユニット」の項 （232 ページ）を参照してください。 


メモリエアーバッフル 
取り付け 

W -0 メモリバックボードを実装せずに運用する場合には、メモリエアーバッフルを 
取り付ける必要びあります。 

1. メモリエアーバッフルの下側をメモリス□ット前側の枠に含ねせます。 

2. メモリエアーバッフルの上側を押しながら枠に実装します。 



取り外し 


取り付けは「取り付け」の逆を行ってください。 
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DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本装置に取り付けられているメモリバックボード 
上の DIMM ソケットに取りがけます。 DIMM は2枚単位で取りがけます。 


• 増設単位の2枚の DIMM は必ず、同じ性能-仕様-容量の DIMM を実装 
し、増設順番は下の順に増設してください。 

増設順位1番目： DIMM IB/DIMM ID 
増設順位2番目： DIMM 1 A/DIMM 1 C 
増設順位3番目： DIMM 2 B/DIMM 2 D 
増設順位4番目： DIMM 2 A/DIMM 2 C 

• RANK の違う DIMM を増設ずる場合には、切下の搭載方法を考慮してく 
ださい。 

- DIMM IB / DIMM 1 D 搭載の DIMM より RANK の大きい DIMM を 
DIMM 2 B/DIMM 2 D に増設する場台は、 DIMM IB/DIMM ID 
に RANK の大きい DIMM び実装されるように搭載してください。 

— DIMM 1 A / DIMM 1 C 搭載の DIMM より RANK の大きい DIMM を 
DIMM 2 A / DIMM 2 C に i 曽設する場合は、 DIMM ! A/DIMM 1 C 
に RANK の大きい DIMM が実装されるように搭載してください。 

DIMM を正しく実装しないとシステムび正常に立ち上びりません。 


メモリはメモリバックボ—ドあたり最大 64 GB (8 GBX 8 枚）まで増設できます。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。 
また、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上 
に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は226ページで詳し 
く説明していまず。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく本装置び故障するおそ 
れびあります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損について 
の修理は保証期間中でち有料となります。 

• インタリーブ装置であるため、グループ単位に2枚の DIMM ボードを増 
設してください。1つのグループ内に異なった仕様*の DIMM ボードを実 
装すると動作しません。 


1 . 227ページを参照して準備をする。 

2. メモリバックボードに38ぺージ）を参照してメモリバックボードを取り外す。 

3. DIMM を取り付けるス□ットを確認する。 



4. DIMM を取り付けるコネクタにあ 
る左ちのレバーを開く。 
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己. DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 



^ DIMM の向きにミ主意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 

区エック I の切り欠きがあります。 


無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれびあります。まっず 
Bta ぐ、ていねいに差し込んでください。 

DIMM が DIMM ソケットじ差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

6. レバーを確実に閉じる。 

7. もラー方の DIMM コネクタに手順日〜8と同じ手順で DIMM を取り付ける。 

POST のエラーメッセージの詳細については476ページを参照してください。 

8. 238ページを参照してメモリバックボードを取り付ける。 

9. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST エラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、476ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

1日. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM ス□ットのステータス表示が 「 Normal 」 になっている 
ことを確認する （31 3ページ参照)。 

11. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは312ページをご覧くださ 
い。 

12. Windows Server 2日日3を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを推 
奨値！;!上（搭載メモリ XI .日）に設定する。 

推奨値 (Windows Server 2003の場合)：搭載メモリ x 1.5 W 上 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


W -0 DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに触 
■to れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボード 
の端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないで 
ください。静電気に関する説明は22巨ページで詳しく説明しています。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッ 
区エック I セージを確認して、取りがけている DIMM ソケットを確認してください。 


1 . 227ページを参照して準備をする。 

2. メモリバックボードに38ぺージ）を参照してメモリバックボードを取り外す。 

3. DIMM を取り付けているス□ットを確認する。 


4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



日.ペアを構成するもラー方の DIMM コネクタから DIMM を取り外す。 

DIMM を取リイ寸けていないソケットのレバーは閉じてください。 

I チェック1 

6. 手順2〜3で取り外した部品を取り付ける。 

7. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細じついては476ページを参照してください。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」一 「Memory 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した DIMM Group のエラー情報をクリ 
アする （3 13ページ参照)。 

9. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは312ページをご覧くださ 
い。 
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メモリミラーリング機能 

本装置では、「メモリミラーリング機能」をサポートしています。 

これらの機能を使用する場合には、環境が構築できる構成にて、巨 IOS セットアップよリサポー 
卜する機能を選択します。 

• メモリミラーリング機能を有効にする方法 

メモリミラーリング機能とは、あらかじめメモリバックボードを予備として待機させる 
ことにより、運用しているメモリバックボードで訂正不可能なエラーが発生した場合、 
待機させているメモリバックボードに運用を切りかえる機能です。この機能を使用する 
場合には、運用/待機するメモリバックボードを組み合わせます。 

メモリミラーリングは、プ□セ、ソサ毎の2枚のメモリバックボード（ス□、ソト1/2、3/ 
4、5/6、 7/8) の組み合わせで設定します。 

メモリミラーリング機能を有効じするためには、組み合わせたをメモリバックボードを 
同じ性能-仕様-容量の DIMM で構成を合わせる必要があります。 

• BIOS の設定 

SETUP を起動して rAdvancedJ — 「Memory Configuration」一「Memory RAS 
Feature」 の設定を下のように変更します。 

-メモリミラーリング機能を有効じする場合： 「Mirror」 を選択します。 

• その他 

- 0S において表示されるメモリ容量は、物理的に搭載されているすべてのメモリ容 
量から待機しているメモリ容量を差し引いたサイズとなります。（メモリミラーリ 
ング機能の場合は実メモリの半分の容量。） 

-メモリミラーリング機能が有効となっていてもアプリケーションの動作には影響あ 
りません。 

- ディスプレイに W 下のエラーメッセージが表示された場合は、メモリミラーリング 
機能は自動的に無効となります。 

8201 Mirroring Memory was not ready , 

DIMM の実装状態を磕認して正しく実装してください。 

実際にメモリミラーリング機能が動作した場合、 W 下の動作-表示により磕認がで 
きます。 

a) ESMPRO/ServerAgent がインス I ルされている場合は W 下の□グが登録さ 
れます。 


< Windows > 

イベントビューアのシステム□グに t (下の□グが登録されます。 
ソースさ)： ESMCommonService 

イベントの： 2313 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号：XX 
日時： XX 
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く Linux > 

syslog ン var/log/messages) に下の内容を示す□グが登録されます。 
ソースさ)： ESMCommonService 

イベント ID: 80000909 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号： XX 
日時： XX 

b) ESMPRO/ServerAgent にて通報設定がされている場合は Manager 通報/ 
ALIVE 通報が行われます。通報内容はじ(下のとおりです。 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号： XX 
日時： XX 



ハードウエア編 247 


メモリスペアリング機能 

本装置では、「メモリスペアリング機能」をサポートしています。 

これらの機能を使用する場合には、環境が構築できる構成にて、目 IOS セットアップよリサポー 
卜する機能を選択します。 

• メモリスペアリング機能を有効にする方法 

メモリスペアリング機能とは、あらかじめ DIMM (複数 Rank の DIMM 搭載の場合は 
Rank) を予備として待機させることにより、運用している DIMM または Rank で訂正巧 
能な エラーが 発生した場合、待機させている DIMM または Rank じ運用を切りかえる機能 
です。この機能を使用する場合には、運用/待機する DIMM 構成を搭載します。 

メモリスペアリングは、メモリバックボード毎の DIMM の組み合わせで設定します。 

メモリスペアリング機能を有効じするためには、メモリバックボード上の DIMM は同じ 
性能-仕様-容量の DIMM を組み合わせる必要があります。 

• BIOS の設定 

SETUP を起動して rAdvancedJ — 「Memory Configuration」一「Memory RAS 
Feature」 の設をを下のように変更します。 

-メモリスペアリング機能を有効にする場合： [Spare] を選択します。 

• その他 

- 0S において表示されるメモリ容量は、物理的に搭載されているすべてのメモリ容 
量から待機しているメモリ容量を差し引いたサイズとなります。（メモリスペアリ 
ング機能の場合の、をメモリバックボード毎のメモリ容量についてはじ(下に概要例 
を示します。システムのメモリ容量は下記の組み合わせの合計となります。） 


メモリバックボード 

1GBDIMM 搭載 

2GB DIMM 搭載 

4GB DIMM 搭載 

8GB DIMM 搭載 

DIMM 搭載枚数 

(Single Rank) 

(Single Rank) 

(Dual Rank) 

(Dual Rank) 

2 枚実装 

— 

- 

4GB 

8GB 

4 枚実装 

2GB 

4GB 

12GB 

24GB 

6 枚実装 

4GB 

8GB 

20GB 

40GB 

8 枚実装 

6GB 

12GB 

28GB 

56GB 


-メモリスペアリング機能が有効となつていてもアプリケーシヨンの動作には影響あ 
りません。 

- ディスプレイに W 下のエラーメ 、ソ セージが表示された場合は、メモリスペアリング 
機能は自動的に無効となります。 

8200 OnLine Spare Memory was not ready - 

DIMM の実装状態を磕認して正しく実装してください。 

実際にメモリスペアリング機能が動作した場合、 t (下の動作-表示により磕認がで 
きます。 
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a) ESMPRO/ServerAgent がインストールされている場合は]: i 下の□グが登録さ 
れます。 


< Windows > 

イベントビューアのシステム□グじじ(下の□グが登録されます。 

ソース名： ESMCommonService 

イベント ID: 2313 

説明： メモリ障害じより DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号： XX 
日時： XX 

く Unux > 

syslog ン var/log/messages) に]: i 下の内容を示す□グが登録されます。 
ソース名： ESMCommonService 

イベント ID: 80000909 

説明： メモリ障害じより DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号： XX 
日時： XX 

b) ESMPRO/ServerAgent にて通報設定:がされている場合は Manager 通報/ 
ALIVE 通報が行われます。通報内容はじ(下のとおりです。 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号： XX 
日時： XX 
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メモリホットプラグ機能 

本装置は、システムの電源が ON のままでメモリを交換したり、新しく追力□したりすること 
ができます。メモリの交換または追力□はメモリバックボード単位で行ないます。 

* システムの電源が ON のままでメモリバックボードの交換ができるのは、ミラーリン 
グ構ぶ時のみとなります。 

参 Hot Add: 

システムの電源が ON の状態でメモリを追力□する。 

• Hot Replace: 

システムの電源が ON の状態でメモリを交換する。 

• Hot Remove: 

システムの電源が ON の状態でメモリを取り外す。本装置では Hot Replace 時のメモリ 
取り外しのみ巧能です。 


• メモリの Hot Add 機能は、メモリ Hot Add に対応した OS でのみご利 
用いただけます。 

• メモリの Hot Add を行なう場合は、あ5かじめ BIOS セットアップ 
ユーティリティで似下の設定にしておく必要びあります。 


「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 
Support 」 を 「 Enabled 」 に設定ずる。 


「 Hot-Add Memory 


Hot Add メモリ機能び有効の場合 、 「Interleave Mode 」 の設定によ5 
ず常にインタリーブモードは 「 None 」 となります 

メモリの Hot Replace はミラーリング構成時のみご利用いただけます。 
BIOS セツトアップユーティリテイで似下の設定にしておく必要びあり 
ます。 


「 Advanced 」 一 「Memory Corm 呂 uration 」 
Feature 」 を 「 Mirror 」 に設定する。 


「Memory RAS 


ステータス ランプの磕認 

メモリホ、ソトプラグによるメモリバックボードの取りがけ/交換をする場合は、メモリ 
バックボード上にあるランプを参照してください。 

— Attention LED 

メモリホ、ソトプラグ操作が開始されたこと、または異常状態を示します。 

Attention ボタンを押すことによって5秒間のアンバー点滅を行ないます。 

アンバー点滅期間中に再度 Attention ボタンを押すと、メモリホ、ソトプラグ操作は 
车ャンセルされ Attention LED は消なします。ホ、ソトプラグ処理が失敗したときに 
はアンバー点灯します。 

— Power LED 

メモリバックボードへの電源供給状態を示します。電源オンの場合は緑色に点な 
し、電源オフの場合は消なします。 

- Mirror Ready LED 

ミラーモードの状態を示す。ミラーモードが有効で、メモリが冗長構成である場合 
は緑色に点なします。ミラーモードが無効、またはメモリが冗長構成で無くなった 
場合は消灯します。 
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- DIMM Fault LED 

DIMM の故障が橫化された場合、故障 DIMM じ対応する Fault LED がアンパーに点 
なします。 



• Hot Add 

メモリ Hot Add は次の手順で行ないます。 

1. 電源が日 N のまま本体装置をラックから引さ出す （1 目日ページ参照)。 

2. トップカノく一を取り外す （237 ページ参照)。 

3. メモリバックボードを取り付けるス□ットを確認する。 

4. メモリバックボードをゆっくり本体装置内へ差し込む。 
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己.メモリバックボードの止め具を□ックする。 



6. 取り付けたメモリバックボードの Attention ボタンを押す。 

Attention LED が己秒間点滅した後に 、 Power LED が緑色の点滅を開始します。 


Attention ボタン 



7. Power LED が緑色の点滅から点好に変わり Hot Add が完了します。 


^ メモリスペアリング/ミラーリング構成や、 DIMM の実装状態に異常があると、 

反エック I Attention LED がアンバー点のします。 Attention ボタンを再度押し 、 Power 
LED と Attention LED の消のを確認してか6メモリバックボードを取り外し 
DIMM の実装状態を確認してください。 


P -0 Power l _ ED が点なしているときはメモリバックボードの取りがしは行なえ 
ません。メモリバックボードの取りがしは、必ず Power LED び消なしている 
ことを確認してか 5 巧なつてください。 


8. トップカノ（一を取り付け、本装置をラックへ戻す。 

9. 追加されたメモリが日 S から認識されていることを確認してくださし、。 


• Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行ないます。 

1 . 電源が日 N のまま本体装置をラックから引き出す （1 目0ページ参照)。 

2. トップカノく一を取り外す （237 ページ参照)。 
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3. 取り外したいメモリバックボードの Attention ボタンを押す 

Attention LED が日秒間点滅した後に 、 Power LED が緑色の点滅を開始します。 


A な ention ボタン 



4. Power LED が緑色の点滅から消灯に変わり取り外し可能な状態になります。 

5. メモリバックボードの止め具の□ックを外す。 



6. メモリバックボードをゆっくり本体装置から取り外す。 



7. 取り外したメモリバックボードに搭載されている DIMM を交換（241ページ参照) 
する。 


メモリ （ DIMM ) 交換は、取りタルたメモリと同一製品を使用し、交換前と同 
じ DIMM ス□ットに取り付けてください。 
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8. メモリバックボードを取り付けるス□ットを確認する。 

9. メモリバックボードをゆっくり本体装置内へ差し込む。 



1日.メモリバックボードの止め具を□ックする。 



11. 取り付けたメモリバックボードの Attention ボタンを押す。 

Attention LED が5秒間点滅した後に 、 Power LED が緑色の点滅を開始します。 

12. Power LED が緑色の点滅から点'打に変わり Hot Replace が完了します。 

メモリバックボードの Mirror LED が点'灯していることを確認してください。 


^ メモリミラーリング構成や、 DIMM の実装状態に異常があると 、 Attention LED 

民エック 1 がアンバー点灯します。 Attention ボタンを再度押し 、 Power LED と Attention 
LED が消の後、メモリバックボードを取り外し DIMM の実装状態を確認して 
ください。 


wO Power に D び点なしているときは、メモリバックボードの取りがしは行なえ 
ません。メモリバックボードの取りがしは、必ず Power l _ ED が消なしている 
ことを確認してか 5 行なつてください。 


^ Hot Replace はメモリミラーリング構成時のみ使用できます。 

区エック I BIOS セットアップの 「Memory RAS Feature 」 が、 「 Normal 」 またはに pare 」 
に設定されている場合は、電源が ON されている本体装置か6のメモリバック 
ボードの取りかしは巧なえません。 


13. トップカバーを取り付け、本装置をラックへ戻す。 










254 内蔵オプシヨンの取りかけ 


プ □ セッヴ (CPU) 

マザーボードには、プ□セ、ソサを4つ搭載することができるソケットがあります （2 個単位で 
増設、標準はホ搭載）。 



プ□セ、ソサを増設する場合は、必ず同一 N 型番の増設 CPU ボードを取り付けて 
民エック I ください。 



オプションのプロセッサの中には異なるレビジョン（ステッピング）のものが 
含まれている場合があります。異なるレビジョンのプロセッサを混をして取り 
付けた場合、 Windows ではイベントビューアのシステムログにじ(下のような口 
グが表示されますが、動作には問題ありません。 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃びしてか5 CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関する説明は226ページで詳しく説 
明していまず。 

• 本装置では、2個単位でプ□セツサを取り付ける必要びありまず。 

• 2個のプ□セツサで運用する場台は、プ□セツサ#1と#3に取り付けて 
いなければいけません。 

• プ□セツサの増設はプ□セツヴ#1，#3，#2，#4の順に行います。 

• プ□セツサび取り付け5れていないス□ツトには、夕’ミーカバーび取り 
付け5れていまず。これ5はプ□セツヴ取り付け用のソケツトのピンを 
保護したり、防塵のために必要な部材でず。プ□セツサを増設しない場 
台は、必ずダミーカバーを取り付けてください。 


1 . 227ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. メモリバックボードをすべて取り外す。 

3. メモリバックボード用仕切をすべて取り外す。 



4. 装置真ん中にある、ミツドブレースをネジ6本をゆるめて取り外す。 










256 内蔵オプシヨンの取りがけ 



W -0 [^呆護カバーの下には、プ□セツサとの接点の非常に細いピンび多数ありまず。 
ピンを曲げたり、巧ったりしないよう注意して取りがしてください。 



W -0 |[ CPU を持つときは、必ず端を持ってくださし CPU の底面（端子部）には触 
■to れないで< ださい。 





• CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し} A んでください。 

• CPU を傾けたり、滑6せたりせず(こソケット(こまっすぐ下ろしてくださ 
い。 
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9. ヒートシンクをプ□セツサの上に 
置さ、2本のネジで左ち均等にな 
るように固定する。 



f 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、もう一度 
BM 取り付け直してくださし、。 



ヒートシンクの向きは、前後の区別はありません。 


10.ミツド ブレースを 取り付ける。 



11. メモリバックボード用仕切およびメモリバックボードをすべて取り付ける。 

12. トップカバーを取り付ける。 

13. BIOS セットアップユーティリティを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは312ページをご覧ください。 
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取り外し 

プ□セ、ソサを取り外すときは、「取りがけ」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、 
手順4〜10の逆の手順を行ってください。 


• CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底面にあるクールシートびプ□セツ 
ヴに粘着している場合びあります。ヒートシンクを取り外す際は、ちち 
に軽く回して、ヒートシンクがプ□セツヴか5離れたことを確認してか 
5行ってください。プ□セツサに粘着したままヒートシンクを取りがず 
とプ□セツサやソケットを破損するおそれがありまず。 


プ□セ、ソサの取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

BIOS セットアップを起動して下記の設ををした後、再起動してください。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。 

「Advanced」一[Reset Configuration DataJ — 「Yes」 口 12 ページ参照) 
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5-25 型デバイスベイ 

本装置には、磁気テープドライブなどのバックアップデバイスを取りがけるス□、ソトが1つ 
用意されています。 



5.25 型デバイスベイへの USB / SAS デバイスの搭載は BTO 組込専用となります。 


搭載デバイスについて 

5.25 型デバイスベイじは、 八ーフ八イ トの USB/SAS デバイスを搭載することができます。 


取り付け 


次に示す手順で 5.25 型デノ \イスを取りがけます。 


1 . 227ページを参照して準備をする。 

2. 日.2日型デバイスベイの両側の夕 
ブを内側に押しながら前ちに引き 
出す。 




4. 取り外したスライドレールを 
日.2日型デバイスの両側に取り付 
ける。 




増設するデノ くイスにネジが添付されている場合には、添付のネジを使用してく 
ださい。 


己. 


装置内にある電源ケーブルおよび US 巨/ SAS ケーブルを取り付ける。 
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6. 曰.2日型デバイスを□ックがかか 
るまで装置に入れる。 




増設するデバイスによっては、デバイスベイから数 mm 程度、出っ張ることが 
あります。 


取り外し 

「取りがけ」と逆の手順で取り外します。 
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光ディスクドライブ 

本装置前面に光ディスクドライブがあります。 

本装置に1台装備されている光ディスクドライブには W 下のタイプがあります。 
モデルや購入時のオーダによって W 下のドライブが搭載されます。 

• DVD-ROM ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^:、ずお守りください。乂傷やけび 

AG 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 

明をご覧ください。 


光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


取り付け 

次に示す手順で光ディスクドライブを取りがけます。 

1 . 227ページを参照して準備をする。 

2. ネジ1本を外し、本装置のトップカバーを取り外す。 



3. 


メモリバックボードをすべて外す。 
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4. メモリバックボード用仕切をすべて外す。 




7. ダミートレーの後側にあるブラ 
ケツトを外す。 
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1日.メモリラグを取り付ける。 



11. メモリバックボード用仕切およびメモリバックボードをすべて取り付ける。 

12. トップカバーを取り付ける。 


使用上の注意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視し 
て装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれが 
ありますので必ず守つてください。 
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ディスクのセツト/取り出し 


ディスクは次の手順でセツトします。 

1 . ディスクを光ディスクドライブにセツトする前に本体の電源が日 N ( P 日 WER ラン 
プが点'灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 


4. ディスクの夕字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


日.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちながら、もラー方の手でトレー 
の中/こ、にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 
トレーにセツトする。 




ディスクの取り化しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトボタンを 
押してトレーを引き化します。 
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アクセスランプが点灯しているときは DVD / CD にアクセスしていることを示します。トレー 
イジェクトボタンを押す前にアクセスランプが点なしていないことを磕認してください。 


ち図のようじ、片方の手でトレーを持ち、 
もう一方の手でトレーの中ムにある駆動部 
分を押さえながらディスクの端を軽くつま 
み上げるようにしてトレーから取り化しま 
す。 


ディスクを取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 



取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押しても DVD / CD - ROM が取り化せない場合は、次の手順に従っ 
てディスクを取り化します。 

1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF (P 日 WER ランプ消灯）にする。 

2. 直径約 1.2mm、 長さ約1日日 mm の金属製のピン（太めのゼムクリップを引さ伸ば 
して代用できる）を光ディスクドライブ前面中央にある強制イジェクトホールに差 
し込んでトレーが出てくるまでゆっくりと押す。 




3. トレーを持って引さ出す。 

4. ディスクを取り出す。 

日.トレーを押して元に戻す。 


注意事項 

DVD - RAM を代表とする光ディスクは簡易バックアップメディアであり、重要なデータの 
バックアップにはより信頼性の高いテープ装置等をお勧めします。 

なお、本書に記載されている推奨ディスクじ(外を使用した場合、または推奨する設置環境じ( 
外で使用した場合、動作不正を起こす可能性があります。 



強制 イジ ェク ト ホール 


• つま楊なやプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 
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記録データの補償について 

本製品を使用して光ディスクに記録されたデータの補償、および光ディスクの損失につきま 
しては、弊社はいかなる責任も負いかねますので、ご了承ください。 


ディスクの取り扱いについて 

本製品にセットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• CD/DVD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD/DVD」 などのディスク再生の保証は 
いたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーの上にていねいに置いてください。 

• 车ズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクじ書き a んだりしないで 
ください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、をディスク専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、ク 
リーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 

• を製品のユーザーズガイド(本体装置含む)に記載されている推奨ディスク（ノンプリン 
タブルディスク）を使用してください。 

• ディスクは非常にデリケートなものであり、取扱いには十分にを意してください。ユー 
ザーズガイドを参考にして、定期的にクリーニングしてください。 


ディスクへの書き込みについて 

• データ書き a み後、データコンペアを実施ください。 

• データを書き a む際はオペレータがその都度操作するようにしてください。（無人での 
データ書き a みはしないでください） 
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光ディスクドライブの取り扱いについて 

• トレーを引き化したまま放置しないでください。 

• ディスクを装着したまま放置しないでください。 

• を期的にトレーをクリーニングしてください。ただし、スリムタイプについては、ク 
リーニングの際にレンズに触れないようを意してください。 

• 1か月に1回、 EXPRESS 巨 ULDER 等のディスクの読み込みが正常に行えるかどうかを確 
認してください。 


本体装置の設置環境について 

次に示すような場所には置かないでください。 

• ほこりのをい場所 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所 

• 直射日光が当たる場所 

• 不安定な場所 


書込み エラーについて 

本製品を使用してディスクじデータを書き込む場合に光ディスクドライブの特性上、使用す 
る環境やディスクの特性などにより書き込みエラーが発生する場合があります。 
クリーニング後も書き込みエラーが発生するディスクは、交換してください。 


ディスクに書き込みをずる前に 

• 本製品を使用して、著作者の許巧なしに、音楽 CD およびアプリケーションを複製する 
ことは個人的に利用するなどの場合を除き、法律じより禁じられています。 

• DVD-R、DVD+R、CD-R は書き A みエラーを起こすとディスクの一部または全体が扱え 
なくなることがあります。書き a みエラーによるディスクの損失を防ぐため、じ(下につ 
いてを意してください。 

- アプリケーションソフトなどメモリを大量に消費するおそれのあるプ□グラムを終 
了する。 


- スクリーンセーバを停止する。 

- ウイルスチェッカーやシステムエージェンシなどデイスクチェックを行うプ□グラ 
ムを終了する。 

- スケジューラや時計など書き a み中に起動するおそれのあるものは、起動しないよ 
うにする。 

- パワーマネージメント設定における省電力設をを解除する。 

- 書き込み中にアプリケーシヨンを起動しない。 
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書さ込み時間または読み込み時間の変動について 

本製品は、セットしたディスクの状態をお化し、最適な書き込み速度または読み么み速度に 
調整する機能を有しているためディスクの状態により書き込みまたは読み込みが完了するま 
での時闇が異なる場合があります。 
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PCI ボード 

本装置には 、 PCI Express ボードを取りがけることのできるス□、ソトを10ス□、ソト用意して 
います。 

PCI Express ボードの中には、本装置の電源が ON のままで取りがけ/取り外しができる 
「ホットプラグ」をサポートしているものがあります。本装置はホットプラグ機能をサポート 
していますが 、 Windows Server OS を使用している場合のみ行えます。ホットプラグに対応 
しているボードは搭載可能ス□ットの一覧表 （271 ページ）の備考欄で磕認してください。 


wrO PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分など 
■to に触れて身体の静電気を逃びしてか5 PCI ボードを取り扱ってください。ま 
た、 PCI ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上 
に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は226ページで詳しく説明 
しています。 


ホ、ソトプラグに対応したス□、ソトと対応していないス□ツト 

区エック I 

ホ、ソトプラグに対応する PCU □、ソト#1〜#2、 #6〜#71こは 、仕切板がありそ 
の上面に 「 H 饥 Swap PCI SI 饥 s 」 という表示があります。 

ホ、ソトプラグに対応していなし中 CI ス□、ソト#3〜#日、#8〜#10には、表示が 
ありません。 

PCI Express ボードには、 x 1， x 4， x 8， x 16 のボードがあります。本装置のス□、ソ 
卜(こは、 x 1、 x 4、 x 8、 x 16 ( X 16 はス□ット日のみ）のそれぞれのボードを取 
りがけることができます。 


RAID コント□ーラに関する注意事項 

オプションの RAID コント□ー ラを使用して、本装置の八ードディスクドライブで RAID シス 

テムを構築する上でを意していただきたい点について説明します。 

• RAID システム構成に変更する場合や、 RAID レベルを変更する場合は、八ードディスク 
ドライブを初期化します。 RAID システムとして使用する八ードディスクドライブに大 
切なデータがある場合は、別の八ードディスクドライブにバックアップを行ってから 
RAID コント□ーラの取り付けや RAID システムの構築を行ってください。 

• RAID システムは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムとして使用する八ードディスクドライブはディスクアレイごとにディスク 
回転速度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• オプションの RAID コント□ーラを取りがけられるス□、ソトについては271ページを参照 
してください。 

• オプションの RAID コント□ーラは内蔵 HDD 接続用を含めて、本装置内部に最大4枚まで 
取りがけることができます。 

• 本装置はさまざまな RAID レベルを設定することができます。設定できる RAID レベルや 
データ転送速度、 RAID システム構成についての詳細な説明は、このあとで説明する 
「 RAID システムのコンフィグレーション」を参照してください。また、オプションの 
RAID コント□ーラについては添がの説明書を参照してください。 

• RAID システムを構成すると、八ードディスクドライブの信頼性が向上するかわりに 
RAID システムを構成する八ードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる 
容量がルさくなります （RAID 0を除く）。 
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• 巨 I 0 S ユーティリティ 「 SETUP 」 の 「 Advanced 」 乂ニューの 「PCI Configuration 」 で 
取り付けた ス □、ソ ト 番号の パラメー タの 「Option ROM Scan 」 を 「 Disabled 」 にしてく 
ださい（本設定は化荷時に 「 Enabled 」 に設定されています )。 Onboard SAS の Option 
ROM scan は 「 Disabled 」 にしないでください。 

• RAID システムを構築する際、ディスクアレイ、および、論理ドライブを構成する八一 
ドディスクドライブの総物理容量は 2 TB (テラバイト)を超えることはできません。 

• 1 TB じ(上の論理ドライブじ Linux をインスI-ールすることはできません。 

• 複数の RAID コント□ーラを搭載する場合、ブートさせたいシステムディスクが接続さ 
れる RAID コント□ーラは PCI バス番号の一番若いス□、ソトに搭載してください。 
システム巨 I 0 S は下記の順番で PCI バス番号を割り当てます。 

[BIOS setup の PCI Bus Static Allocation が有効設定!時（工場出!荷時の設定）] 

オンボード LAN #1/#2 ーオンボード LAN #3/#4 一 SAS RAID ( RAID き用 Slot )一 PCI #10一 
PCI # 1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5 一 PCI #6 一 PCI #7 一 PCI #8 一 PCI #9 


[BIOS setup の PCI Bus Static Allocation が無効設定時] 

オンボード LAN #1/#2 ーオンボード LAN #3/#4 一 SAS RAID ( RAID き用 Slot ) 一 PCI #1 一 
PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 PCI # 10 一 PCI #9 一 PCI #8 一 PCI #5 一 PCI #6 一 PCI #7 
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搭載ス□ットー覧 


型名 

製品名 

PCI EXPRESS 2.0 

PCI 

EX 吊 ESS 

1.1 

備考 



RAID 

専用 

#1 

#2 

#3 

#4 

#已 

#6 

#7 

#8 

#9 

#10 


PCI ス□ット性能 

x8 

x4 

XI 目 

x8 

x4 

x4 

PCI ス□ットサイズ 

FullHeight 

FullHeight 

PCI ソケットサイズ 

x8 

xl6 

x8 

搭載可能なボードサイズ 

RAID 

専用 

234mm 

下 

(シヨ-卜） 

1 67.6mm 

( シヨ-卜) 

234mm lU 下 

( シヨート） 

1 67.6mm 

(シヨ-卜) 

ホットプラグ対応 


〇 

〇 




〇 

〇 




N 8103 -104A 

SAS コント□—ラ 

PCI EXPRESSES) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大5枚まで 
内蔵/外付けテープ/外付 
けディスクアレイユニット 
接続用 

内蔵 HDD 接続不可 
ス□、ソト3/4は、内蔵テー 
プ接統不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□-ラ 
(1ch)(Ultra320) 

PCI EXPRESS(xl) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大3枚まで 

かがけテープデバイス接続 

用 

N 8103 -115 

RAID コント□ーラ 
(5 に MB, RAID 0/ 1/5/6) 

PCI EXPRESS(x8) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

内蔵 RAID 力ードと外がけ 
RAID カードを合計4枚搭載 
可能。 

ただし、 RAID バッテリは、 
最大2個まで搭載可能。 

専用バッテリホルダに搭載 

N 8103 -134 

RAID コント□—ラ 
巧に MB, RAID 0/1/5/6) 

PCI EXPRESS 2.0(x8) 

〇 











N 8103-に9 

RAID コント□-ラに 56IVIB， 
RAID 0/1) 

PCI EXPRESS 2.0(x8) 

〇 











N 8103 -130 

RAID コント□ーラ 
に 56 MB, RAID 0/ 1/5/6) 

PCI EXPRESS 2.0(x8) 

〇 











N 8104-に6 

1000 BASE-T 接続ボード 

PCI EXPRESS(xl) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104-に6との Teaming 
により AFT/SFT/AL 目およ 
び Bonding をサポート 
10BASE-T は未サポート 

N 8104-に1 

1000 BASE-T 接続ボード 
に ch) 

PCI EXPRESS(x4) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

Hot-plug 対応 

N 8104 -121 およびオンボー 
ド LAN との Teaming によ 
り AFT/SFT/ALB をサポー 
h 

10己 ASE-T は未サポート 

N8 104-1 25 A 

1000 BASE-T 接続ボード 
(4ch) 

PCI EXPRESS(x4) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

最大5枚まで 

N 8104-に 5A およびオン 
ボード LAN との Teaming 
により AFT/SFT/ALB をサ 
ポート 

10BASE-T は未サポート。 
ブーツ付き LAN ケーブル使 
用不可 

他カードの構成制限あり*^ 

N8104-123A 

10GBASE-SR 接続ボード 

PCI EXPRESS(x4) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大2枚まで 

N 8104-に8との混在は不可 
Windows Server 2008 R2 
のみ 

N 8104-に8 

10GBASE 接続基本ボード 
(SFP+/2ch) 

PCI EXPRESS 2.0(x8) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大2枚まで 

Windows Server 2008およ 
び Windows Server 2008 

R2 のみ 

N 8104-に9を1個 U 上手配 
必須 

Teaming 非サホート 

N 8104-に 3A との混在は不 
巧 
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型名 

製品名 

PCI EXPRESS 2.0 

PCI 

EXPRESS 

1.1 

備考 



RAID 

専用 

#1 

#2 

#3 

#4 

#已 

#6 

#7 

#8 

#9 

#10 


PCI ス□ット性能 

x8 

x4 

XI 目 

x8 

x4 

x4 

PCI ス□ットサイズ 

FullHeight 

FullHeight 

PCI ソケットサイズ 

x8 

xl6 

x8 

搭載可能なボードサイズ 

RAID 

専用 

234mm 

松下 

(シヨ-卜） 

1 67.6mm 

(シヨ-卜） 

234mm む下 

(シヨート） 

1 67.6mm 

(シヨ-卜) 

ホットプラグ対応 


〇 

〇 




〇 

〇 




N 8190 -に 7 

Fibre Channel コント□—ラ 
(4Gbps/Optical) 

PCI EXPRESS(x4) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8190 -131 

円 bre Channel コント□—ラ 
に chX4Gbps/Optical) 

PCI EXPRESS(x4) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8190 -153 

円 bre Channel コント□—ラ 
(8Gbps/Optical) 

PCI EXPRESS 2.0(x8) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8190 -154 

Fibre Channel コント□—ラ 
に chXSGbps/Optical) 

PCI EXPRESS 2.0(x8) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8604 -36 

PCI 拡張ユニット 

PCI EXPRESS(xl) 










〇 

- 

最大 1 枚まで 

Windows Server 2003 
R2(x86) 、 2008 (x86 ) のみ 
他カードの構成制限あり *^ 

N81 17-01A 

増設 RS232-C コネクタ 

- 

〇 










最大 1 枚まで 


システム BIOS は下記の順番で PCI バス番号を割り当てます。 


[BIOS setup の PCI Bus Static Allocation が有タカ設定時（工場化荷時の設定）] 

オンボード LAN#1/#2 ーオンボード LAN#3/#4 一 SAS RAID(RAID 専用 Slo り一 PCI#10^PCI#1^PCI#2^PCI#3^ 
PCI#4 一 PCI#5 一 PCI#6 一 PCI#7 一 PCI#8 一 PCI#9 

[BIOS setup の PCI Bus Static Allocation が無効設定時] 

オンボード LAN#1/#2 ーオンボード LAN#3/#4 一 SAS RAID(RAID 専用 Slo り一 PCI#1 一 PCI#2 一 PCI#3 一 PCI#4 一 
PCI# 10 一 PCI#9 一 PCI#8 一 PCI#5 一 PCI#6 一 PCI#? 


* 1N8 104-1 25 A および N 8604 -36 実装時の構成制限 


N 81 04-1 2曰 A および N 8目04 -3 目合計実装枚数 

他の PCI カードの実装可能枚数 

5枚搭載 

RAID 専用ス□、ソトのみ 

4枚搭載 

RAID 専用ス□、ソト+2枚まで 

3枚搭載 

RAID 専用ス□、ソト+4枚まで 

2枚搭載 

RAID 専用ス□、ソト+6枚まで 

1枚搭載 

RAID 専用ス□、ソト+8枚まで 
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標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同±)では AFT/AL 巨の Teaming を組むことが巧能です。しかし 
ながら、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/AL 目の Teaming を組むこ 
とは不可能です。 

標準ネットワーク同±で Teaming を構築している場合、 Windows 起動時に JU 下のシステムイ 
ベント□グが表示されますが、問題なく使用できます。 

く 警告メ 、ソ セージ> 

ソース ： iANSMiniport 
イベント ID :11/13/16/22 

イベント□グ上、標準ネットワークの 2 番目のポートが "Intel(R) PRO/1000MT Dual Port 
Network Connectio ..."と表示されますが故障ではありません。 


ホットプラグに巧応していない PCI ボード 

ホ、ソトプラグに対応していないボードの取り付け-取り外し手順を示します。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトじボードを取り付けます。 


• すべての PCI ボードス□ットに X 8 の PCI Express ボードを取り付ける 
ことができますび、#3〜#4および#8〜#10は X 4 での動作となり 
ます。 

• PCI ポードス□ット拌已には XI 巨の PCI Express ボードを取り付けるこ 
とびでさます。 

• 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはショートタイプのみで 
す。□ングタイプは取り付けることびできません。 


^ • PCI ボードを取りがけるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス 

民ェック 1 □、ソトのコネクタ形状が合っていることを確認してください。 

• PCI ス□ツトの間には一部「インシュレータ」が取りがけ6れています。 
インシュレータは PCI ボードの取り付け/取りかしの際(こボードや搭載済 
みのボードを保護するためのものです。取りがけ/取りかしの後にイン 
シュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく固定されて 
いることを確認してください。 


1. 227ページを参照して準備をする。 

W -0 ホットプラグに対応していないボードはシステムの電源を OFF にして取り付 
■to けてください。電源び ON のまま取り付けると、本装置および取り付けたボー 
ドび破損するおそれびあります。 

2. 本装置をラックから引き出す （1 目0ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （237 ページ参照)。 

4. ボードを取り付けるス□ットを確認する。 
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己.取り付けるス□ットと同じ位置に 
ある増設ス□ットカバーの先端に 
ある留め具の□ックを解除する。 


6. 増設ス□ットカバーを取り外す。 





取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


7. ガイドレールの溝にボードを合わ 
せてゆっくり本装置内へ差し込 
む。 






















ハードウエア編 275 


8. 留め具を□ックする。 



^ タブが確実に□ックされていないと PCI ボードがぐ6つき、 PCI ボードおよびマ 
I チェック I ザーボードの故障の原因となります。確実(こ□ックされていることを確認して 
ください。 

9. 取り外した部品を取り付ける。 

1日.本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については476ページを参照してください。 

1 1. BIOS セットアップユーティリティを起動して、 「 Advanced 」 メニューの 
「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは312ページをご覧くださ 
い。 

取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行って<ださい。 
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ホットプラグに対応している PCI ボードの取り付け-取り外し 

本装置の PCI ス□、ソ トが〜松、 および#6〜#7では、システムの電源が ON のままでホットプ 
ラグに対応した PCI ボード*をを換したり、新しく追力□したりすることができます。 

* ホ、ソトプラグに対応しているボードは N 8104 -121 1000 BASE - T 接続ボードのみです。 

PCI ホットプラグには、次の機能があります。 

• Hot Add : 

システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取りがけをする。 

• Hot Remove : 

システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取り外しをする。 

• Hot Replace : 

システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの巧換をする。 


• PCI ボードを取り外 r 際は、必ず OS (Windows Server OS ) けら 
PCI ボードを搭載しているス□ットのドライバを停止させなければいけ 
ません。この操作をしないとシステムが動作しなくなることびありま 
す。 

• Windows Server OS の場合、 PCI ホットプラグを行った後に休止が態 
の機能は使用しないでください。休止状態か5再開させる場台に元のが 
態へ戻5なくなりまず。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、あ5かじめ BIOS セットアップユー 
ティリティで W 下の設定にしておく必要びあります。 

「 Advanced 」 一 「PCI Confi 呂 uration 」 一 「 Hot-plug PCI Control 」 
— 「PCI Hot-Plug Support 」 を 「 Enabled 」 に設定する。 

Hot Add を行う場合は、各空きス□ットに対して事前にリソースを確保 
しておく必要びあります 。 Hot Add を行う予定の PCI ボードび要求ずる 
リソースを各 I / O 、 Memory 、 Pre-fetchable Memory の項目にて設定 
します。各項目を 「 Minimum 」 に設定することで本装置でホットプラ 
グに対応したボードを Hot Add することび巧能です。 

• PCI ホットプラグを巧う場台は、^；、ず八づの1州5か日1：0「の権限を持つユー 
ザーで□グインしてください。 



じ(降で説明する OS の画面は、イメージであり OS 種別によりデザインが異なる 
場合があります。 
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• ステータスランプの確認 

ホ、ソトプラグによるボードの取りがけ/取り外しをする場合は、本装置背面にあるラン 
プを参照してください（ランプは本装置内部からも磕認することができます）。 

— PCI ス□、ソト Power ランプ 

そのス□、ソトおよびス□、ソトに取りがけられている PCI ボードに電力が供給されて 
いることを示すランプです。本装置の電源が ON の状態で、ボードが実装されてい 
る間、緑色に点なします。 

- PCI ス□、ソト Fault ランプ 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□、ソトに異常が起きるとアンバー色に点な 
します。 
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• Hot Add 

Hot Add は次の手順で行います。 

1 . 電源が日 N の状態のまま本装置をラックから引き出す （1 目日ページ参照)。 

2. トップカノく一を取り外す （237 ページ参照)。 

3. ボードを取り付けるス□ットを確認する。 


ボードを取り付けるス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが点のしていないこ 
巨!^ とを確認してください。 


4. 取り付けるス□ットと同じ位置に 
ある増設ス□ットカバーの先端に 
ある留め具の □ ックを解除する。 



日.増設ス□ットカバーを取り外す。 




取りがしたス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 
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8 . 

9. 


PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケーブルを接続する。 


取り付けた PCI ボードのス□ット 
にある PCI ホットプラグスイッチ 
を押す。 

PCI ス□、ソト Power ランプがしば 
らく点滅した後、点灯に変わりま 
す。 



^ PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□ットに異常があると PCI ス□ット 
II エック I Fault ランプがアンバー色に点のします。 



Windows Server OS の場合、 OS によって自動的にボードが認識されドライバ 
がインストールされます。 


10. トップカバーを取り付け、本装置をラックへ戻す。 

11. 下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認す 
る。 

①[コント□ールパネル]一[管理ツール]一[コンピュータの管理]一[デバ 
イスマネージャ]の順でデノ\イスマネージャを起動する。 
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③追力□したボードにカーソルを移動する。 


③プ□パティの「全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作している 
ことを磕認する。 


* PCI ス□、ソト位置によって 
表示が異なります。 


全おI骼お旋Iドライ"Iリリ-スI 
用过 I Intel (防 PRO/100 S Server Adapter 


巧 S イスの巧親 
製适元： 

巧所 

I デバイスのが態-- 


ネットトウアタプタ 
Intel 

巧巧7 (PCI バス10.デバイス8.蝶能 0) 


このテV S イスは正胤渐巧しています。 




[がルシバインヴ]を如》ルてトラカレ 


二] 





|[トラブルシュづィンウ巧 1 

テパイスのほ用掀足屯)： 

1 このデバイスをほう南姗 

zl 


OK I キャンセル 


hteKR) PRO/100 S Server Adapter のプ□バテイ 


ータの管!里 


i 


黯 一 1 の JpN 

JidliiSL 

W 这包。受8? る13苗 i 

11^因因因田田因因田困图曰 田田田田田 


む：；^励 S 垣-: Mi ® お□が ag 卜 

山あ因因因因® S 田を 
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• Hot Remove 

Hot Remove は次の手順で行います。 

1 . 次の手順で取り外したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバ 
を停止する。 

W "0 |" PCI ボードを取り外す際は、必ず PCI ポードを搭載しているス□ットのドライ 
バを停止させなければいけません。この操作をしないとシステムび動作しなく 
なることびあります。 

①画面ち下の「八ードウエアの安全な取り外し」アイコンをダブルクリックす 
る。 

W 下のウィンドウが表示されます。 



②取り外すデバイスを選択し、[停止]をクリックする。 



























282 内蔵オプシヨンの取りかけ 


③八ードウエアデバイスの停止で取り外すデバイスが使用しているドライバで 
あることを磕認して [0 K ] をクリックする。 

じ(下のウィンドウが表示されます。 



④「閉じる」をクリックする。 


立社 

み 殿陣踊墨屢徽レ腳賴圏歷^^ 

，卜の I ?デか f スホ 


ブ□お狐」 [ I 甲!じ:. 


广 f バイ又工■巾一む卜巧币3る(か 


質 


⑥電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き化す （160 ページ参照)。 

⑥トップカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□、ソトを磕認する。 

^ 取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消のしていることを確認 
I チェッ匀 してください。 


PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止する場を 

① 電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き化す （160 ページ参照)。 

② トップカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□、ソトを磕認する。 

③ 取り外す PCI ボードのス□、ソトじある PCI ホ、ソトプラグスイ、ソチを押す。 

^ 取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプがしば6く点滅します。消火了 
[チェック] するまで待つ必要があります。 


2. ボードに接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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3. 留め具の□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 



4. 増設ス□ットカバーを取り外したス□ットに取り付け、タブを静かに閉じる。 

W "0 PCI ボードを取りがしたス□ットには、本装置の電磁放射特性および冷却性の 
■to 維持のために必ずブランクプレートを取り付けてください。 



日.トップカノく一を取り付け、本装置をラックへ戻す。 
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• Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行います。 


1. 次の手順で取り外したいホットプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバ 
を停止する。 


，■〇 PCI ボードを取り外す際は、必ず PCI ボードを搭載しているス□ットのドライ 
バを停止させなければいけません。この操作をしないとシステムび動作しなく 
なることびありまず。 


①画面ち下の「ハードウェアの安全な取り外し」アイコンをダブルクリックす 
る。 

W 下のウィンドウが表示されます。 



②取り外すデバイスを選択し、[停止]をクリックする。 




jiM 


み溫站揣瑞晋醒、輸画醒も5 
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③八ードウエアデバイスの停止で取り外すデバイスが使用しているドライバで 
あることを磕認して [0 K ] をクリックする。 


ffii すを刊 W ス S 田巧 L ■な mk [ckj を观姆4妃 側し壬ん 
A W ;ィスち—申止しホず。 j 申止す&の i けち S をに田0かにけ P で# Sf 。 





- 

④ 「閉じる」をクリックする。 


包直 

み恐逝，端聖屢微しで槪啦サ画匿化 

れ-灼が デか f スホ 


?□■巧ィ@」[ 


广5=パイ又工 ■« —む!るか 


0 


⑥電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き化す （160 ページ参照)。 

⑥トップカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□、ソトを磕認する。 

^ 取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消灯していることを確認 

反!^ してください。 


PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止する場合 

①電源が ON の状態のままトップカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス 
□、ソトを磕認する。 

③取り外す PCI ボードのス□、ソトにある PCI ホ、ソトプラグスイ、ソチを押す。 

^ 取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプがしば6く点滅します。消な 
区エック I するまで待つ必要があります。 


2. ボードに接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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3. 留め具の□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 



4. PCI ボードをゆっくり本 装置 内へ差し込む。 




6. PCI ボードを手でしっかりと支えながらボードにケーブルを接続する。 

7. 取り付けた PCI ボードのス□ットにある PCI ホットプラグスイッチを押す。 

PCI ス□、ソ ト Power ランプがしばらく点滅した後、点灯に変わります。 
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Windows Server 2003の場合、 OS によって自動的にボードが認識されドライバ 
がインストールされます。 


4/^ PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□、ソトに異常があると PCI ス□、ソト 
区エック I Fault ランプがアンバー色に点のします。 


8. トップカノく一を取り付け、本装置をラックへ戻す。 








288 内蔵オプシヨンの取りかけ 


N81 17-01A を取り付ける場を 

N 81 17-01 A の構成品は下記です。 


項番 

品名 

指定 

数量 

備考 

① 

RS -232 C コネクタキット 
取扱説明書 

856-125671-002 

1 


② 

RS -232 C ケーブル （ A ) 

804-063264-020 

1 


③ 

RS -232 C ケーブル旧） 

804-062746-820 

1 


④ 

PCI BRACKETS ) 

243-112122-001 

1 

ケーブル(こ取が済 

⑥ 

PCI 目 RACKET ® 

243-112122-002 

1 

Full Height PCI 用 




本製品では③と⑤の組み合わせを使用します。 

じ(下の手順に従って取りがけて < ださい。 

1 . 227ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. トップカバーを取り外す。 

3. (5) の PCI 巨 RACKET (2) と (3) の RS -232 C ケ_ブ;レ ( B ) を組み立てる。 

4. ス□ット1にある増設ス□ットカバーの先端にある留め具の□ックを解除する。 
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己.増設ス□ットカバーを取り外す。 



取りタルたス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 


6. PCI BRACKETS ) を本装置内へ差し込む。 



7. 留め具を閉じてブラケットを□ックする。 
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8. 他の部品に干渉しないようケーブルをフォーミングして I/O ライヴボード上のシリ 
アルポート B コネクタに接続する。 

シリアルポート B コネクタの位置は下図を参照してください。 

シリアルポート B コネクタ 



9. 取り外したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる。 

1日. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「AdvancecU の 「Peripheral 
Configuration」 メニューのに0「131 Po け B」 を Enabled」 に設定（もしくは 
設定されていることを確認）する （31 8ページ参照)。 

「 Enabled 」 に設定すると 「Base I/O Address 」 、 「 Interrupt 」 のメニューが追力□さ 
れます。 

Default 設定では 

Base I/O Address : 2F8 
Interrupt : IRQ 3 

となります。 
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内蔵ディスク接続用 RAID コント□-ラ（オプション) 


取り付け 

1 . 273ぺージの PCI 力ードの取り付け手順1〜8を参照して、 SAS ライザース□ット 
に RAID カードを取り付けてください。 

2. 装置に添付のディスクアクティビティケーブルの 「 MB 」 もしくは 「BASE 
BOARD 」 と記入されたタブが付いている側のコネクタをマヴーボードの「デイス 
クアクティビティケーブル接続コネクタに接続します。 



ケーブルには、 N 81 03-1 29/130用と N 81 03-1 34用があります。ケーブルが2本 
接続されている方が、 N 81 03-1 29/130用です。ケーブルが1本のみ接続されて 
いる方が、 N 8103-134 用です。 


N 8103-に9/130用ケーブル 
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3. ケーブルの反対側を RAID カードに接続します。 

N 8103-に9/130 


0 


J コロロロロロ 


/^'^ロロロロロ[(ぃ ) 

—— ' •^iiiiiiJMiiiiHiiiiiiiiiiiiiiiii 


□ □ 
□ 



上図のようじ、ケーブルのコネクタを、6つ並んでいるピンの3番目と4番目のピンに接 
続します。 


N 8103-134 


I _ 



上図のような向きで、ケーブルのコネクタを接続します。 






liil 


i. 


■■Illll 
■■lllll 

5 5 © 


4. 取り外したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てます。 
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RAID コント□ーラ用増設バッテリ 

RAID コント□ーラを実装する場合、電源瞬断などの不慮の事故によるデータ損失の危険 
(Write 目 ack 運用時）を回避するためじも、オプションの増設パ、ソテリをご使用ください。 
増設バッテリは使用する RAID コント□ーラによって型番が異なります。 

N 8 103- 129/130を使用する場合 
- N 8103 -124 増設バッテリ 
N 8 103- 134を使用する場合 

- N 8103 -136 増設バッテリ 

N 8 103- 115を使用する場合 

- N 8103 -126 増設バッテリ 



ここでは、増設バッテリのバッテリ固をプレートへの取り付けおよび、バッテ 
リ固をプレートの装置への取り付けについて、内蔵ディスク接続用 RAID カー 
ドを例にとって説明しています。 

イ也のバッテリについても同様の手順にて搭載してください。 

増設バッテリと増設 RAID コントローラへの接続方法の詳細については、それ 
ぞれのオプシヨン添付の手順書を参照してください。 

N 8103-126 増設バッテリの取り付け手順は N 8103-124 増設バッテリの手順を 
参考に、 95 cm のケーブルを使用してください。 


W"0 増設バッテリを使用するときにま意していただきたいことを次に示します。こ 
Bto れ5のま意を無視して使用した場台、資屋（データやその他の装置）び破壊さ 
れるおそれびありますので必ずお守りください。 

• それぞれの RAID コント□ーラに対応した専用の増設バッテリをご使用 
<ださい。 

• 増設バッテリは大変デリケートな電子装置です。取り付けの前に、本体 
装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてくださ 
い。 

• 増設バッテリを落としたり、ぶつけたりしないでください。 

• 増設バッテリのリサイクルと廃棄に関しては、増設バッテリに添付の 
ユーザーズガイドを参照してください。 






294 内蔵オプシヨンの取りかけ 


バッテリ増設時に必要な部品 


N 8103-に4増設バッテリ 
( N 8103-に9/130使用賦 


N 8103 -136 増設バッテリ 
( N 8103 -134 使用時） 



コネクタボード 
N 8103 -124 用 


コネクションボード 

N 8103 -136 用 




バッテリ接続ケーブル 
N 8103 -124 用 



バッテリ接続ケーブル 
N 8103 -136 用 



バッテリ固定プレート 


〇〇 。〇 


〇〇 。〇 


«) 

D 

° 〇〇。 


° 〇〇〇 

U 




バツテリネジ 



パ、ソテリカパー 
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取り付け 


ここでは、 N 8103-124増設パ、ソテリのバ、ソテリ固をプレートへの取り付けおよび、バ、ソテ 
リ固をプレートの装置への取り付けについて、内蔵ディスク接続用 RAID カードを例にとって 
説明しています。 

1. 取り外しの準備をする （227 ページ参照)。 

2. 本体をラックから引き出し、取り外す （1 目日ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （237 ページ参照)。 

4. 増設バッテリにバッテリ接続ケーブルを接続する。 




イラストは、 N 8103-124 増設バッテリですが、化のバッテリも同様に接続しま 
す。 


irO バッテリ固定プレートにバッテリを取り付ける前にバッテリ接続ケーブルを 
■to 取り付けます。 

バッテリ固定プレートにバッテリを取り付けたあとでは、バッテリ接続ケーブ 
ルの取り付けび難しくなり、接触不良の原因となります。 
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己.増設バッテリを装置添付のバッテリネジ3本で装置取り付け用のバッテリ固定プ 
レートに取り付ける。 




• 取り付けは、バッテリ接続ケーブルが装置後側に出るように取り付けま 
す。バッテリ固をプレートの表側に増設バッテリ ユニッ トを置き、裏側 
からネジ止めしてく ださし、。 

• 装置には、2種類のネジが添付されています。 N 8103-124 を取り付ける 
には、 「 M 2.5」 と表示されたネジを使用します。 N 8103-1% を取り付け 
るには、「 M 2」と表示されたネジを使用します。 




• 増設バッテリ ユニッ トは、バッテリ固をプレートの左右どちらに実装し 
ても問題ありません。 

• 使用するネジは本体装置に添付の「バッテリネジ」を使用します。 
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6. バッテリカバーを取り付ける。 

バッテリ固をプレートの穴にバッテリカバーのタブ部分（上下とも）を差し込みま 
す。 



先に上側を差し込み、次に下側を差し込みます。 



バッテリカバーのタブ部 


7. 227ページを参照して取り付けの準備をする。 

8. メモリバックボードをすべて取り外す。 

9. メモリバックボード用仕切をすべて取り外す。 

メモリバック j / 

ボード用仕切 / 
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10. 装置真ん中にある、ミツドブレースをネジ6本をゆるめて取り外す。 



11. バッテリ固定プレートに付いている手ネジをゆるめて、先端がバッテリ固定プレー 
卜の裏面に飛び出さないよラにします。 


バッテリ固定プレート（表面) 



手ネジ 


12. バッテリ接続ケーブルをバッテリ固定プレートの裏側へ回し、装置本体のケーブル 
用スペース内に納める。 


装置本体 



バッテリケーブル バッテリ固定プレート 
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13.バッテリ固定プレートの①と③を、装置本体側の①と③にそれぞれ合わせ、装置後 
側にスライドする。 


バッテリ固定プレート（表面） 
後側 前側 


。ミ。。 。ミ 



め® 感 


前側 装置本体 後側 



CD 



の®® 


14. バッテリ固定プレートの③が装置本体側の③の穴に固定されたところで、②の手ネ 
ジを締めて、固定する。 

(装置側の②の部分は、穴のみでネジ用のタツプはありません） 



1日.増設バッテリに接続したケーブルの反対側を増設 RAID カードに接続します。 



増設 RAID カードへの接続方まは、 N コード毎に異なります。増設バッテリ添付 
の手順書を参照して取り付けてください。 







































300 内蔵オプシヨンの取りかけ 


16. ケーブルをフオーミングし、 RAID コント□ーラをマヴーボードに接続します。 



取り付ける際のバッテリ接続ケーブルのフォーミングは、似下のようにしてく 
ださい。また、ケーブルびねじれたり、装置内部のカバー、ソケットなどには 
さまっていないことを確認してください。 



17.ミツドブレースを取り付ける。 



18. メモリバックボード用仕切およびメモリバックボードをすべて取り付ける。 

19. トップカバーを取り付ける。 


取り外し 

増設バッテリユニットを取り外す際は、「取りがけ」の手順1〜3を参照して取り外しの準備 
をした後、手順4〜16を逆の手順で実施して<ださい。 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 

SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくてち実行できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理を（アドミニストレータ）び行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることができまず。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 TSupervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場台、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンびインス!ルされていまず。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びありまず。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを巧った場台 
には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 




302 システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 



本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F 2> to enter SETUP 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


t (前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C II 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

t なこ パ スワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類の パ スワードがあります。 

だに巧 「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の丰一を使って SETUP を操作します（车一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 



現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが 
あることを示す 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


設定項目 


パラメ 


•夕（選択すると文字が反転する*) 


キーの 機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 

□ カーソル羊一（丫 、 U 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー一） 


Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 


□ <一>キー/く十 >キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ <Ente「> キー 


選択したパラメータのミ夫をを行うときに押します。 


□ < Esc > 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 


□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータじ戻します（出)荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio> キー 


設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 











304 システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 


設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を W します。 



rESMPRO / ServerAgentJ び持つ温度監視機能と連携させる 

「Server」 一 「Thermal Sensor」 一 「Enabled」 

「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本装置の電源を制御する 

「Server」 一 「AC-UNK」 一 fStayOffJ 

「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 一 「Wake On Lan/PME」 一 「Enabled」 



• 「 WakeOnLan / PME 」 は、 オンボー ドの LAN コントローラ （1000 BASE - 
T /100 BASE - TX ) でサポートしています。 

• AC オン直後は BIOS の設定:にかかわらず 「Wake On Lan / PME 」 は動作し 
ます。 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 [Power On」 

- POWER スイッチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Last State」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Esc> 羊一を押しても表示させることができます。 

HW コンソール端末か！5制御する 

「Server」 ^ 「Console Redirection」 一それぞれの設定:をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一表示を磕認する 

画面に表示されている DIMM ソケットの位置は下図のように対応しています。 


DIIMM 2 A 
DIIMM 1 A 

DIIMM 2 B . 
DIIMM 旧 . 



DIIMM 1 D 
IIMM 2 D 
■DIIMM 1 C 
IIMM 2 C 


L^_J]||||lllljjllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllJl 


メモリバックボード 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 一再起動 
するとクリアされる。 

メモリスペアリング機能を有効にする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory RAS Feature 」 一 「 Spare 」 を 
選択する。 

メモリミラーリング機能を有効にする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory RAS Feature 」 一 「 Mirror 」 を 
選択する。 

メモリバックボードとプ□セ、ソサは、次のような接続関係となります。 


メモリバックボード番号 

接続されるプ□セツヴ番号 

1 

1 

2 

3 

2 

4 

5 

3 

6 

7 

4 

8 


メモリホットプラグ関連 


メモリバックボードを Hot Add する 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「 Hot-Add Memory Support 」 を 「 Enabled 」 
に設をする。 



































306 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


CPU 関連 


プ□セッサび縮退した場合に POST をいったん停止する 

「Advanced」 一 fMemory/Processor Error」 一 「Halt」 （停止） 

搭載している CPU の状態を確認する 

rMain」 一 [Processor Settings」 一表示を磕認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は下國のように対応 
しています。 



前面側 


マザーボード 


背面側 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor) 、ユーザーパスワード （User） の順(こ設定しまず。しか 

し、ユーザーパスワードを設定した場合は SETUP メニューへのアクセス制限があります。 

POWER スイッチおよび SLEEP スイッチの機能を有効/無効にする 

に ecurity」 一 [Power Switch Inhibit」 一 「Enabled」 （無効） 

「Security」 一 [Power Switch Inhibit」 一 「Disabled」 （有交力） 





「Power Switch Inhibit 」 を TEnabled 」 に設定すると、 POWER スイッチ 
による ON / OFF 操作に加え、 r 強制シャットダウン （33 目ぺージ参照）」も機 
能しなくなりまず。また、 S に EP スイッチも機能しなくなります。 
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外付けデバイス関連 


外付けデバイスに巧する設定をする 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定をする。 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

rAdvanced」 一 [ResetConfiguration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 


PCI ホットプラグ関連 


PCI ボードをホットプラグする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「Hot-plug PCI Control」 一 「PCI H 饥 -Plug 
Support」 一 「Enabled」 

* 実装されていないス□、ソトに対してホ、ソトアッドを行う場合、あらかじめをス□ット 
に対して設定を行っておく必要があります。をボードの設を値については次の表を参 
照してください。 


N 型番 

ボード名 

I/O 

Memory 

Pre - 

fetchable 

Memory 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボードにか） 

Minimum 

Minimum 

None 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 また(ま 「Save Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 


















308 システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


パラメータと説明 


SETUP じは大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニユー （一 309ぺージ） 

• Advanced メこユー（ - ►SI 2 ぺージ） 

• Security メニユー（ - ►SSO ぺージ） 

• Server メニユー （ —324 ぺージ） 

• Boot メニユー （一 333ぺー ジ） 

• Exit メニユー （一 333ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に！>」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

SATA Port 0 


チャネル(こ接続されているデバイスの情報 
をサブメニューで表示します。（表示のみ） 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 

Language 

[English] 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


wO BIOS のノ ラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場台は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：1〇で〜3已で.湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止が態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 





















310 システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 


Processor Settings ヴブメニュー 


Main メニユーで [Processor Settings] を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoenix SecureCore(tm) Setup UtiLity 

Main 


Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor 

Retest 

[Bl 


Number of cores to 

Processor 

Speed Setting: 

2.27 GHz 


enabled in each 





processor package. 

Processor 

1 CPUID: 

000206 E6 



Processor 

1 L2 Cache: 

256 KB X 8 



Processor 

1 L3 Cache: 

24576 KB 



Processor 

2 CPUID: 

Not InstaLLed 



Processor 

3 CPUID: 

Not InstaLLed 



Processor 

4 CPUID: 

Not InstaLLed 



Active Processor Cores: 

[ALL ： 



Hyper-Threading Technology: 

[EnabLed] j 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 じ設定すると、プ□セ、ソサのエラー 
履歴情報をクリアし、再試験します。 

装置の起動後(ここのパラメータは「 N 0」に 
切り替わります。 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 
cK す 0 

Processor 1 CPUID 

数値 (000206 EX ) 
Disabled 

Error 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の D を示します。 
「 Disabled 」 あるいは 「 Error 」はプ□セ、ソサの 
故障、 「 N 饥 Installed 」 は取り付け6れてい 
ないことを示します（表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L 3 Cache 


プ□セ、ソサ1の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPUID 

数値 (000206 EX ) 
Disabled 

Error 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ2の ID を示します。 
「 Disabled 」 あるいは 「 Error 」 はプ□セッサの 
故障 、 「Not Installed 」 は取り付け6れてい 
ないことを示します（表示のみ)。 

Processor 2 L 2 Cache 


プ□セッサ2のニタキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L 3 Cache 


プ□セッサ2の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 3 CPUID 

数値 (000206 EX ) 
Disabled 

Error 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ3の ID を示します。 
「 Disabled 」 あるいは rError 」 はプ□セッサの 
故障 、 「Not Ins ね lied 」 は取り付け6れてい 
ないことを示します（表示のみ)。 

Processor 3 L 2 Cache 


プ□セッサ3のニタキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 3 L 3 Cache 


プ□セッサ3の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 4 CPUID 

数値 (000206 EX ) 
Disabled 

Error 

Not Installed 

数値の場合はプ□セッサ4の D を示します。 
「 Disabled 」 あるいは 「 Error 」はプ□セ、ソサの 
故障 、 [Not Ins ね lied 」 は取りがけ6れてい 
ないことを示します（表示のみ)。 

Processor 4 L 2 Cache 

— 

プ□セ、ソサ4の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 4 L 3 Cache 

— 

プ□セ、ソサ4の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

1 

2 

[ All ] 

プ□セ、ソサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 

Hyper-Threading 

Disabled 

1つの物理プ□セ、ソサを2つの論理プ□セッ 

Technology 

[ Enabled ] 

サとしてみせて動作する機能です。 

本機能をサポートしたプ□セ、ソサが搭載さ 
れた場合(このみ表示され、設定ができます。 

Execute Disable Bit 

[ Enabled ] 

Disabled 

プ□セ、ソサの Execute Disable Bit の有効/無 
効を設定します。 

Intel SpeedStep ( R ) 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサが提供する「拡張版 

Technology 

Disabled 

SpeedStep テクノ □ ジー」機能の有効/無効 
を設定します。プ□セ、ソサが対応している 
場合のみ表示されます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサが提供する Turbo 

Boost Technology 機能の有効/無効を設定 
します。プ□セ、ソサが対応している場合の 
み表示されます。 

Performance/Watt 

[ PowerOptimized ] 

Traditional 

インテルプ□セッサが提供する Turbo 

Boost Technology 機能へ移巧するタイミ 
ングを設定します。 

C 1 Enhanced Mode 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサが提供する 「Enhanced 
Halt S ね te ( C 1 E )」 機能の有効/無効を設定 
します。プ□セ、ソサが対応している場合の 
み表71^されます。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

プ□セ、ソサが Intel ® Virtualization をサポー 
卜している場合のみ表示されます。 

Intel ® Virtualization Technology の有効/無 
効を設定します。 

この設定を変更した場合じは、システムを 
DC - Off することが/必要です。まず 「 Exit 」 一 
[Exit Saving Changes 」 を実行し、いった 
んシステムを再起動して<ださい。その後 
POST 画面が表示された6、システムを DC - 
Off してください。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[ Enabled ] 

プ□セ、ソサのハードウェアプリフェッ チァ 
の有効/無効を設定します。 

Adjacent Cache Line 

Disabled 

メモリか6キャッシュへのアクセスの最適 

Prefetch 

[ Enabled ] 

化の有効/無効を設定します。 

Processor Error Mode 

[ Auto ] 

Legacy OS 

Poison 

Poison+Viral 

デフォルト設定值か6変更しないでくださ 
し、プ□セッサエラーモードを設定します。 


[]： 出荷時の設定 



「 PowerOptimized 」は、 0 S からの要求が2秒間継続したときに Turbo Boost 
Technology 機能を動作させます。 

「 Traditional 」は、 OS から要求され々第、即座に Turbo Boost Technology 機能 
を動作させます。 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Erite「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


Phoenix SecureCore(tm) Setup UtiLity 




Item Specific Help 

► Memory Conriguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[DisabLed] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

： 0ff] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己診断 （ POST ) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 

「 NEC 」 □ゴが表示されます。（ここで < Esc > 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 

「Console Redirection 」 が設定された場合は 
無条件に 「 Enabled 」 に設定されます。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( P 0 ST で記憶している 


Yes 

システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 （こ切り替わります。 

NumLock 

On 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 


[0 け」 

定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

POST を実行中、プ□セ、ソサまたはメモリのエ 


Halt 

ラーが発生した際に POST の終わりで一旦停止 
するかどうかを設定します。 

本設定は、に erver 」 メニユーの [POSTError 
Pause 」 が 「 Enabled 」 じ設定されているとき 
じ有効となります。本項目が「目〇〇りじ設定 
されていても、システムじ正常なメモリがを在 
しない場合は POST の終わりで停止します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Confi 甚 uration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoenix SecureCore(tm) Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

Installed memory: 8192 MB 

Available under 4GB: 2048 MB 

► Memory Riser Board 1 

► Memory Riser Board 2 

► Memory Riser Board 3 

► Memory Riser Board 4 

► Memory Riser Board 5 

► Memory Riser Board 6 

► Memory Riser Board 7 

► Memory Riser Board 8 

Memory Retest [^Qn 

Extended RAM Step [DisabLed] 1 

Memory RAS Feature [NormaL] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4 GB 


4 GBi ： i 下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

Memory Retest 

[ No ] 

「 Yes 」 （こ設定すると、メモリのエラー情報 


Yes 

をクリアします。故障した （「 Disabled 」 と 
表示された)メモリをを換したときは、エ 
ラー情報をクリアしてください。このオプ 
ションは次◎起動後に自動的に「 N 0」（こ切 
り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

riM 目」は 1 M 単位(こメモリテストを行いま 


1 KB 

す。 「1 KB 」 は 1 K 単位(こメモリテストを行い 


Every Location 

ます。 


[ Disabled ] 

「Evenry Location 」 はすべてにメモリテス 
卜を巧います。 「 Disabled 」 はメモリテスト 
を巧いません。 

Memory RAS Feature 

[ Normal ] 

「 Spare 」 （こ設定すると、メモリスペアリン 


Spare 

グ機能が有効(こなります。 「 Mirror 」 （こ設定 


Mirror 

するとメモリミラーリング機能が有効にな 
ります。 

Hot-Add Memory Support 

[ Disabled ] 

メモリの動的追加機能の有効/無効を設定し 


Enabled 

ます。 

NUMA configuration 

Disabled 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Interleave Mode 

None 

メモリインタリーブモードを設定します。 


に Way ] 

「NUMA configuration 」 が 「 Disabled 」 （こ 


4 Way 

8 Way 

設定されている場合のみ有効となります。 

Patrol Scrubbing 

Disabled 

デフォルト設定值か6変更しないで<ださ 


[ Enabled ] 

し 、 Patrol Scrubbing 機能の有効/無効を設 
定します。 


[]： 出荷時の設定 
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「Hot-Add Memory Support 」を有効に設定すると、つぎのようになります。 
I チIック I • 「Interleave Mode」 の設定によ6ず、インタリーブは 「None」。 

参 「NUMA configuration 」の設定によ6ず、 NUMA は 「Enabled」。 


^ i：rF の場合は 2Way 一 None の順で設定可能なインタリーブを構成して動作し 

をエック 1 ます。 

参 「NUMA configuration 」が有効に設定されている場合。 

• 「NUMA configuration 」が無効に設定され、さ6に 「Interleave 

Mode」 が 「None」 または 「2Way 」のいずれかのモードに設定されて 
いる場合。 



「 Interleave Mode 」 が 8 Way に設定:されている場合は 8 Way 一 4 Way - ►2 Way -^ 
None の順で設を可能なインタリーブを構成して動作します。 

「 Interleave Mode 」 が 4 Way に設定!されている場合は 4 Way -^2 Way -^ None の 
順で設を可能なインタリーブを構成して動作します。 
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Memory Riser Board x ヴブメニユー 

Memory Configuration メニューで 「Memory Riser 巨 oa 「 dx (1 〜8)」を選択すると、下の 
画面が表示されます。 


Phoemx SecureCore(tm) Setup UtiLity 

Advanced 


Memory Riser Board 1 

Item Specific Help 


Status: 

Normal 


DIMM_1D 

Status: 

Normal 


DIMM_1A 

Status: 

Not InstaLLed 


DIMM_1C 

Status: 

Not InstaLLed 


DIMM_2B 

Status: 

Not InstaLLed 


DIMM_2D 

Status: 

Not InstaLLed 


DIMM_2A 

Status: 

Not InstaLLed 


DIMM_2C 

Status: 

Not InstaLLed 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -< — >■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

DIMM 1 B Status 

Normal 

Not Installed 

Disabled 

名■メモリバックボード上のメモリ DIMM の 
現在の状態を表示します。 「 Normal 」 はメモ 
リ DIMM が正常であることを示します。 

[Not Ins ね lied 」 はメモリ DIMM が取りがけ 

6れていないことを、 「 Disabled 」 は故障し 
ていることを示します（表示のみ）。画面(こ 
表示されているメモリ DIMM 番号(こ対する 
メモリバックボード上の DIMM ソケットにつ 
いては、30日ページを参照してください。 

DIMM 1 D Status 

DIMM -1 A Status 

DIMM 1 C Status 

DIMM 2 B Status 

DIMM —2 D Status 

DIMM —2 A Status 

DIMM _2 C Status 


[]： 化荷時の設定 
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Slot 1 Option ROM: 
Slot 2 Option ROM: 
Slot 3 Option ROM: 
Slot 4 Option ROM: 
Slot 5 Option ROM: 
Slot 6 Option ROM: 
Slot 7 Option ROM: 
Slot 8 Option ROM: 
Slot 9 Option ROM: 
Slot 10 Option ROM: 


► Onboard SAS 

► Onboard NIC 


► Hot-pLug PCI Control 


[Enabled] 

[Enabled] 

[Enabled] 

[Enabled] 

[Enabled] 

[Enabled] 

[Enabled] 

[Enabled] 

[Enabled] 

[Enabled] 


AdditionaL setup 
menus to configure 
Hot-pLug PCI- 


F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ -- > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


PCI Configuration 


Item Specific Help 



PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


項目については次の表を参照してください。 


]： 出荷時の設定 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1〜10 Option 

ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有効 
じするか無効じするかを設定します。 


RAID コント□—ラや LAN ボード(ネットワークブート )、 Fibre Channe ロン 
卜□—ラで、 OS びインス I ルされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 


1111111111 

CCCCCCCCCC 

PPPPPPPPPP 
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Hot-plug PCI Control ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Hot-Plug Support 

[Disabled] 

PCI ホ、ソトプラグ機能の有効/無効を設定し 


Enabled 

ます。 

PCI Slot 1/2/6/7 1/0 

[None] 

ホ実装ス □ 、ソトに対して割り当てる I/O リ 


Minimum 

ソースサイズを設定します。 


Middle 

「PCI Hot-Plug Support 」 がに nabled 」 の 


Maximum 

場合のみ表示されます。 

PCI Slot 1/2/6/7 Memory 

[None] 

未実装ス □ 、ソト(こ対して割り当てるメモリ 


Minimum 

リソースサイズを設定します。 


Middle 

「PCI Hot-Plug Suppo け」が 「 Enabled 」 の 


Maximum 

場合のみ表示されます。 

PCI Slot 1/2/6/7 Pre- 

[None] 

未実装ス□、ソトに対して割り当てるプリ 

fetchable Memory 

Minimum 

フェツチヤブルメモリリソースサイズを設 


Middle 

定します 。 「PCI Ho 卜 Plug Support 」 が 


Maximum 

「 Enabled 」 の場合のみ表示されます。 


[]： 化荷時の設定 


Onboard SAS サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

Option ROM Scan 

Disabled 

[Enabled] 

SAS ス □ 、ソト上デバイスの ROM 展開の有効 / 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard MC サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN#1 Option ROM Scan 

Disabled 

オンボード上 LAN1 コント □ ーラの BIOS の 


[Enabled] 

展開の有効 / 無効を設定します。 

PXE/iSCSI Select 

[PXE] 

オンボード上 LAN 1 コント□ーラに対して展 


に CSI 

開する ROM を設定します。 

LAN#2 Option ROM Scan 

Disabled 

オンボード上 LAN2 コント □ ーラの目 I0S の 


[Enabled] 

展開の有効 / 無効を設定します。 

PXE/iSCSI Select 

[PXE] 

オンボード上 LAN2 コント □ ーラ(こ対して展 


iSCSI 

開する ROM を設定します。 

LAN#3 Option ROM Scan 

Disabled 

オンボード上 LAN3 コント □ ーラの目 I0S の 


[Enabled] 

展開の有効 / 無効を設定します。 

PXE/iSCSI Select 

[PXE] 

オンボード上 LAN3 コント□ーラに対して展 


に CSI 

開する ROM を設定します。 

LAN#4 Option ROM Scan 

Disabled 

オンボード上 LAN4 コント □ ーラの BIOS の 


[Enabled] 

展開の有効 / 無効を設定します。 

PXE/iSCSI Select 

[PXE] 

オンボード上 LAN4 コント□ーラに対して展 


iSCSI 

開する ROM を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


Phoenix SecureCoreCtm) Setup Utility 

Advanced 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configures serial port A 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled ： 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

CEnabLed] 

USB 2-0 ControLLer: 

[Enabled] 

User conTiguration 

Serial ATA: 

[Enabled] 


SATA AHCI: 

[DisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < -- Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



割り込みべース I / O アドレスび他と重複しないように注意してくださし、。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効 / 無効を設定します。 

Base I/O address 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り } A みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート目の有効 / 無効を設定します。 

Base I/O address 

3F8h 
に F8h] 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り込みを設定し 
ます。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB2.0 の有効 / 無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上の SATA コント□ーラの有効 
/ 無効を設定します。 

SATA AHCI 

Disabled 

本システムでは AH 口 (Advanced Host 
Controller Interface ) は常に無効とされていま 
す。この項目は表示のみです 。 「Serial ATA 」 

の設定を有効にしている場合にのみ表示され 
ます。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニュー 


Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


Phoemx SecureCore(tm) Setup UtiLity 

Advanced 


Advanced 

Chipset Control 

Item Specific Help 

MuLtimeaia Timer: 


EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer (HPET). 

Intel (R) I/OAT: 

[Enabled] 


Intel (R) VT-d: 

[Enabled] 


SR-IOV: 

[Enabled] 


Wake On LAN/PME: 

[Enabled] 


Wake On Ring: 

[Disabled] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 


PCI Bus Static ALLocation: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -< —- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[Enabled] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効 / 無効を設定します。 

Intel(R) I/O AT 

Disabled 

[Enabled] 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノ□ジ機能 
の有効 / 無効の設定をします。 

Intel(R) VT-d 

Disabled 

[Enabled] 

インテルチップセットが提供する nntel(R) 
Virtualization Technology for Directed I/O 」 
の有効 / 無効を設定します。 

SR-IOV 

Disabled 

[Enabled] 

Single Root I/O Virtualization 機能の有効/無 
効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 

PCI Bus Static Allocation 

Disabled 

[Enabled] 

デフォルト設定值か 6 変更しないで<ださ 
し、 PCI バス番号を固定的に割り当てる機能 
の有効 / 無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


W -0 Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
■to た場台、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Rin 呂機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、次回の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択して <Erite「> キーを押すとサブメニューが表示されま 
す。 


Phoenix SecureCoreCtm) Setup UtiLity 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

cfSBniH] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[DisabLed] 


Disable USB Ports: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


参 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していない 
と設定でをません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い台わせください。 


Security メニューで設定:できる項目とその機能を示します。 ["Security Chip Configuration」 
は選択後、く£が6「>车一を押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセス(こ制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの人力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード人力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/巧わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライブに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では DE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイ、ソチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Security Chip Configuration ヴブメニユー 

Security メニューで ["SecurityChip Configuration」 を選択し、 <Ente「> キーを押すと JU 下の 
画面が表示されます。 


Phoemx SecureCore(tm) Setup UtiLity 
Security 


Security Chip Configuration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Deactivate S Disable 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -< — ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support」 が Enabled 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support」 が Enabled 設定時のみ表 
示-選択巧能です。 


[]： 出荷時の設定 
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W "0 rchan 呂 e TPM State 」 で [No Chan 呂 e ]!^ がのパラメータを選択し 、 TPM 
state の変更を巧う場台、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面び表示されます 。 Supervisor Password を入力すると下のメッセージ 
び表示されまず。設定変更を行うためには Execute を選択してください。 


Enable & Activate び還択された場合： 


Physica L Presence 

operations 

TPM configuration 

change was requested to 

State: Ena bL e 

这 Activate 

Note: 

This action wiLL 

switch on the TPM 

Reject 


Execute 



Deactivate & Disable び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM conT1gura 1 1on change was requested to 
State: Deactivate 这 Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that re Ly on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM conT1guration change was requested to 
State: Deactivate 这 Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that re Ly on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix SecureCore(tm) Setup Utility 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

> Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled ： 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Clear FRU LED: 

[No] 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Retry 3 Times] 

Always Reset 

目 SP で FR 目レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

己 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしてください。 ESMPRO/Server- 
Agent がインストールされていない OS を起 
動する場合には、この機能を無効にしてく 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 


Always Reset 

の処理を設定します。 

[Retry 3times] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 


[Enabled] 

す。有効にすると、温度の異常をお化した 
場合(こ POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 

BMC (ベースボードマネージメントコント 


[IRQ 11] 

□ーラ）（こ割リジ^みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 


[Enabled] 

POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 


[Last State] 

供給されたときのシステムの電源の状態を 


Power On 

設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[20]- 255 

DC 電源を ON (こするディレイ時間を20秒か 
ら2日日秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State」 または 「Power On」 に設定 
している場合に有効となります。 

Clear FRU LED 

[No] 

「Yes」 に設定後リブートすると、異常発生 


Yes 

箇所を特定するためのエラーランプを消火了 
させます。次◎起動後に自動的に「N0」（こ 
切り替わります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

BMC (ベースボードマネージメントコント 


[Enabled] 

□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


rAC - LINKJ の設定と本装置の AC 電源が OFF になつてから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒]: i 上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFF にします。 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運乾を行う場合は FAC - LINKJ の設定 
を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、 < Ente 「> 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix SecureCoreCtm) Setup UtiLity 
Server 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - — >■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


目10 S のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスてムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の屋体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の屋体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LANS MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート3の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN4 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート4の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 


管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 


目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 

— 

目 MC のファームウエアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 


プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 

HSC Firmware Revision 

— 

Hot Swap Controller ファームウエアのレビ 
ジョンを表示します(表示のみ)。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection 」 を選択し、 < Ente 「> キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix SecureCoreCtm) Setup UtiLity 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: [19.2K] 

FLOW Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [\/T100+] 

Continue Redirection after POST : CEnabled] 

Remote Console Reset : [DisabLed] 

Selects the Serial port 

to use for Console 

Redirection. 

"DisabLed" compLeteLy 

disables Console 

Redirection. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6ESMPR0/ServerManager やハイパー 
ターミナルを使つ た管理端末か6のダイレ 
クト接続を有効にするか無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方まを設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
(こ継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールか6 
送信されたエスケープコマンド （Esc R) (こ 
よるリセ、ソトを有効にするかどうかを選択 
します。 

「ESMPRO/ServerManager」 を使用した管 
理端末か6の接続時(こは、本機能は設定(こ 
関わ6ず常に有効となります。 


[]： 出荷時の設定 



















ハードウエア編 329 


BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニ ューで「目 MC LAN Configuration 」 を選択し、 < Ente 「> キーを押すと、 W 下の画 
面が表示されます。 


Phoemx SecureCoreCtm) Setup UtiLity 
Server 


BMC LAN 

ConTiguration 

Item Specific Help 

Shared BMC LAN: 

cIBBWBS] 


Select [EnabLed] to 

LAN Connection Type: 

CAuto Negotiation] 


share a system LAN 

IP Address: 

[192.168.001.007] 


port#1 with BMC LAN- 

Subnet Mask: 

[255.255.255.000] 


If you use a management 

Default Gateway: 

[000.000.000.000 ： 


LAN port for the BMC, 

DHCP: 

[Disabled] 


select CDisabLed]- 

Web Interface 




HTTP: 

[Enabled] 



HTTP Port Number: 

[ 80] 



HTTPS: 

[EnabLed] 



HTTPS Port Number: 

C 443] 



Command Line Interface 




TeLnet: 

CEnabLed] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ 一 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

管理用 LAN ポートを管理用 LAN として使用 
する場合には 「Disabled」 に設定します。 
「Enabled」 に設定すると、 LAN ポート1を通 
常の LAN と共有して管理用 LAN としても使 
用することができます。 「Enabled」 （こ設定 
した場合、管理用 LAN ポートは使用できま 
せん。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation] 

100 Mbps Full Duplex 
100 Mbps Half Duplex 
10Mbps Full Duplex 
10Mbps Half Duplex 

管理用 LAN のコネクションタイプを設定し 
ます。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

Subnet Mask 

に55.255 .255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] じ設定すると、 DHCP サーバか 

6IP アドレスを自動的(こ取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、に isabled] に設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [Enabled] (こ設定してく 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP (こよる通信の際に使用す 
る TCP ポートナンバーを設定します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS (こよる通信 
を使用する場合には [Enabled] に設定して 
ください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポート少ンバーを設定します。 

Command Line Interface 

- 

- 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合(こは 
[Enabled] (こ設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続(こよる通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

SSH Port Number 

に 2] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[Enter] 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 



Clear BMC Confi 呂 uration のま意事項 

• BMC の管理用 LAN 関連の本設定については BIOS セットアップユー 

テイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻りませ 
ん（デフオルトに戻ずには Clear BMC Confi 呂 uration を実行してくだ 
さい)。 

• Clear BMC Confi 呂 uration 実行後の初期化び完了するまでには数十秒 
程度かかりまず。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト rESMPRO / ServerA 邑 ent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
Extension で設定された項目も Clear BMC Confi 呂 uration の操作にて 
クリアされます。 

ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場台には、本操作を 
行う前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバック 
アップを行ってください。 
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Event Log Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押す 
とサブメニューが表示されます。 


Phoemx SecureCoreCtm) Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: [Press Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ 一 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[ Disabled ] 

「Enabled」 に設定するとエラー□グエリア 
が Full (こなつたときじ自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

<En ねりキーを押すと確認画面が表示され、 
「Yes」 を選ぶと保をされているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 化荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニュー 


Server メニユーの [Event Log Configuration 」 で l"System Event Log 」 を選択すると 、 W 
下の画面が表示されます。 

じ(下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グはく i 〉羊一/< t 〉丰一、く+〉キー/ く-〉キー、く 
Home >+-/ く End 〉 丰一を押すことで表示できます。 


Phoenix SecureCore(tm) Setup Utility 
Server 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:Older SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最 
大2分程度の時間がかかります。 

々のような 「SEL Record Type = CO - OEM Defined 」 の SEL Record は付 
随情報ですので、問題ありません。 


. System tuent Log ■ 


し --- 

SEL Record ID = 

1H| 

SEL Record Type = 

C8 - 0D1 Defined 

Tinestanp = 
Generator Id = 

SEL Message Reu = 
Sensor Type = 

20 的 / 12 / の抓 : 日日:地 

Sensor Number = 

SEL Euent Type = 
Euent Description = 


SEL Euent Data = 

00 说旧 
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Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定ずる目〇饥 


Phoenix SecureCore(tm) Setup UtiLity 
Boot 


■ Boot priority order 

1 : USB CD/DVD-ROM: 

2: IDE CD/DVD-ROM: DV-28S-V-(S1) 

3: USB FDC:Y-E DATA USB-FDU-(USB 1.1) 

4: USB KEY: 

PCI SCSI: (Bus 11 Dev 00)PCI RAID Ad 
IDE HDD: 

USB HDD: 

PCI BEV: IBA GE Slot 0100 v1331 

■ Excluded from boot order: 

PCI BEV: IBA GE Slot 0101 v1331 

PCI BEV: IBA GE Slot 0900 v1331 

PCI BEV: IBA GE Slot 0901 v1331 


0 饥メニユーが表示されます。 


Item Specific Help 


Keys used to view or 
configure devices: 

Up and Down arrows 
select a device. 

<+> and <-> moves 
the device up or down. 
<x> exclude or include 
the device to boot. 

く Shift + 1> enables or 
disables a device. 


F1 

Esc 


Help 

Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


起動デバイスとして登録されていないデバイス 
起動デバイスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CD / DVD - 
ROM 

USB CD / DVD-ROM ドラィブ 

IDE CD / DVD - 
ROM 

SATA CD / DVD-ROM ドライブ 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリ 、 Flash FDD など 

IDE HDD 

SATA 八ードディスクドライブ 
本装置ではサポートしておりません。 

USB HDD 

USB 八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

SAS ス□、ソトあるいは PCI ス□、ソト配下の八ードディスクドライブ 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN 。 に lot 0100」が LAN 1 、に lot 0101」 

が LAN 2、 に lot 0900」が LAN 3、 に lot 0901」が LAN 4 を表 
します。 

その他の表示： オプシヨンの PCI ボード。 


1. 巨 IOS は起動可能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後してく X > 羊一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > 车一を押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. く t >羊一/くレ羊一とく十>车一 / く一>丰一で登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >车一/く1 >车一で移動させ、く十>羊一 / <一>羊一で優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてこ説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting ?」 の磕認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニ:！一じ 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


w "0 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場台びありまず。こ 
置 3 の項で説明している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた設定に直す 
必要びあります。 


Save Custom Defaults 


このメニューを選択してく[11ぉ「>车一を押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「Load Custom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます 。 Discard Changes を選択するとるを認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


リセ、ソトにはスイ、ソチによる八ードリセツトと丰ーボードからのソフトリセ、ソトの2つがあ 
ります。 


wO リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアして 
しまいます。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置がな 
にも処理していないことを確認してください。 


• ノ、ードリセット 

本装置前面にある RESET スイッチを押します。 


も 1 5*32 品 3 品 4 

0 0 0 0 


i A お争 


ロロ ロロ ロ 
© ③ 




RESET スイ、ソチ 


• ソフトリセット 

0 S が起動する前に本装置が動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > 丰一と < AI ゎ羊一を押しなが 
ら、<〇6|616>车一を押してください。本装置がリセットされます。 


強制電源オフ 


0 S から本装置をシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を 
OFF にできなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本装置の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFR こなります。 
履源を再び ON じするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてくださ 
い。） 


wO リモートパワーオン機能を使用している場台は、一度、電源を ON にし直して、 
os を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS • パスワードのクリア 


本装置自身が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三 
者から保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS に保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行います。 


• CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設定 
に戻ります。 

• 本装置のジャンパピン（ピン 1-2) に付いているクリップを使用してく 
ださい。 

• クリップは使用後、ジャンパピン1-2に差し込んでおいてください。そ 
の他のジャンパピンに差し込むと誤動作をずるおそれがありまず。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動 
作の原因となります。 

• クリツプをなくさないようを意してください。 


パスワード/ CMOS のクリアはマザーボード上のジャンパスイ、ソチを操作して行います。それ 
ぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ぺージ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
プラグを抜かずに取り扱わない 
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A ミ主意 


AA 

AA 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、川ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


2人 m 下で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 


Q 


指を挟まない 

"^"ご日 C I 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 



前面側 


マザーボード 


背面側 
















































































































ハードウエア編 339 


CMOS のクリア 

1 . 現在のパラメータ値をメモする。 

2. 227ページを参照して準備をする。 

3. 本装置の電源を日 FF にしてから、本体をラックから引さ出す （1 目日ページ参照)。 
(このとき AC コードが外れないよラに注意してください） 

4. トップカノく一を取り外すに37ぺージ参照)。 

日. CMOS クリア用のピンを 2-3 ピンへ移動し一度ショートさせた後、元の 1-2 ピンへ 
戻す。 

1- 2 ピンをショート： CMOS の内容を保護する。 

2- 3 ピンをショート： CMOS の内容をクリアする。 

目.本装置を元どおりに組み立てて P 日 WER / SLEEP スイッチを押す。 

7. 巨 IOS セットアップユーティリティを起動して、手順1で控えたパラメータ値に戻 
す。 

8. 変更した内容を保存してセットアップを終了する。 

パスワードのクリア 

1 . 227ページを参照して準備をする。 

2. 本装置の電源を日 FF にしてから電源コードを抜く。 

3. 本体をラックから引き出す （1 目日ページ参照)。 

4. トップカノく一を取り外すに37ぺージ参照)。 

己.パスワードクリア用のピンを 2-3 ピンへ移動する。 

1- 2 ピンをショート：パスワードの内容を保護する。 

2- 3 ピンをショート：パスワードの内容をクリアする。 

目.本装置を元どおりに組み立てて P 日 WER / SLEEP スイッチを押す。 

7. P 日 ST 画面が表示されたら、本製品の電源を日 FF して電源コードを抜く。 

8. 手順3、4と同様の手順でトップカバーを取り外す。 

9. J くスワードクリア用のピンを1 -2 ピンへ戻す。 

1日.本装置を元どおりに組み立てて P 日 WER / SLEEP スイッチを押す。 

11. 巨 IOS セットアップユーティリティを起動して、必要に応じパスワードを再設定す 
る。 

12. 変更した内容を保存してセットアップを終了する。 



340 リセットとクリア 


PCI 関連 


• バス番号 

巨 I0S セットアップの 「Advanced」-「Advanced Chipset」-「PCI Bus Static Allocation」 
が有効(工場化荷時の設を)の場合、 PCI バス番号は、次のように割り当てられています。 


PCI バス節囲 

デバイス 

1(01h)- 8(08h) 

I/O ライザ上に搭載されたオンボード LAN 1 とオンボード LAN2 コント□ーラ 

9(09h) - 16(1 Oh) 

I/O ライザ上に搭載されたオンボード LAN3 とオンボード LAN4 コント□-ラ 

17(11h)- 24(18h) 

SAS ス□、ソトに取り付けた PCI ボード上の RAID コント□-ラ 

25(19h)- 48(30h) 

PCI ス□、ソト 10 に取り付けた PCI ボード 

49(31h)- 64(40h) 

PCI ス□、ソト 1( こ取り付けた PCI ボード 

65(41h) - 80( 己 Oh) 

PCI ス□、ソト 2 に取り付けた PCI ボード 

81(51h)- 96(60h) 

PCI ス□、ソト 3 に取り付けた PCI ボード 

97(61h) - 125(7Dh) 

PCI ス□、ソト 4 に取り付けた PCI ボード 

126(7Eh) 

I/O ライザ上に搭載されたオンボード VGA コント□ーラ 

129(81h)- 160 (AOh) 

PCI ス□、ソト日に取り付けた PCI ボード 

161(A1h) - 176(B0h) 

PCI ス□、ソト 6 に取り付けた PCI ボード 

177(B1h) - 192(C0h) 

PCI ス□、ソト 7( こ取り付けた PCI ボード 

193(C1h) - 208(D0h) 

PCI ス□、ソト 8 に取り付けた PCI ボード 

209(D1h) -224(E0h) 

PCI ス□、ソト 9( こ取り付けた PCI ボード 


( 胸の値は 16 進の値を示しています。 
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目 IOS セットアップの 「Advanced」-「Advanced Chipset」-「PCI Bus Static Allocation」 
が無効の場合、 

— 巨 IOS セットアップの 「Advanced」-「Advanced Chipset」-l"SR-IOV」 項目 
- PCI ボードを取りがけた PCI ス□、ソトの状態 
- PCI ス□、ソトへ取りがけた PCI ボードの種類 

の条件より、 PCI バス番号の割り当ては一意にままりませんが、次のようなデバイス順番 
で PCI バス番号が割り当てられます。 


PCI バス節固 

デバイス 

1(01h) - 127(7Fh) 

I/O ライザ上に搭載されたオンボード LAN 1とオンボード LAN 2コント□ーラ 

I/O ライザ上(こ搭載されたオンボード LAN3 とオンボード LAN4 コント□-ラ 

SAS ス□、ソト(こ取りがけた PCI ボード上の RAID コント□ーラ 

PCI ス□、ソト1に取り付けた PCI ボード 

PCI ス□、ソト2(こ取り付けた PCI ボード 

PCI ス□、ソト3に取り付けた PCI ボード 

PCI ス□、ソト4に取り付けた PCI ボード 

PCI ス□、ソト10に取り付けた PCI ボード 

I/O ライザ上に搭載されたオンボード VGA コント□ーラ 

129(81h)- 251(FBh) 

PCI ス□、ソト9(こ取り付けた PCI ボード 

PCI ス□、ソト8に取り付けた PCI ボード 

PCI ス□、ソト日に取り付けた PCI ボード 

PCI ス□、ソト6(こ取り付けた PCI ボード 

PCI ス□、ソト7に取り付けた PCI ボード 


( 胸の値は16進の値を示しています。 


• オンボード LAN 

オンボード LAN のデバイス番号や機能番号は、次のように対応しています。 
PCI バス番号は、340ページを参照してください。 


オンボード LAN 

デバイス番号 
( Device #) 

機能番号 
( Function #) 

オンボード LAN 1 

0 

0 

オンボード LAN2 

0 

1 

オンボー PLANS 

0 

0 

オンボード LAN4 

0 

1 


• S AS スロット 

Windows Server 2003の場合、 SAS ス□、ソトじ取りがけた PCI ボード上のコント日ーラ 
に対するデバイスマネージャのプ□パティの全般は、次のように 「PCI Slot 24 1J と表 
示されます。 


場所 ： PCI Slot 241 ( PCI バス1スデバイス0,機能 0) 
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• 割り込み 

割り込みは、次のように割り当てられます。 PCI ボード (PCExpress ボード)を増設すると 
きなどに参考にして<ださい。 

「ス□、ソト1: INTA」 は、 「PCI ス□、ソト1じ取り付けられた PCI ボードの INTA」 を示しま 
す。 MSI/MSI-X(Message Signaled Interrupts) をサポートする OS とドライパの場合は、 
割り当てが異なることにを意してください。 


PIRQ 

オンボードデバイス / 
ス□ット 

PIRQ 

オンボードデバイス / 
ス□ット 

PIRQ 

オンボードデバイス / 
ス□ット 

O(OOh) 

省略 

24(18h) 

オンボード SAS : 

INTA 

48(30h) 

ス□、ソト 5: INTA 

1(01h) 

2 己 (19h) 

ス□、ソト 1: INTB 

49(31h) 

— 

2(02h) 

26(1 Ah) 

ス□、ソト 1: INTA 

50(32h) 

— 

3(03h) 

27(旧 h) 

ス□、ソト 1: INTC 

己 1(33h) 

- 

4(04h) 

28(1Ch) 

オンボード LAN 1 

52(34h) 

ス□、ソト 8: INTA 

5(0 己 h) 

29(1Dh) 

オンボード LAN 3 
ス□、ソト 1: INTD 

己 3(3 日 h) 

- 

6(06h) 

30(1 Eh) 

ス□、ソト 2: INTA 

己 4(36h) 

ス□、ソト 6: INTA 

7(07h) 

31(1Fh) 

ス□、ソト 4: INTB 

55(37h) 

- 

8(08h) 

32 に Oh) 

ス□、ソト 3: INTA 

己 6(38h) 

ス□、ソト 7: INTA 

9(09h) 

33(21h) 

ス□、ソト 4: INTA 

57(39h) 

— 

10(0Ah) 

34(22h) 

オンボード SAS : 

INTB 

己 8(3Ah) 

ス□、ソト 5: INTB 

11(0Bh) 

3 己に 3h) 

オンボード SAS : 

INTC 

己 9(3Bh) 

ス□、ソト 5: INTC 

12(0Ch) 

36(24h) 

オンボード SAS : 

INTD 

60(3Ch) 

ス□、ソト 5: INTD 

13(0Dh) 

37(25h) 

ス□、ソト 2: INTB 

61(3Dh) 

ス□、ソト 6: INTB 

14(0Eh) 

38(26h) 

ス□、ソト 2: INTD 

62(3Eh) 

ス□、ソト 6: INTD 

15(0Fh) 

39(27h) 

ス□、ソト 2: INTC 

63(3Fh) 

ス□、ソト 6: INTC 

16(1 Oh) 

オンボード VGA 
ス□、ソト 10 : INTA 

40(28h) 

オンボード LAN 2 

64(40h) 

ス□、ソト 8: INTB 

17(11h) 

SMBus 

第一 SATA : INTB 
ス□、ソト 10 : INTB 

41 に 9h) 

オンボード N に 4 
ス□、ソト 3: INTD 

65(41h) 

ス□、ソト 8: INTC 
ス□、ソト 7: INTD 

18(12h) 

第二 SATA: INTC 
ス□、ソト 10 : INTC 

42 に Ah) 

ス□、ソト 3: INTB 

66(42h) 

ス□、ソト 7: INTB 

19(13h) 

ス□、ソト 10 : INTD 

43(2Bh) 

第一 10 A/T : INTA 

67(43h) 

第二 IOA/T : INTA 

20(14h) 

UHCI# 1/2/3 

44(2Ch) 

第一 10 A/T : INTB 

68(44h) 

第二 10 A/T : INTB 

21(1 己 h) 

EHCI#1 

45(2Dh) 

第一 IOA/T : INTC 
ス□、ソト 4: INTD 

69(4 己 h) 

第二 IOA/T : INTC 
ス□、ソト 9: INTD 

22(16h) 

UHCI#4/ 己 /6 

46(2Eh) 

第一 IOA/T : INTD 
ス□、ソト 4: INTC 

70(46h) 

第二 IO/AT : INTD 
ス□、ソト 9: INTB 
ス□、ソト 9: INTC 

23(17h) 

EHCI#2 

47(2Fh) 

ス□、ソト 3: INTC 

71(47h) 

ス□、ソト 8: INTD 
ス□、ソト 7: INTC 
ス□、ソト 9: INTA 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する一般的な方まにつ 
いて説明します。内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用するには、オプ 
シヨンの RAID コント□ーラが必要です。 

オプシヨンの RAID コント□ーラによる RAID システムの使用方まじついては、オプシヨンに添 
がの説明書などを参照してください。 



• RAID コント□—ラ ( N 8103-129、 N 8103-1 303 Sd ；0 FN 8 103- 
134)は休止が態やスタンバイをヴポートしていません。休止が態、ス 
タンノレ r への移行は巧わないでください。 

• 本装置で内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用す 
るには、オプションの RAID コント□—ラび必要でず。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 


直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意□末します。 

つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することを言います。これにより単体の大容量八ード 
ディスクドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オプションの RAID コント□ーラでは、1つのディスクグループを複数の論理ドライブ(バー 
チャルディスク)に分けて設定することができます。これらの論理ドライブは、 0S からそれぞ 
れ1つの八ードディスクドライブとして認識されます。 0S からのアクセスは、ディスクグルー 
プを構成している複数の八ードディスクドライブに対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブじ障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能じよりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方まじは、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオプションの 
RAID コント□-ラがサポートする RAID レベルは 、 「RAID 0」 「 RAID 1」 「 RAIDS」「RAID 6」 
「 RAID 10 」 「RAID 50」です。 ディスク グループを作成ずる上で必要となる八ード ディスク ド 
ライブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認して<ださい。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID0 

1 

8 

RAID1 

2 

2 

RAID 巳 

3 

8 

RAID6 

3 け^ 

8 

RAID 10 

4 

8 

RAID 己 0 

6 

8 


*1 シームレスセットアップで RAID 6 を選択するには同一容量の八ード 
ディスクドライブが4台じ(上必要です。 


*2 N 81 03-1 34では RAID 6 の最ルハードディスクドライブ台数は4台で 
す。 



各 RAID のレベル 詳細は 、 「RAID レベル」 （346 ぺージ）を参照して くださし、。 


ディスクグループ (Disk Group)/ ディスクアレイ (Disk Array) 


複数の八ードディスクドライブをグループ化したものをディスクグループ、または、ディスク 
アレイと呼びます。設定可能なディスクグループ/ディスクアレイの数は、八ードディスクド 
ライブの数と同じ数です。次の図はオプションの RAID コント□ーラに八ードディスクドライ 
ブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ/ディスクアレイを作成した構成例です。 



八ードディスク 八ードディスク 八ードディスク 

ドライブ1 ドライブ2 ドライブ3 

(36 GB ) (36 GB ) (36 GB ) 
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論理ドライブ (Logical Drive) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ/ディスクアレイ内に、論理ドライブとして 
設をしたものを表し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディ 
スクの数は、 N 8 103- 129/130の場合は、ディスクグループ当たり最大16個、コント□-ラ 
当たり最大64個になります。 N 8103-134 の場合、ディスクグループ/ディスクアレイの個数 
じよらず最大32個まで作成が巧能です。 

次の図はオプションの RAID コント□ーラに八ードディスクドライブを3台接続し、3台で1つ 
のディスクグループ/ディスクアレイを作成し、ディスクグループに RAID 5 のバーチャルディ 
スク ( VD ) を2つ設定した構成例です。 


RAID コント□ーラ 


DG 0 容量 108 GB 



八ードディスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


八ードディスク 八ードディスク 

ドライブ2 ドライブ3 

(36 GB ) (36 GB ) 


パリテイ （ Parity) 


冗長データのことです。複数台の八ードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


ホツトスペア （Hot Spare) 

ホ、ソ トスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成する八ード 
ディスクドライブじ障害が発生した場合に、代わりに使用できるようじ用意された予備の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を横化すると、障害をお化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

オプションの RAID コント□ーラがサポートしている RAID レベルについて詳細な説明をしま 
す。 

オプションの RAID コント□ーラがサポートする RAID レベルは、 「RAIDO」「RAID 1」 「RAID 
5」 「RAID 6」 「RAID 10」 「RAID 50」です。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID0 

ストライピング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID1 

ミラーリング 

あり 

八 ー ドディスクドライブが2台必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID 己 

データおよび冗長データ 
のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが3台] U 上必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 1) 

RAID6 

データおよび二重化冗長 
データのストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが3台*] U 上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1のストライピング 

あり 

八 ー ドディスクドライブが4台] U 上必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数 

RAID50 

RAIDS のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが6台] U 上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 


* N 81 03-1 34の場合は八ードディスクドライブは4台 LU 上必要です。 
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「 RAIDO 」 について 


データをを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライピング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(八ードディスクドライブ1)、ストライプ2(八ードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(八ードディスクドライブ 3) •- •というようじデータが記録されます。すべての 
八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


两"〇 RAIDO はデータの冗長性びありません。 A- ドディスクドライブび故障ずる 
置 3 とデータの復旧びできません。 


RAID コント□-ラ 




ク 


^ ゾ 

八ード 
テイスク 
ドライブ1 


八ード 
テイスク 
ドライブ2 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ己 


ストライプ6 


FRAIDIJ について 


1つの八ードディスクドライブに対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
じ同じデータが記録されます。一方の八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 


RAID コント□-ラ 




八ード 
ディスク 
ドライブ1 



八ード 
于ィスク 

ドライブ2 

— _ ^ 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID 曰」について 


RAIDO と同様に、データをを八ードディスクドライブへ「ストライピング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ）もを八ードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティがきストライピング」と呼びます。 


データをストライプ ( X )、 ストライプ (X+1)、 そしてストライプ ( X ) とストライプ (X+1) から生成 
されたパリティ （x，x+1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうど八ードディスクドライブ1台分の容量になります。□ジカルドライブを 
構成する八ードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障しても問題なくデータが使用 
できます。 


RAID コント□ーラ 







八ード 
テイスク 

ドライブ1 

— _ 


八ード 
テイスク 

ドライブ2 

— 


八ード 
デイスク 

ドライブ3 

— _^ 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 

ストライプ4 


パリティ（3,4) 


ストライプ3 

パリティ（己， 6) 


ストライプ己 


ストライプ6 


「 RAIDS 」 について 

RAID5 と同様に「ストライピング」方式で記録しますが、通常のパリティ （P) と、何らかの係 
数による重みがけなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （Q) の、2種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティがきストライピング」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうど八ードディスクドライブ2台分の容量じな 
ります。□ジカルドライブを構成する八ードディスクドライブのうち、いずれかの2台が故障 
しても問題なくデータが使用できます。 



RAID コント□ーラ 








I I 

I I 

I I 


^^ S 







八ード 
テイスク 

ドライブ1 

— _ > 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 


八ード 

ディスク 

ドライブ3 

_ ^ 


八ード 
デイスク 

ドライブ4 

< ^ / 


ストライプ1 ストライプ2 


ストライプ4 


パリティ P (3,4) 



パリテイ P (己， 6) 


パリティ Q (己， 6) 

パリテイ Q 巧， 8) 


ストライプ7 


パリティ P (1,2) 


パリティ Q (1,2) 

パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 

ストライプ己 


ストライプ6 

ストライプ8 


パリティ P 巧， 8) 
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「 RAID 10 」について 


データを2つの八ードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



ストライプ1 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ2 

ストライプ3 

ストライプ3 


ストライプ4 


ストライプ4 

ストライプ5 

ストライプ5 


ストライプ6 


ストライプ6 

、 ▲ 

- RAID 1 - 

、 A 

- RAID 1 - 


▲ ▲ 

- RAID 。 - 


「 RAID 曰 0 」について 


データをを八ードディスクドライブへ「分散パリティがきストライピング」で分散し、さら 
じそれらを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID5 の高信頼性を同時に実現することができます。 


RAID コント□-ラ 





八ード 
デイスク 
ドライブ1 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 


八ード 
デイスク 
ドライブ4 


八ード 
デイスク 
卜うイブ5 


八ード 
デイスク 
ドライブ6 


I ライプ1 I 

ストライプ2 1 

1パリティ(1,2) 1 

ストライプ3 1 

1 ；^ h ライプ4 1 

1パリティは 4) 1 

I ス • hS イプ6 I I 

パリティ(5, 6) 1 

1ストライプ5 1 

I 

ストライプ8 1 

1パリティ（7,8) 1 

1 ライプ7 1 

I パリティ(9, 10)1 

ストライプ9 1 

1ストライプ10 I 

I パリティ(11, 12)1 

1 イプ11 1 

1 ^トライプ12 1 

、 A 

- RAID 已- 


、 A 

- RADS - 


▲ 


RAID0 
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N 8 103-1 29/130 RAID コントローラのコ 
ンフイグレーシヨン 


N 8103 -129/130 RAID コント□-ラの管理ユーティリティは、 WebBIOS です。 

RAID システム管理ユーティリティの起動と終了 

WebBIOS の起動 

下の画面が表示された後、く Ct「l>+<H> 羊一を押します。 

【POST 画面イメージ（パ’ーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAID SAS - MFI BIOS 
Version XXXX (Build MMM YYYY) 
Copyright (c) 20XX LSI Corporation 

HA - X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS 9264-8i 
FW package: X.X.X - XXXX 

0 Virtual Drive(s) found on the host adapter. 

0 Virtual Drive(s) handled by BIOS. 

Press <Ctrl> <H> for WebBIOS.— 


POST 後に t (下の" Adap お「 Selection" 画面が表示されます。 WebBIOS を用いて操作を実施 
する [Adapter No.] を選択してチェックし、に tart] をクリックしてください。 



m 


• POST 中は く Pause 〉 キーなどの操作に関係ないキーを巧さないでくださし、。 

• く Ctrl >+< H > キーを巧し忘れてしまった場合、または POST 後に 
Adapter Selection の画面び表示されなかった場 S ホ、再起動を巧し、、 
再度 < Ctrl >+< H > キーを巧してください。 
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Main Menu 


Adapter Selection を実行すると、選択した Adapter の Web 目 IOS トップ画面が表示されます。 
を Menu の機能については 、 [WebBIOS Menu ] の表を参照してください。また、 VD や物理デ 
バイスのをステータスについては、 [ VD のステータス] (352 ページ）、[物理デバイスのステー 
タス] (353 ページ）の表を参照してください。 





構成されている VD および RAID コント 
□ーラに接続されている物理デバイス 
の情報 




UebBIQS 


) Controller selection 


> Controller Properties 


n 


Con ェ igucstio 打 Wizard 


MegaRfilD BIOS Config Utility Physical Configuration 
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WebBIOS Menu 


項目 

説明 

Controller Selection 

Adapter Selection 画面に戻ります。 

Controller Properties 

本 RAD コント□ーラの設定情報を表示します。 

Scan Devices 

本 RAID コント□ーラに接続されている物理デバイス 
を再認識します。 

Virtual Drives 

すでに構成されている VD の操作画面を表示します。 

Drives 

本 RAID コント□ーラ(こ接統されている物理デバイス 
の操作画面を表示します。 

Configuration Wizard 

VD を構築するウィザードを表示します。 

Physical View / Logical View 

「物理デバイス」と rvDj の表示を切り替えます。 

Events 

イベント情報を表示します。 

Exit 

WebBIOS の終了画面へ移動します。 


VD のステータス (Physical View では表示されません。） 


項目 

説明 

Optimal 

VD が正常であることを示しています。 

緑色で表示されます。 

Partially Degraded 

該当する VD が RAD6 を構成している状態において、 
物理デバイスが 1 台縮退していることを示していま 
す。青色で表示されます。 

Degraded 

該当する VD の物理デバイスが 1 台、あるいは 2 台 
(RAD6 構成時）縮退している状態を示しています。 
青色で表示されます。 

Offline 

該当する VD がオフラインの状態です。 

ホ色で表示されます。 

Initialization 

該当する VD を初期化しています。 

ConsistencyCheck 

該当する VD の整合性をチェックしています。 

Rebuild 

該当する VD がリビルド中です。 

BackGroundInitialize 

該当する VD がバックグラウンドイニシャライズ中で 
す。 

Reconstruction 

該当する VD がリコンストラクション中です。 
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物理デバイスのステータス 


項目 

説明 

Unconfigured Good 

本 RAID コント□ーラに接続されている物理デバイス 
で使用されていない状態です。青色で表示されます。 

Online 

DG (こ組み込まれている物理デバイスです。正常であ 
ることを示しています。 

緑色で表示されます。 

Offline 

DG (こ組み} A まれている物理デバイスです。 

オフライン状態であることを示しています。 

赤色で表示されます。 

Unconfigured Bad 

該当する物理デバイスが故障しています。 

(本ステータスの物理デバイスは Physical View での 
み確認できます。） 

黒色で表示されます。 

Failed 

該当する物理デバイスが故障しています。 

ホ色で表示されます。 

Rebuild 

該当する物理デバイスがリビルド中です。 

黄±色で表示されます。 

Hotspare 

ホ、ソトスペア(こ指定した物理デバイスに表示されま 
す。桃色で表示されます。 


W "0 • Physical View の画面ち側で表示される情報はス□ット番号、物理デバ 

置3 イスの種類、容量、が態を表示しまず。 

• ス□ット番号は「〇〜7」で表され、物理デバイスベイのス□ット番号 
を表示します。 

• 本 RAID コント□-ラでは Events 機能をサボートしていません。 

• Pred Fail Count び「1」の物理デバイスは S . M . A . R . T .エラーを意味 
します。 S . M . A . R . T . エラーとなった物理デバイスの情報は黄色で表示さ 
れます。 

• S . M . A . R . T . エラーとなった物理デバイスは、物理デバイスの自己診断機 
能により、故障び予期されたことを意味していまず。すぐに故障すると 
は限りませんび、早めに該当ディスクを交換することをお勧めいたしま 
す。 
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Controller Properties 

WebBIOS トップ画面にてに ontroller Properties ] をクリ、ソクすると、本 RAID コント□—ラの設定:情 
報が表示されます。 


MegaRf^ID BIOS Config Utility Controller Infornation 


过过 翅齒到 



設を情報画面にて [ Next ] をクリ、ソクすると、本 RAID コント□-ラの詳細設定が表示されます。 



Next page 
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設を情報画面には次のページがあります。 [ Next ] をクリ、ソクすると、詳細設定の続きが表示されます。 



"Schedule CC " の欄のに upported ] をクリックすると、整合性チェックのスケジュール運転の設を 
画面が表示されます。 


MegaR^ID BIOS Config Utility Schedule CC 


flJililUlll fJ 




CC Frequency 
CC Start Tine 
M Select UDs to Exclude CC 


Schedule Consistency Check 

CC Start(nn/dd/yyyy) 
CC Mode 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

バッテリのプ□パティ画面を表 
示します。 

-バッテリ搭載時 ： Present 
- パ、ソテリホ搭載時 : None 

- 


Set Factory Defaults 

No 

- 

不可* 1 


Cluster Mode 

Disabled 

- 

不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


BGI Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Controller BIOS 

Enabled 

- 

不可 


NCQ 

Enabled 

- 

不可 


Coercion Mode 

None 

- 

不可 


S.MAR.T Polling 

300 

- 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Disabled : アラームなし 

Enabled ブラームあり 

Silence ブラームが鳴っている 
場合、停止します 

巧* 2 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値: 30 

巧 


Cache Flush Interval 

4 

- 

不可 


Spinup Drive Count 

2 

- 

不可 


Spinup Delay 

12 

- 

不可 


Stop On Error 

Disabled 

- 

不可 


Drive Powersave 

Disabled 

- 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チ： L 、ソクで不整合をお出 
したときの動作を設定します。 
No: 修復して継続します。 

Yes: 中断します。 

巧 


Maintain PD Fail History 

Enabled 

- 

不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 

巧 
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Schedule CC の設定項目 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

CC Frequency 

Disable 

整合性チェックのスケジュール間 
隔を設定します。*3 

Disable :スケジュール運転無効 
Continuous :常時 

Hourly :1 時間周期 

Daily :1 日周期 

推奨設定値： Weekly: 1 週間周期 
推奨設定値： Monthly :1 ヶ月周期 

巧 


CC Start Time 

12 : 00 AM 

初回の整合性チェックを開始する 
時刻を設定します。 

巧 


Select VDs to Exclude CC 

チェック 

なし 

整合性チェックのスケジュール運 
転で、整合性チェックを実行しな 
い VD を設定します。 

チェックあり：選択している VD に 
対して整合性チて、ソクを実行しま 
せん。 

チェックなし：全ての VD に対して 
整合性チて、ソクを実行します。 

巧 


CC Start (mm/dd/yyyy) 

01/01/2000 

初回の整合性チェックを開始する 
日付を設定します。 

巧 


CC Mode 

Sequential 

Sequential :複数の VD に対して、 
順次整合性チて、ソクを巧います。 
Concurrent :複数の VD (こ対して、 
同時に整合性チェックを行います。 

巧 



*1Set FactoryDefaul なを実施すると出荷時設定に戻せなくなりますので、実施しないでください。 

*2 Alarm を Enable にすると、物理デバイスが故障して VD が Partially Degraded 状態または Degraded 状態になった場合 


に、本 RAID コント□ーラからアラームが鳴ります。 

*3 CC Frequency で設定ずるスケジュール運転の間隔は整合性チェック開始時の時刻を基準に設定されるため、余裕 
を持って間隔を設定してください。 
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設定値変更方法 

"Controller Properties " 画面にて設を変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にあるに ubmit ] 
ボタンをクリ、ソクして設定値を確定してください。 

パ、ソテリを正常に認識している場合は、" Battery 目 ackup " のステータスが" Present " と表示され 
ます。 [ Present ] をクリックすると、 JU 下のバッテリステータス画面が表示されます。 



W -0 上言己プ□パティ画面において " Auto Learn Mode "、 および " Learn Delay 
量 3 Interval ( hrs )" は本 RAID コント□—ラでは設定変更不可です。 



• 本 RAID コントローラでは Events 機能をサポートしていません。バッテ 
リの状態を確認するには電流値を表す Current の値を参照してくださし、。 

- バッテリが充電状態のとき CurrenU よプラスの値を示します。 

- バッテリが放電状態のとき Current はマイナスの値を示します。 

• WebBIOS では画面の表示が自動で更新されません。しばらく時間が 
経ってから画面表示を確認する場合は一度トップ画面に戻るなど表示を 
切り替えてから再度確認してくださし、。 
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Scan Devices 

WebBIOS トップ画面にてに can Devices ] をクリックすると、本 RAID 〕 ント日ーラに接続されている 
物理デバイスを再スキャンします。この機能は WebBIOS 起動後に新たな物理デバイスを接続した際 
に有効です。 


W-0 • 新たに接続した物理デバイスに他のコンフィグレーシヨン情報び保存さ 

na れている場合、似下の " Foreign Configuration " 画面び表示されま 

ず。そのまま新たな物理デバイスとして使用ずる場合は、に lear ] をク 
リックしてください。新たに接続した物理デノレ r ス内のコンフィグレー 
シヨン情報びクリアされまず。 

• 新たに接続した物理デバイスを使用して Universal RAID Utility で VD 

を作成する場台、他のコンフィグレーシヨンび残っていると VD を作成 
できません。その場台は、本機能を使用して残っているコンフィグレー 
シ ヨンを削除して ください。 （*) 

(*) Universal RAID Utility には本機能はありません。 
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Virtual Drives 

Web 巨 lOS トップ画面にて [Virtual Drives ] をクリックすると、すでに構成されている VD に対する操作 
画面が表示されます。 VD —覧の欄には、既存の VD が表示されます。 



項目 

説明 

Fast Initialize 

VD —覧で選択した VD の先頭領域をクリアします。 

Slow Initialize 

VD —覧で選択した VD の全領域をクリアします。 

Check Consistency 

VD —覧で選択した VD の全領域の整合性チェックを行 
います。 

Properties 

VD —覧で選択した VD のプ□パティを表示します。 

Set Boot Drive(Current =XX) 

初期値 NONE 

0S を起動する VD を指定します。 

複数 VD 環境で、 VD01U 外の VD か 6 起動する場合は、 
手動で設定を変更する必要があります。それ]: i かの場 
合は、初期値のままご使用<ださい。 


[設定方法] 

1. VD —覧より 0S を起動させる VD を選択します。 

2. Set Boot Drive (Current =XX) (こチェックを人れ 
ます。 

3. [Go] をクリックします。 



• VD び存在しない場合は、 VD- 覧に VD び表示されません。本操作画面 
は VD び存在するときに使用してください。 

参 Set Boot Drive を正しく設定していても、本体装置の BIOS の Boot プ 
ライオリティの順位によっては、 0S び起動できない場合びあります。 

• VD 構成後、初回の整合性チェックでは不整合が検出される場合びあり 
ます。 
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Drives 

Web 目 IOS トップ画面にて [ Drives ] をクリックすると、本 RAID コント日ーラに接続されている物理デ 
バイスに対する操作画面が表示されます。 



接続されている物理デノ（イスび存在しない場合は、画面ち上の欄に物理デバイ 
スび表示されません。本操作画面は物理デバイスび接続されているときに使用 
して < ださい。 
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Drives 

物理デバイスのプ□パティの磕認はじ(下の手順で行います。ここでは、物理デバイスのプ□パティを 
磕認する例を説明します。 

① 磕認する物理デバイスをクリックして選択する。 

② [ properties ] のチェック欄をクリ、ソクする。 

③ [ Go ] をクリックする。 


② 


MegaRAID BIOS Config Utility Driues 


剑社础凹を J 



Slot: 0, SAS, HDD, 33.375 GB , Online 
Slot:1,SAS, HDD, 33.375 GB , Online 
Slot: 2, SAS, HDD, 33.375 GB , Online 


Slot: 3, SAS, HDD, 33.375 GB , Unconfigured G 
Slot: 4, SAS, HDD, 33.375 GB , Unconfigured G 


►J 

r Rebuild 
巧 Properties 


Ui 


③ 


[过 Home 


^ 弓 o I を Reset | 



♦II 


① 


Start the selected operations 


W 下のようなプ□パティ画面が表示されます。 
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Drives での操作 


項目 

説明 

Locate 

ディスクステータスランプを点の、または点滅させます。 

Make Global HSP 

選択した物理デバイスをすべての DG を対象としたホ、ソトスぺ 
アに指定します。 

Make Dedicated HSP 

選択した物理デバイスを特定の DG を対象としたホットスぺ 
アに指定します。 

Remove HOTSPARE 

選択した物理デバイスをホ、ソトスペアか 6Unconfigured 

Good の状態にします。 

Make Unconf Bad 

選択した物理デバイスのステータスを故障にします。ステー 
タスが Unconfigured Good の物理デバイスに表示されます。 

Make Unconf Good 

選択した物理デバイスのステータスを Unconfigured Good に 
します。ステータスが Unconfigured 目 ad の物理デバイス(こ 
表示されます。 

Prepare Removal 

選択した物理デバイスの Power status を Powersave にしま 
す。 Power status が On、 かつステータスが Unconfigured 
Good の物理デバイス(こ表示されます。 

Undo Removal 

選択した物理デバイスの Power status をオン(こします。 

Power status が Powersave の物理デバイスに表示されます。 

Make Drive Offline 

選択した物理デバイスをオフライン状態(こします。 

ステータスが Online の物理デバイスに表示されます。 

Make Drive Online 

選択した物理デバイスを Online 状態(こします。 

ステータスが Off line の物理デバイスじ表示されます。 

Rebuild Drive 

選択した物理デバイスが組み} A まれている VD のリビルドを開 
始します。 

ステータスが Off line の物理デバイス(こ表示されます。 

Mark as Missing 

選択した物理デバイスを VD を構成している DG か6除かしま 
す。ステータスが Offline の物理デバイス(こ表示されます。 


本 RAID コント □- ラでは Events 機能をサボートしていません。 
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Configuration Wizard 

本 RAID コント□ーラに接続した八ードディスクドライブを用いて VD を構築する機能です。本機能に 
ついてはバーチャルディスクの構築 （366 ページ）にて説明します。 


Controller Selection 

本体装置に本 RAID コント□ーラを複数枚実装した際に、をアダプタの設定を行うために、 WebBIOS 
にてコント□-ルするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS トップ画面よりに ontmller 
Selection] をクリックすると、 WebBIOS 起動時に表示される" Adapter Selection" 画面が表示され 
ます。 


Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面に DG が表示されます。 [Physical View] をクリックす 
ると、 DG を構築している物理デバイスの情報が表示されます。 [Logical View] をクリ、ソクすると、 DG 
内で構築されている VD が表示されます。 


Events 

イベント情報を磕認する画面です。 

I 本 RAID コント□-ラでは Events 機能をサボートしていません。 
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Exit 

Web 目 IOS トップ画面より正 xit ] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための磕認画面が表示され 
ます。 WebBIOS を終了する際は、 W 下の画面じて [ Yes ] をクリックしてください。 



WebBIOS が終了すると、じ(下の画面が表示されます。本体装置を再起動してください。 


Reset Page 


Please Reboot your System 
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バーチャルディスクの構築 

ここでは WebBIOS を用いて VD を構築する手順を説明します。 


Com 吃 uration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面よりに onfiguration Wizard ] をクリ、ソクすると、 trF の画面が表示さ 
れます。該当する操作を選択し、画面ち下の [ Next ] をクリックしてください。 


HecraRAID BIOS Config Utilitu Configuration Uizard 


かな 


Configuration Uizard guides you through the steps for configuring the MegaRAID 
system easily and efficiently. The steps are as follows: 

1. Drive Group definitions Group drives into Drive Groups. 

2. Virtual Drive definitions Define virtual drives using those drive groups. 

3. Configuration Preview Preview configuration before it is saved. 


Clear Configuration 


广 New Configuration 


(T Add Configuration 


^figuration type : 

^lovs you to clear existing configuration only. 


I Ars 
thee 


the existing configuration. If you have any existing dats 
earlier defined drives, the data will be lost. 


I tains the old configuration and then adds new drives to the 
Configuration. This is the safest operation 
— as it does not result in any data loss. 


X Cancel 


H n み 平..] I ) 


項目 

説明 

Clear Configuration 

コンフィグレーション （ RAID 情報）をクリアします。 

New Configuration 

コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成 
します。 

Add Configuration 

既存 VD (こ加え、新た(こ VD を追加します。 


New Confi 呂 uration で新たに VD を作成する場合、既存の構成情報は失われま 
すのでごを意ください。 
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[ AddConfiguration ] を選択した場合、 W 下の画面が表示されます。 

必ず [Manual Configuration ] を選択して、 [ Next ] をクリ、ソクしてください。 



本 RAID コント□-ラでは " Automatic Configuration " 機能はサボートし 
Bta ていません。使用しないでください。 
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複数台の物理デバイスをひとまとめの DG としてを義します。 

① DG を構成する物理デバイスを < Ct 「 l > 羊一を押しながらクリックすることで、複数台選択します。 



③選択完了後、画面左下の [Add To Array ] をクリックします。 



③画面ち側 Disk Groups の欄に、新しい DG が設をされます。 DG の磕定するために、画面ち下の 
[Accept DG ] をクリックします。 
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Slot: 0 , SAS, HDD, 33-375 GB , Online 
Slot:1,SAS, HDD, 33.375 GB , Online 
Slot: 2, SAS, HDD, 33.375 GB , Online 
Slot: 3, SAS, HDD, 33.375 GB , Unconf 
Slot: % SA も HDD, 33.375 GB , Unconf 



凹 


±1 


④ DG 設定後、画面ち下の [ Next ] をクリックします。 


HecraRAID BIOS Confia Utilitu Config Wizard - Driue Group Definition 


•I な 


鋼 


Driue Group Definition： To add drives to Driue Group,hold Control key while selecting 
Unconf Good drives and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 




⑥ DG の設定後、スパンを義画面が表示されます。 

⑥画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定:する DG を選択し [Add to SPAN ] をクリ、ソク 
すると、画面ち側 Span 欄に DG が設定されます。 


HeaaRMD BIOS Config Utilitu Config Uizard - Span Definition 


かな 


Span Definition： To add array hole to a Span，select an array hole from the 

drop-doun.Click on Add To Span. Array hole will be added to the 
spau.Arreiy Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 


Arrau Uith Free Suace 


I Drive Group:0,Hoie;0,R0, RS, R 6,100 .做 G , * 


を Reclaim 


X Cancel I か i Back I Next 


鋼 


增 

I *; 

I 墨 


Backplane: (252), SlotiO；. SAS, HDD, 3 
Backplane: (252), Slot:l,SA も HDD, 3 
Backplane; (252), Slot:2, SAS, HDD, 3 
Drive Groupl 






























































370 RAID システムのコンフィグレーション 


⑩スパン設定完了後、画面ち下の [ Next ] をクリックします。 



wO • RAIDOJ ，日，目を構築ずる場台は、スパン設定は1つの DG だけを設定し 
置 a てください。複数の DG に対して一嵐こ VD 設定する場合、1つ目の DG 

に対して設定してか5、次の DG を選択して設定してください。 

• RAID 10,已〇のスパン構成を構築する場台は、同じ数量の物理デバイス 
で構成された複数の DG をスパン設定してください。 

• 異なる数量の物理デバイスで構成された DG をスパン設定することはで 
をません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を構築します。 DG 磕を後、 VD 定義画面が表示されます。画面ち 
側の中段の" NextLD,Possible RAID Levels " じは、 DG 内に構築可能な VD の RAID レベルおよび最大 
容量が表示されています。 

例として、 RAID 5で最大容量67.75 G 目の VD を構築します。 

① 画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

② "Select Size " 欄へ容量" 67.75" を入力し、" GB " の単位を選択します。 

③ VD の設を完了後、画面中央下 [ Accept ] をクリックします。 

④ 続けて VD の設をを行う場合は、 [ Back ] をクリックし、スパンを義画面から同様の手順で設定を 
行います。 



③ 


③ 


irO あ5かじめ" Select Size" 欄に入力されている容量は、2台の場合は RAID 1、 
3台 m 上の構成の場合は RAID 目の最大容量です。初期で選択されている RAID 
レベルを変更して設定した場合の最大容量は、" Next LD，Possible RAID 
Levels" を参照し手動で入力する必要がありまず。 
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⑥ VD の設定完了後、 [ Next ] をクリックします。 



• 物理デバイスび2台の組み合わせ m がでも RAID 1び作成できる場台びあ 
りますび、本 RAID コント□-ラは物理デバイスが2台構成の RAIDUU 
がはサポートしていません。構成しないでください。 

• WebBIOS を用いても、3台の物理デバイスを使用した、「ストライプヴ 
イズび 8KB」 でかつ 「RAIDS」 の VD はサボートしていません。 


⑥ DG 内に VD が設定され、 U 下の画面が表示されます。設定した VD に誤りがなければ、画面ち下 
の [ Accep 口をクリ、ソクします。 



X Cancel | ♦" Back J 丢 Accept 


⑦ "Save this Configuration ?" というメッセージが表示されますので、 [ Yes ] をクリックします。 
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⑩ "Want to Initialize the New Virtual Drives ?" と新規 VD に対しファストイニシャライズを実施 
するか否かを磕認するメッセージが表示されます。ファストイニシャライズを実施する場合は 
[ Yes ] をクリックしてください。 

⑨ファストイニシャライズを実施した場合、" Drives " 操作画面が表示されます。他の操作を行う 
必要が無い場合は、画面左下の [ Home ] をクリ、ソクしてください。 



⑩ Home をクリックした場合、または⑧でファストイニシャライズを実施しなかった場合は 
WebBIOS トップ画面が表示され、画面ち側に構築した VD が表示されます。 
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Configure SPAN 

例として、4台の物理デバイスを使用して RAID 10( RAID 1 のスパン構成）を構築する手順をじ(下に説 
明します。 


W"0 [ rAIDOO や RAID60 の構成はサボートしておりません。構築しないでくださ 
■ra い。 


① Web 巨 IOS トップ画面よりに onfiguration Wizard ] をクリックして、ウィザードを起動します。 

③ DG を構成する物理デバイスをく Ct 「 l > 羊一を押しながらクリックして選択します。（例として2つ 
の DG を構築しスパンします。） 



③選択完了後、画面左下の [Add To Array ] をクリックし、画面ち側口 sk Groups 欄に DG が設定さ 
れたことを磕認して 、 [Accept DG ] をクリックして磕定します。 
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⑥ DG 磕定後、 W 下のスパンを義画面が表示されます。 

⑥画面左側 Array With Free Space 欄から 、 DG 0 を選択し [Add to SPAN ] をクリ、ソクして、画面 
ち側 Span 欄こ DG を設をします。 


MecraRAID BIOS Config Utility Config Wizard - Span Definition 


けな 


鋼 


Span Definition ： To add array hole to a Span, select an array hole from the 

drop-doun.Click on Add To Span. Array hole will be added to the 
span.Arr 叫 Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 



巧 


X Cancel I か， Back I i"> Next 


④画面ち側口 sk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。同様の手順で2つ目の DG を構築し、 
画面ち下の [ Next ] をクリ、ソクします。 


けな 


Drive Group Definition ： To add drives to Driue Group,hold Control key while selecting 
Unconf Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 


I , が 

增 

I が 

1 1 が 
增 


Backplane: (252), Slot 。， SAS, HDD, 3 
Backplane: (25 礼 Slo む 1,SAS, HDD, 3 
Drive Groupl Size: 33.375 GB 
Backplane: (25 礼 Slo む 2, SAS, HDD, 3 
Backplane: (252), Slo む 3, SAS, HDD, 3 
Drive GroupZ 



X Cancel I ♦" 


聲… > N 於。' 


Slot: 0, SAS, HDD, 33-375 GB , Online 
Slot:1,SAS, HDD, 33.375 GB , Online 
Slot: 2, S 立 S, HDD, 33.375 GB , Online 
Slot: 3, S 立 S, HDD, 33.375 GB , Online 
Slot: % SAS, HDD, 33.375 GB , Unconf 


解 


Groups 


Driues 


HegaRfilD BIOS Config Utility Config Uizard - Driue Group Definition 
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⑦続けて DG 1 を選択し [Add to SPAN ] をクリ、ソクします。2つの DG が画面ち側 Span 欄に設を後、 
画面ち下の [ Next ] をクリ、ソクします。 



⑧ VD 定:義画面が表示されます。画面左側へ必要なパラメータを入力し、画面中央下の [ Accept ] を 
クリ、ソクします。 
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⑨画面ち側の欄に、 DGO と DG 1 がどちらも VDO にを義されていること磕認し、画面ち下の [ Next ] 
をクリ 、ソク します。 



w "0 各スノ くンの物理デバイスが2台の組み台わせ m がでも RAID 10が作成できる 
量3 場合びありますが、本 RAID コント□—ラは各 DG の物理デバイスが2台ずつの 
組み台わせの RAID 10似がはサボートしていません。構成しないでください。 


⑩ - Preview " 画面が表示されますので、設定した VD に誤りがなければ、画面ち下の [Accep 口を 

クリックします。 



⑩ "Save this Configuration ?" と磕認のメッセージが表示されますので、 [ Yes ] をクリ、ソクします。 


⑩ "All data on the new Virtual Drives will be lost . Want to Initialize ?" と構築した VD に対して 
ファストイニシャライズを実施するか否かを磕認するメッセージが表示されます。ファストイニ 
シャライズを実施する場合は [ Yes ] をクリックしてください。 
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⑩ファストイニシャライズを実施した場合、 " Drives " 操作画面が表示されます。他の操作を行う 
必要が無い場合は、画面左下の [ Home ] をクリ、ソクしてください。 

⑩ Home をクリ、ソクした場合、または⑧でファストイニシャライズを実施しなかった場合は 
WebBIOS トップ画面が表示され、画面ち側に構築した VD が表示されます。 
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VD Definition 設定項目 

rConfiguration Wizard 」 の設定項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAID 0 / RAID 1 / RAID 己 / RAID 6 / 

RAID 00 / RAID 10 / RAID 50 / RAID60 

RAID 00 と RAID 60 はホサ 
ポート 

Strip Size 

8 KB/16 KB/32 KB/64 KB/128 KB/ 

256 KB/512 KB/1024 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Ahead 

Write Policy 

Write Back with BBU / Always Write Back 
/ Write Through 

Write Back with BBU : 

通常ライトバック 

Always Write Back : 

常時ライトバック 
WriteThrough : 

ライトス ルー 
奨励設定値： 

Write Back with BBU 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache Policy 

NoChange / Enable / Disable 

奨励設定値： Disable 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後に Back Ground 
Initialize を実施するか否か 
を設定します。 



奨励設定値： No 


BGKBack Ground Initialize) は lU 下の VD でのみ動作しまず。 

• 物理デバイス己台上で構成された RAID 己の VD 

• 物理デバイス7台上で構成された RAID 目の VD 
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ライト车ヤツシュの設定 (write Policy ) じついては、下のモードがあります。ご使用の環境に合わせ 
て設定してください。 



項目 

説明 


Write Back with BBU 

通常ライトバック 

書き 3 A み時にキャッシュメモリを使用しますが、バッ 
テリの異常時や充電が完了していない場合には、自動 
的にライトスルー(こ切り替わるモードです。データ保 
持の観点か6も安全性が高いため、本モード(こ設定す 
ることを推奨しています。 

Write 

Policy 

Always Write Back 

常時ライトバック 

バッテリの状態およびバッテリの有無(こかかわ6ず、 
書き込み時(こ常にキャッシュメモリを使用します。本 
モード(こ設定する場合は、必ず無停電電源装置 ( UPS ) 
を使用してください。 


Write Through 

ライトスルー 

書き込み時にキャッシュメモリを使用しないモードで 
す。データ保持の観点か6最も安全性が高いモードで 
すが、書き込み性能はライトバック設定に比べ劣りま 
す。 


• 常時ライトバックを選択した場をは、バッテリ異常時、または巧電び不 
十分である場合もライトバックで機能しまず。このため、停電時に 
キャッシュメモリ内のデータび消えてしまう場合びあります。 

• 常時ライトバックを使用する場合は、必ず無停電電源装置 (UPS) を使用 
して < ださい。 


ディスク羊ヤツシュ設を (Disk Cache Policy ) には、じ(下のモードがあります。ご使用の環境に合 
わせて設をしてください。 


項目 

説明 

NoChange 

-物理デバイスが持つデフォルトのライトキャ、ソ 
シュの設定を使用するモードです。 

-デフォルトの設定値は、弊な出荷時の設定と異なる 
場合があるため、本モードに設定しないでください。 

Enable 

-物理デバイスのライトキャッシュを常(こ使用する 
モードです。 

-本モードに設定する場合は、必ず無停電電源を使 
用してください。 

Disable 

-物理デバイスのライトキャッシュを使用しない 
モードです。 

-性能は上記の Enable 設定と比べると劣りますが、 
データ保持の観点から最も安全性が高いモードです。 

-データ保持の安全性の観点か6、本モードに設定 
することを奨励しています。 


W-0 参 ディスクキャッシュの設定を NoChange とした場合、物理デバイスの 
置3 デフォルトの設定値は、製社出荷時の設定と異なる場合びあるため、本 

モードには設定しないでください。 

• ディスクキャッシュの設定を Enable にすると、物理デバイスのライト 
キャッシュを使用しまず。このため、停電時に物理デバイスのキャッ 
シュメモリ内のデータが消えてしまう場合があります。 

• 物理デバイスのライトキャッシュを使用する場合は、必ず無停電電源を 
使用してください。 
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RAID Level と Stripe Sizeti 外は VD 作成後変更することができます。 Web 目 IOS トップ画面で [Virtual 
Drives ] をクリックし、 Policies 枠内の設定を変更した後に hange ] ボタンをクリックしてください。 



ライトキャッシュの設定 : (Write Policy ) が 「Write Back with 目目 U 」 となっている状態で、ライト羊ャッ 
シュがライトスルーとなった場合には 、 「Reason for 口 ff in Write 」 の項目にライトスルー設をになっ 
た理由が表示されます。 


Reason for Diff in Wilte 表の 

ライトスルー設定になった理由 

BBU not installed 

バッテリが RAID コント□ーラに接続されていない(バッ 
テリが認識できない） 

BBU is failed 

バッテリが故障した 

BBU is discharged 

バッテリが放電された 

BBU in re-learn cycle 

バッテリがリフレッシュ動作中である 

Reconstruction 

リコンストラクシヨン中である 
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各種機能操作方法 

整合性チ :!: ックに heck Consistency ) 機能 

整合性チェックに heck consistency ) は VD の整合性をチェックするための機能です。 WebBIOS では 
W 下の手順で実施してください。 

① WebBIOS を起動します。 

③ WebBIOS トップ画面より 、 [Virtual Drives ] をクリックします。 

③ Virtual Drives 画面ち上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面ち下より 、 Check Consistency チェック欄をクリ、ソクします。 

⑥チェックマークをる在認した後、 [ Go ] をクリックします。 



③ 


④ 


⑥ 


⑥ VD 構築後1回目の整合性チて、ソクに対しては、じ(下の警告文が表示される場合があります。整 
合性チェックを行う場合は、 [ Yes ] をクリックしてください。このときに不整合が多数橫化され 
る場合がありますが、故障ではありません。 



⑦ Virtual Drives 画面左に、整合性チェックの進抄が表示されます。 
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⑧ Virtual Drives 画面左下の [ Home ] をクリックして、トップ画面に戻ってくださし、 


MeaaRAID BIOS Config Utility Uirtual Driues 


な I か I 凶 iDBlf I 

Abort Progress 
び DO I 


L 5 じ 



Operation 

Check Consistency 
Progress 


iNl 


±1 


广 Fast Initialize 
广 Slow Initialize 
广 Check Consistency 
广 Properties 

广 Set Boot Drive (current= NONE) 
^ Go 」 を Reset I 


VD を作成した後、 1 回目に実施ずる整台性チェックでは未使用領域の整台性 
び取れていない可能性びあるため、不整合箇所を多数検出し、警告□グび登録 
される可能性びありまず。 
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マニュアルリビルド機能 

故障した物理デバイスをホットスワップ（活栓挿抜）で交換することで、リビルドを行うことができ 
ます。本体装置の電源をオフじしてから物理デバイスを交換した場合、自動的にリビルドを開始しま 
せん。その場合には、じ(下に説明するマニュアルリビルド機能を用いて VD を復旧してください。 


• ホットスワップで物理デバイスを交換してリビルドする場台は、 0 S ま 
たは WebBIOS を立ち上げた状態でディスクを交換してください。 

• リビルドの進據は Universal RAID Utility の画面で確認ずるか、あるい 
は WebBIOS のトップ画面でリビルド中の VD をクリックすることで確 
認できます。 

• WebBIOS でリビルドの進據画面を表示したままにすると本体装圍こ 
よっては処理び遅くなる場台びあるため、確認後トップ画面に戻ってく 
ださい。 


物理デバイス3台を用いて RAID 5 の VD を構築している環境において、物理デバイスが1台故障した 
ケースを例に説明します。今回は活栓を換を行わず装置の電源をオフにしてから故障した物理デバイ 
スを交換しているため、オートリビルド機能は動作しません。そこで、下で説明するマニュアルリ 
ビルド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側の交換した物理デバイスのステータスが 

"Unconfigured Good " となっていることを磕認してください。例ではス□、ソト番号2の物理 
デバイスを交換しています。 

PD MissingBackPlane 252: Slot 2 という表示は、「ス□、ソト番号2に取りがけられていた VD を 
構成する物理デバイスが存在していない、あるいは構成から外されている」ことを示していま 
す。 

② トップ画面ち側より、新しく接続した物理デバイス(ここではス□、ソト番号2の物理デバイス)を 
クリックします。 



③ 


③物理デバイスのプ□パティ画面が表示されます。 
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④画面下の " Make Global HSP " を選択して画面中央下の [ Go ] をクリックしてください。または、 
リビルドしたい DG を選択して " Make Dedicated HSP " をチェックし、画面中央下の [ Go ] をク 
リックしてください。 



④ 


⑥リビルドの進抄が画面下に表示されます。 [ Home ] 车一を押してトップ画面に戻ってください。 



wO 整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグランドタ 
スクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進}歩画面を 
表示したままの状態では、本体装置によってはバックグランド処理び遅くなる 
場合びあります。 
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⑥リビルド中、トップ画面は]: i 下のように表示されます。リビルド中の物理デバイスをクリ、ソクす 
るとリビルドの進抄画面が表示されます。 



⑦リビルドが完了するとリビルドしていた物理デバイスのステータスは Online になり、 VD のス 
テータスは Optima になります。 
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ホットスペアの設定 


物理デバイス3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たに物理デバイスを追力□し、 
その物理デバイスをホ、ソトスペアに設定するケースを例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側において、追力□した物理デバイスのステータスが 
"Unconfigured Good " であることを磕認します。 

③トップ画面ち側より、新しく接続した物理デバイス（この例ではス□、ソト番号3の物理デバイス) 
をクリックします。 



③ 


③物理デバイスのプ□パティ画面が表示されます。 
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④画面下の " Make Global HSP " を選択して画面中央下の [ Go ] をクリックしてください。または、 
ホットスペアを設定したい DG を選択して " Make Dedicated HSP " をチェックし、画面中央下 
の [ Go ] をクリックしてください。 


項目 

説明 

Global HSP 

全ての DG (こ対し使用可能なホ、ソトスペアです。 

Dedicated HSP 

特定の DG に対し使用可能なホットスペアです。設定 
する際には、使用する先の DG を指定する必要があり 
ます。 



⑥新しく接続した物理デバイスのステータスが " GL HOTSPARE "、 あるし M ま " DED HOTSPARE " 
になります。 
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⑥画面左下の [ Home ] をクリツクして WebBIOS のトツプ画面に戻ってください。 
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リコンストラクション機能 

物理デバイス3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たに物理デバイスを追力□し、 
物理デバイス4台 RAID 5 の VD へ変更するケースを例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側において、追力□した物理デバイスのステータスが 
"Unconfigured Good " であることを磕認します。 

② トップ画面ち側より、リコンストラクションを行いたい VD (この例では、 Virtual Drive : 0) をク 
リックします。 



I ② 


③ Virtual Drive の設定画面が表示されます。 
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④画面ち側に、リコンストラクション機能に必要な項目が表示されています。 


⑥ 

⑥ I 

⑦ I 


⑧ 


广 Remove drive 



一 化。 Backplane: (252), Slot。，S 
ー ド； Backplane: (252), S 

¥ 


J 

I 


广 Migration only 
- 1 RAID 5 ,, 


广 Migration with addition 



Backplane: (252), SI □むん S 占も HDD, 3 


旷 ±J 

り Reset Go 


論理ドライブが定義されて 
いる DG を構築する物理デバ 
イス情報 


Migration Only : 

RAID レベルの変更のみ 

Migration with addition : 
物理デバイスの追力□および 
RAID レベルの変更 


⑥ "Migration with addition " を選択します。 

⑥リコンストラクシヨン後の RAID レベルを決定します。 


⑦追力□する物理デバイスを選択します。 


⑧⑥〜⑦の操作完了後、画面ち下 [ Go ] をクリックしてください。 

⑨画面左下に進抄が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ画面に 
戻ってください。 


W -0 • リコンストラクション実行後に、 VD の容量が正常に表示されない場合 

■to びあります。その場台はトップ画面か 5 Scan Devices を実施してくだ 

さい。 

• 整台性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグラ 
ンドタスクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださ 
し、。進}歩画面を表示したままの状態では、本体装置によってはバックグ 
ランド処理び遅くなる場合びありまず。 

• リコンストラクション実行中は、設定び一時的に下記に変更されます。 
リコンストラクション完了後、自動的に元の設定に戻ります。 

— Read Policy : Normal 
- Write Policy : Write Through 
— Access Policy : Cached I/O 

• リコンストラクション実行中は、本体装置の電源 Off 、 または再起動を 
しないで < ださい。 
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Locate 機能 

Locate は物理デバイスの LED を点な、または点滅させ、ス□ット位置を磕認する機能です。 VD また 
はホ、ソトスペアディスクの追力日、リコンストラクション、物理デバイスの予防交換などを行う場合は 
事前に物理デバイスのス□、ソト位置を磕認することをお奨めします。 

Locate の実行手順 

① Web 目 IOS のトップ画面ち側で磕認する物理デバイスをクリ、ソクしてください。 

② 物理デバイスのプ□パティが表示されます。 Locate のチェック欄をクリ、ソクしてください。 

③ [ Go ] をクリックしてください。物理デバイスの LED が点な、または点滅します。 
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Slow Initialize 機能 

Slow Initialize は VD のデータ領域の全セクタに" 0" データを書き込み、初期化する機能です。 Web 巨 lOS 
で実施する場合はじ(下の手順で実施して < ださい。 

① WebBIOS を起動します。 

③ WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をクリックします。 

③ Virtual Drives 画面ち上より、 Slow Initialize を実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面ち下より、 Slow Initialize のチェック欄をクリックします。 

⑥チェックマークをる在認した後、 [ Go ] をクリックします。 



③ I 


④ I 


⑥ I 


W "0 • WebBIOS の Confi 呂 uration Wizard で VD を作成ずるときは 、 Fast 

Initialize を実行しパーテイシヨン情報び書かれている先頭セクタのみを 
クリアします。 

• Slow Initialize は完了ずるまで時間びかかります。 
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WebBIOS と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 RAID システムのコンフィグレーション、および、管理、監視を 
行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 Web 目 lOS と Universal RAID Utility を 
併用する上で留意すべき点について説明します。 


用語の差分について 

Web 目 IOS と Universal RAID Utility は、使用する用語が異なります。じ(下の表をもとに読み替えてく 
ださい。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューァ 

raidcmd コマンド 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Drive 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 



raidcmd は Universal RAID U 川 ity が提供するコマンドです。詳細については 
「Universal RAID U 川け yVer2.3 ユーザーズガイド」を参照してください。 


管理番号の差分について 

RAID コント日ーラのを情報の番号は、 WebBIOS と Universal RAID Utility では表示が異なります 。 W 
下の表を参照してください。詳細については 「Universal RAID Utility Ve 「2.3 ユーザーズガイド」を 
参照してください。 


項目 

管理番号 

WebBIOS 

Universal RAID Utility 

Adapter(RAID コント□—ラ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Virtual Drive (論理ドライブ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Array (ディスクアレイ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Physical Drive (物理デバイス） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 
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バックグラウンドタスクの優先度 ( Rate ) の設定値の差分について 

WebBIOS では、バックグランドタスク（リビルド、パト□ールリード、整合性チェック）の優先度を 
数値で設定、表示しますが 、 Universal RAID Utility は、高、中、低の3つのレベルで設定、表示しま 
す。下の対応表を参照してください。優先度とは RAID コント□ーラが処理中のプ□セスに対して 
バックグランドタスクの処理が占める割合を示したものです。 


WebBIOS の設定値と Universal RAID U 川 ity で表示される値の対応 


項目 

WebBIOS の設定値 (％) 

Universal RAID Utility 
で表示される値 


80〜100 

高 (High) 

リビルド優先度 

31〜79 

中 (Middle) 


〇 〜30 

低 (Low) 


80〜100 

高 (High) 

パト□ールリード優先度 

31〜79 

中 (Middle) 


〇 〜30 

低 (Low) 


80〜100 

高 (High) 

整合性チ： L 、 ソク優先度 

31〜79 

中 (Middle) 


〇 〜30 

低 (Low) 


Universal RAID U 川 ity の設定値と WebBIOS で表示される値の対応 


項目 

Universal RAID Util け y の 
設定値 

WebBIOS で表示される値 
(%) 


高 (High) 

90 

リビルド優先度 

中 (Middle) 

50 


低 (Low) 

10 


高 (High) 

90 

パト □ ールリード優先度 

中 (Middle) 

50 


低 (Low) 

10 


高 (High) 

90 

整合性チ： L 、 ソク優先度 

中 (Middle) 

50 


低 (Low) 

10 



• WebBIOS では、バックグラウンドイニシャライズの優先度が設をでき 
ますが 、 Universal RAID U 川け y では設定:できません。 

• Universal RAID U 川 ity は、初期化処理 (Slow Initialize ) の優先度が設定:でき 
ますが、本製品では未サポートのため設をできません。 
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N 8103 -134 RAID コント□—ラのコンフイ 
グレーシヨン 


N 8103-134 RAID コント□-ラの〕ンフィグレーシヨンを使用して、内蔵の八ードディスクドライブ 
を RAID システムとしてを使用する方法を説明します。 

RAID システム管理ユーティリティの起動と終了 

ユーティリティの起動 

本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示されたときに<(：下民1_-5>车一を押します。 


SuperTrak EX SAS 6G RAID Controller BIOS Version )(.X.XX.XX VPD(XX.XX) 
(c) 20XX Promise Technology, Inc. All rights reserved. 

Summary of Controller X : ST EX 日 760 T-XXX 
k Single Image Version : X.}(.XX.XX 

► Number of Physical Dev : X 

► Number of Disk Array : X 

► Number of Logical Dev : X 

Summary of Controller X : ST EX 8760 T-XXX 
k Single Image Version : X.)(.XX.XX 
^ Number of Physical Dev : X 

► Number of Disk Array : X 
k Number of Logical Dev : X 


Press <Ctrl> + <S> to enter Super 巳 uild (tm) Configuration Utility 
Press <Esc> or <Space> to Continue 量 j 量 j 量 j 量 !;; | 


PaI 本体装置に搭載されたコントローラの枚数と同数の情報が post で表示されま 
ム^ す。上記の例では RAID コントローラが2枚搭載されており、 Controllerl および 
Cotroller 2 の情報が確認できます。 


RAID コント□ーラのユーティリティが表示されます。 


Promise Ltd. ^ 2006-2009 SuperTrak EX SAS 6G RAID Controller 



ユーティリティを終了するには、<T0P>メニューにて <ESC> 丰一またはく F10> 羊一を押します。 W 
下の確認のメッセージが画面最下部に表示されたら、 <Y> を押して<ださい。 


ur 且 ticm Utilityf LYJ 
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Main Menu 


Supe 旧 uild utility を起動すると最初に表示される [Main Mem] 画面です。ここから各種設をを行う 
ため矢印キーく t ><1>く^>く一>ゃ<[が6「>キーで画面を切り換えます。 



• Controller Selection 

本体装置に搭載されている RAID コント□ーラを切り替えます。実装枚数が1枚の場合には表示 
されません。 

• Controller Information 

ファームウェアや BIOS のバージョンなど、 RAID コント□ーラの情報を磕認することができま 
す。 

• Physical Drive Management 

HDD の情報や論理ドライブへの割り当て状態を磕認することができます。 

参 Disk Array Management 

ディスクアレイの作成や削除を行うことができます。また、既存のディスクアレイの設を情報や 
ステータスをる在認することができます。 

• Logical Drive Management 

論理ドライブの作成や削除を行うことができます。また、既存の論理ドライブの設を情報やス 
テータスを磕認することができます。 

• Spare Drive Management 

ホ、ソトスペアディスクの作成や削除を行うことができます。また、既存のホ、ソトスペアディスク 
の設定情報やステータスを磕認することができます。 

• Back 呂 round Activity 

論理ドライブに対するバックグラウンドタスク（リビルドや初期化など)の進抄状況を磕認でき 
ます。 

• Event Log 

これまでじ実行されたバックグラウンドタスク等のイベントが時刻とともに記録されており、必 
要に応じて本製品、構築した RAID システム、 HDD または SSD の状態を磕認することができます。 
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• Time Sync 

Time Zone の変更ができます。使用しません。 

♦ Miscellaneous 

RAID コント□ーラのを種設をが巧能です。ブザーおよび LED ランプの設定ができます。 



ハードウエア編 399 


Controller Selection 

[Main Mem] から [Controller Selection] を選択すると、 RAID コント□—ラを選択する画面が表示さ 
れます。この画面では、本製品を複数枚実装した場合に操作対象の RAID コント□ーラを選択するこ 
とができます。 



RAID コント□ーラは RAID コント□ーラが使用している PCI ス□、ソト No のルさい順に表示されます 
が、操作時に間違いのないよう、コント□-ラを切り替えた徵 Controller Information] 画面で選択さ 
れているコント□ーラを磕認することをお奨めします。 

また、選択中のコント□ーラは画面左上に表示されます。 


Menu 





henu 


Controller Information 


Physical Drive Management 
Disk Array Management 
Logical Drive hanagemeiit 
Spare Drive han 叫 ement 
Background Activity 
Eyent Log 
Time Sync 
Miscellaneous 
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Controller Information 

[Main Menu] から [Controller Information] を選択すると、下の画面が表示されます。この画面では、 
本製品のファームウェアや目 I0S のバージョン、 PCI バス上の割り当て情報などを磕認することができ 
ます。 



Ccmtro 1 ler Information I 


Uendor 

Model 

UUN 

Memory Type 
Memory Size 
Single Image Uer 
Firmware Uersion 
BIOS Uersion 
PCI Func Address 
PCIE Link Width 
PCIE Link Speed 


PROMISE 

ST EXB760T-512 
2000-0001-5500-0000 
DD 胎 smm 
日 12 他 

5.00.0070.40 

5.00.0070.40 

5.00.0070.40 

Bus 9 日 ， Dev 00, Func 00 

x4 lanes 

日 . OGbps 


eturn to Previous 


• Vendor/Model 

製造元ベンダさ)およびモデルをを表示します。 

• WWN 

World Wide Name の略で、製品固有の番号を示します。 

• Memory Type/Size 

搭載しているメモリのタイプおよび容量を表示します。 

• Single Image Ver/ Firmware Version/BIOS Version 

シングルイメージ、ファームウェア、目 lOS のバージョンをそれぞれ表示します。 

• PCI Func Address/ PCI Link Width/ PCI Speed 

PCI 情報を表示します。 

参 Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 
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Physical Drive Management 

[Main Mem] から [Physical Drive Management] を選択すると、(下の画面が表示されます。この画 
面では、接続されている HDD または SSD のモデルをや容量を磕認することができます。 



• ID 

接続されている HDD または SSD のス□、ソト D を表示します。 

D は 1-4(Po「t1-4 に接続)および 129-132(Po「t5-8 に接続)で表示されます。 

• Model Name 


HDD または SSD のモデルをを表示します。 


参 Capacity 

容量を表示します。 

• Status 


現在の ステータスを 表示します。 


Status 

説明 

OK 

オンライン状態です。 HDD または SSD が正常に動作しています。 

PFA 

HDD または SSD (こエラーが発生しており、継続使用(こよる故障がそ 
測されます。 

DEAD 

HDD または SSD (こアクセスできない状態です。故障が疑われます。 

Rebuild 

HDD または SSD に対してリビルドが実行されています。 

Md.Patrol 

HDD または SSD に対してパト□ールリード (URU でのみ実巧巧)が実 
行されています。 

stale 

iU 前のアレイコンフィグレーシヨン情報を持っている HDD です。 
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• Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 

任意の HDD または SSD の詳細な情報を磕認する場合、 HDD または SSD に力ーソルを合わせ 
<£が6「>车一を押します。 


—— |hain henu | - 1 

Contr I - 1 Physical Drive Management 1- 


Ccmtr 

Fhysi 

Disk 

Logic 

Spare 

Backg 

Event 

Time 

Mi see 


—— (Physical Drive Inf 

□rmation | - 

Physical Drive ID 

129 

Model Number 

SSDSA2SH064G1GC 

Serial Number 

CUEM 902100 IW064KGN 

Firmware Uersiem 

447C886 

Drive Interface 

SSD 3Gb/s 

Protocol 

ATA/ATAFI-7 

Capacity 

46.44 GB 

Location 

Enel1 Slot 日 

Cemfiguration 

Array 0 SeqNo 0 

Status 

OK 

Clear Status 


Force disk to offline 

画 Return to Fre リ ious 





• Physical Drive ID 

接続されている HDD または SSD のス□、ソト ID を表示します。 

ID は 1-4(Po「t1-4 に接続)および 129-132(Po「t5-8 に接続)で表示されます。 

• Model Name 

製造ベンダのモデルをを表示します。 

• Serial Number 

製造ベンダのシリアルナンバーを表示します。 

• Firmware Version 

ファームウェアバージョンを表示します。 

参 Drive Interface 

最大 PCI バス転送レートを表示します。 

• Protocol 

未サポートです。 

参 Capacity 

容量を表示します。 

• Location 

HDD または SSD が組み a まれている位置情報を示します。 

• Configuration 

HDD または SSD が組み a まれているディスクアレイの情報を示します。 


















ハードウエア編 403 


• Status 

HDD または SSD の ステータスを 示します。 

• Force disk to online(offline) 

HDD または SSD を強制的に論理ドライブに組み込みます(または切り離します) 
ディスクアレイに組み込まれたス□、ソトでのみ実施することが巧能です。 

参 Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 
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Disk Array Management 


[Main Menu] から [Disk Array Management] を選択すると tTF の画面が表示されます。この画面で 
は、ディスクアレイの作成や削除を行うことができます。 



• ID 

ディスクアレイ番号を表示します。 

• Disk Array Name 

作成済みディスクアレイのを前を表示します。 

参 Capacity 

ディスクアレイ容量を表示します。 

• Status 

ステータスを 表示し ます。 


Status 

説明 

OK 

ディスクアレイがオンライン状態です。 

ディスクアレイが正常に動作しています。 

Degraded 

ディスクアレイを構成している HDD または SSD 1台]:>(上が故障して 
いるか、接続されていない状態を示します。 

Rebuild 

論理ドライブがリビルド中の状態です。 

Offline 

オフライン状態です。ディスクアレイを構成している全ての HDD また 
は SSD が故障しているか、接続されていない状態を示します。 

Miss PD 

ディスクアレイの構成情報にある HDD または SSD の情報と、実際に 
接続されている HDD または SSD が異なり、また当該 HDD または SSD 
が他の構成情報を持っていない場合、 HDD または SSD が失われた状 
態として比示されます。 

Imcomplete 

あるディスクアレイで使用されているス□ット(こ接続された HDD ま 
たは SSD が別の構成情報を持っている場合、不完全な状態として表示 
されます。 


Create Disk Array 

ディスクアレイを作成する場合に選択します。詳しい手順は r ディスクアレイの作成方法」(419 
ページ）を参照してください。 
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• Delete Selected Disk Array 

ディスクアレイを削除する場合に選択します。詳しい手順は 「RAID システムの削除」 （425 ペー 
ジ）を参照してください。 

また、任意のディスクアレイの詳細な情報を磕認する場合、ディスクアレイにカーソルを合わせ 
<£が6「>车一を押します。 


—— jhain 

Menu 1 - 1 

Ccmtr 

- [Disk Array Management| - 1 


Fhysi 


—— |Disk Array Info and Setting| - 


Disk 


Disk Array ID : 0 


Logic 


Disk Array Name : DiskArray1 


Spare 


Capacity (Configurable) : 139.32GB _ 


Backer 


Capacity (Free) :, OByte 


Event 


Number of Physical Drives : 3 


Time 


Number of Logical Drives : 1 


Mi see 


Status : OK 




Physical Drives in the Disk Array 




Logical Drives in the Disk Array 




Start Manual Rebuild 




Save Setting 



■ 




■ 

1 



• Disk Array ID 

ディスクアレイ番号を表示します。 

• Disk Array Name 

ディスクアレイ作成時に設定したディスクアレイをを表示します。その場で変更が巧能です。 

• Capacity に onfigurable) 

ディスクアレイの容量を示します。 

• Capacity (Free) 

論理ドライブに設定巧能な最大容量を示します。 

参 Number of Physical Drives 

ディスクアレイを構成する HDD または SSD の数を示します。 

• Number of Logical Drives 

ディスクアレイ内に作成済みの論理ドライブの数を示します。 


• Status 

ディスクアレイのステータスを表示します。前画面に表示されるものと同一です。 
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• Physical Drives in the Disk Array 

ディスクアレイを構成する HDD または SSD の一覧を表示します。詳細は 「Physical Drive 
Management」（401 ぺージ）を参照してください。 


—— jriain Menu|- 


CGTitr 

Fhysi 

Disk 

Locric 

Spare 

Backg 

Eyent 

Time 

Misce 


—— I Disk Array Management | - 

- [Disk Array Info and SetxingI- 


— I Physical Drujes in the 
ID i Model Name 
129i SSDSAZSH064G1GC 
1301 SSDSAZSH064G1GC 
13ZI SSDSAZSH064G1GC 


isk Array | — 
! Capacity 
i 46.44 GB 
I 46.44 GB 
I 46.44 GB 




• Logical Drives in the Disk Array 

ディスクアレイに既に作成済みの論理ドライブの情報を示します。詳細は 「Logical Drive 
Management」（408 ぺージ）を参照してください。 



• Start Manual Rebuild 

手動でリビルドを実行し、ディスクアレイを修復します。 S ねけ Manual Rebuild はリビルドの対 
象ディスクアレイに構成されている論理ドライブのステータスが Critical または Degrade の場合 
のみ選択が巧能です。マニュアルリビルドにより、 HDD または SSD を交換することなくディス 
クアレイの修復が可能となります。 

なお、障害が発生した HDD または SSD を抜き、別の新しい HDD または SSD に交換した場合には、 
自動的にリビルドが開始されます。（オートリビルド） 


Source Sequence Number 
Target Physical Drive ID 


Start Manual Rebuild 


eturn to Previous 
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① Source Sequence Number と ③ Target Physical Drive ID を指定し 、 Start Manual Rebuild 
を選択することでマニュアルリビルドが実行されます。 

*0)，②の值は下の 「Physical Drive Information 」 で参照することができます。 

「Main Mem 」 の 「Physical Drive Management 」 でリビルドさせたい HDD ( Status が Dead ) 
を選択、 Enter 羊一を押して 「Physical Drive Information 」 を表示させます。 



I——I Physical Drive Inf 
Physical Drive ID 
Model Number 
Serial Number 
Firmware Uersion 
Drive Interface 
Protocol 
Capacity 
Location 
Ccmfiguraticm 
Status 



<ft2SH064GlGC 
302100 IW064KGN 
447C886 

SSD 3Gb/s 
ATA/ATAFI-7 
46.44 GB 
Enel1 Slot 
Array 0 Seq が 0 
Dead 



Clear Status 
Force disk to online 


eturn to Previous 


* 上記の例では ① Source Sequence Number が「0 」、③ Target Physical Drive ID が「129」 
となります。 

• Save Setting 

文字の色が白になっている項目については、その場での変更が巧能です。グレーの部分は変更で 
きません。項目を変更する際には項目までカーソルを移動させ、 Enter 丰一で変更または入力が 
可能な状態となります。設定を変更した後 、 Save Setting を選択することで、変更が反映され 
ます。 


• Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 
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Logical Drive Management 

[Main Menu ] から [Logical Drive Management ] を選択すると W 下の画面が表示されます。この画面 
では、論理ドライブの作成や削除を行うことができます。 



• ID 

論理ドライブ番号を表示します。 

参 Logical Drive Name 

論理ドライブ作成時に設をした論理ドライブをを表示します。 

参 Capacity 

容量を表示します。 

• Status 

ステータスを 表示し ます。 


Status 

説明 

OK 

オンライン状態です。論理ドライブが正常(こ動作しています。 

Degrade 

デグレード状態です。 RAID 6 の論理ドライブで1台の HDD または SSD 
がオフラインとなっています。論理ドライブに冗長性があり、運用の 
継続も巧能です。さ6(こもう1台が故障しても運用継続可能ですが、 
早急に復旧することをお奨めいたします。 

Critical 

縮退状態です。 RAID 1， RAID 5， RAID 10 では1台が、 RAD 6 では2台の 
HDD または SSD がオフラインとなっています。運用の継続はできま 
すが、論理ドライブに冗長性がな<なっているため早急に復旧する必 
要があります。この状態でさ6じもう1台が故障すると、運用が継続 
できな<なります。 

Offline 

オフライン状態です。 RAID 0 では1台]:>(上、 RAID 1,日，10では2台]:>(上 
RAD 6 では3台じ(上の HDD または SSD がオフラインになっています。 
論理ドライブがオフラインじなると、データ処理ができなくなりま 
す。 

Initial 

論理ドライブの初期化が実行されている状態です。 

Redun.Chk 

論理ドライブに対して整合性チて、ソク ( URU でのみ実巧巧)が実巧され 
ています。 
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• Create Logical Drive 

論理ドライブを作成する場合に選択します。詳しい手順は「論理ドライブの作成方法」 （420 ペー 
ジ）を参照してください。 

• Delete Logical Drive 

論理ドライブを削除する場合に選択します。詳しい手順は「論理ドライブの削除方法」 （425 ペー 
ジ）を参照してください。 

また、任意の論理ドライブの詳細な情報を確認する場合、論理ドライブにカーソルを合わせ 
<£が6「>车一を押します。 


—— |Main Menu j- - 1 

Contr —— I Logical Drive Management! - 

ID ! Logical Drive Name ! Capacity 
0 


Fhysi 

Disk 

Logic 

Spare 

Backg 

Eyent 

Time 

Misce 


! Status 


Cre 

Del 

Ret 


—— I Logical Drive Info a 
Logical Drive ID : 
Logical Drive Marne : 
Capacity : 

RAID Level 

Stripe Size : 

Sector Size : 

Urite Cache Policy : 
Read Cache Policy 
Disk Array ID : 

Status : 

Initialization Start 
Save Setting 


and Setting| - 

0 

LogicalDriyel 
92.88GB 
RAID 5 
128 KB 
512 Bytes 
Write Back 
Read l^head 
0 
OK 


• Logical Drive ID 

論理ドライブ番号を表示します。 

• Logical Drive Name 

論理ドライブ作成時に設定した論理ドライブをを表示します。その場での変更が巧能です。 

• Capacity 

論理ドライブ容量を表示します。 

• RAID Level 

RAID レベルを表示します。 

• Stripe Size 

Stripe Size を表示します。 

• Sector Size 

Sector Size を表示します。 

• Write Cache Policy 

Write Cache の設をを表示します。その場での変更が巧能です。 

• Read Cache Policy 

Read Cache の設定を表示します。その場での変更が巧能です。 
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• Disk Array ID 

この論理ドライブが存在するディスクアレイの番号を示します。 

• Status 

現在の ステータスを 表示します。 

参 Initialization Start 

論理ドライブに対して初期化を実施します。初期化はフルイニシャライズとクイックイニシャラ 
イズの実行が巧能です。 Initialization を選択した後、フルイニシャライズは" F ’ を、クイ、ソクイ 
ニシャライズは" Q " を選択し、実行してください。（キャンセルする場合は" C ") 

既に初期化を実行中の場合、代わりに Initialization Stop が表示され、初期化を停止することがで 
きます。詳しい手順は「論理ドライブに対する初期化の実施方法」 （424 ページ)」を参照して< 
ださい。 

• Save Setting 

画面内で文字が白になっている項目はその場で変更が巧能です。 

変更を力□えた後 、 Save Setting を選択し変更を有効にします。 
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Spare Drive Management 

[Main Mem ] からに pare Drive Management ] を選択すると下の画面が表示されます。この画面で 
は、ディスクアレイに対してホットスペアディスク(予備ディスク)を作成することができます。ホ、ソ 
トスペアディスクはディスクアレイに障害が発生した際に自動でリビルドを開始し、縮退運転からの 
早期回復を実現する機能です。また、作成済みのホ、ソトスペアディスクはリスト表示され、設定の確 
認や変更を行うことができます。 



• ID 

接続されているポート番号 ( Po 「 t 1 〜 4) を表示します。 

• Model Name 

製造ベンダのモデルをを表示します。 

参 Capacity 

容量を表示します。 

• Status 

現在のステータスを表示します。表示されるステータスの種類は 、 Physical Drive Management 
と同じです。 

• Assign Spare Drive 

ディスクアレイに組み込まれていない未使用の HDD または SSD をホ、ソトスペアディスクに設を 
します。 

• Delete Selected Spare Drive 

作成済みのホ、ソトスペアディスクを削除します。 

• Return to Previous Menu 

前画面に戻ります。 
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ホ、ソトスペアディスクが設定されていない場合、リストには何も表示されません。ホ、ソトスペアディ 
スクを新たじ設をする場合には 、 Assign Spare Drive を選択します。 


—— [Main henu| - 1 

Contr I - 1 Snare Drive hanagement I- 


Physi 


—— 1 Assign Spare Drive| —— (Step レ 2) - 

Disk 


自 elect a Physical Drive : 

Logic 


ID 1 Model Name ! Capacity 1 Status 

Spare 


■ 1291 SSDSA2SH064G1GC 1 46.44 GB 1 OK | 

Backg 


1 1 1 

Event 


1 1 1 

Time 


1 1 1 

Misce 


1 1 1 

1 1 1 

1 1 1 

1 1 1 



Next Step 


— 

Return to Previous Menu 


こ 





リストにはホ、ソトスペアディスクとして設を可能な HDD または SSD が一覧表示されます。設をを行 
うじは、ホ、ソトスペアディスクに設定する HDD または SSD を選択します。 



• PD ID 

ホ、ソトスペアディスクに設定する HDD または SSD の ID を表示します。 

参 Revertible 

Revertible ホ、ソトスペアディスクを作成するか選択が可能ですが、 Revertible は必ず No に設をし 
てください。 
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参 Spare Type 

ホ、ソトスペアディスクのディスクアレイに対する適用範囲を選択できます。 Global を選択した場 
合、全てのディスクアレイに対してホ、ソトスペアディスクとして機能します。 Dedicated を選択 
した場合、指定したディスクアレイにのみホ、ソトスペアディスクとして機能します。 

Dedicated スペアディスクは、スペアを設定したデバイスと同一のインタフエースで構成された 
ディスクアレイに対してのみ設をが巧能です。 


Assign Spare Drive — (Step - 1 

リ ID : 1Z3 

Revertible : No 
Spare Type 
ID ! Disk Array Name 
0 I DiskArrayl 
1! DiskArrayZ 


Capacity I Status 

52.88GB i OK 

67.50 GB ! OK 



また 、 Spare Drive Management 画面では、既じ設をされているホ、ソトスペアディスクが一覧表示さ 
れ、設定情報の磕認や変更が巧能です。 


—— Ihain Menu| - 1 

Contr I - 1 Spare Drive Manaaement 卜 


Physi 

Disk 

Logic 

Spare 

Backg 

Eyent 

Time 

Misce 


-1 Spare Drive 

Info and Setting| - 

FD ID 

129 

Rewertible : 

No 

Spare Tupe : 

Global 

Save Setting 




力ーソルをホ、ソトスペアディスクに合わせ、リターン车一を押すとに pare Drive Info and Setting 」 
画面が表示され Spare Type が変更できます 。 Save Setting で設をを保存できます。 
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Background Activity 

[Main Menu ] から [Background Activity ] を選択すると下の画面が表示されます。この画面では、 
論理ドライブに対するバックグラウンドタスク（リビルドや初期化など)の進抄状況を磕認することが 
できます。 



• Device 

既存の論理ドライブを表示します。 

参 Type 

登録されているバックグラウンドタスクの種類を表示します。 
(タスクの状態は、 S ね tus で表示されます） 


Status 

説明 

Rebuild 

リビルド(こ関するタスクが登録されています。 

Md.Patrol 

パト□ールリードに関するタスクが登録されています。 

Initial 

初期化に関するタスクが登録されています。 

Redun.Chk 

整合性チエック(こ関するタスクが登録されています。 


• Status 

バックグラウンドタスクの実行状態を表示します。 


Status 

説明 

Running 

Type (こ表示されているバックグランドタスクが実行中であることを 
意□末します。 

Paused 

Type に表示されているバックグランドタスクが一時停止状態である 
ことを意□末します。 

Queued 

バックグラウンドタスクがキュー（待ち状態)にあることを示します。 


• % 


バックグラウンドタスクの進抄状ミ兄を(％)で表示します。 
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Event Log 

バックグラウンドタスクの開始時、進行中、終了時など、あるイベントが発生すると自動的に Event 
Log に情報が記録されていきます。 Event Log 画面では RAM 情報の他に NvRAM 情報の磕認が巧能で 
す。□グを消去する場合には Clear All Event Log を選択してください。 



Events Log f - 

Select Location : RAM 


Device 
Ctrl1 
SEP 1 Enc 1 
BAT 1 Enc 1 
BAT 1 Enc 1 
PD 1 
FD 2 
DA 0 
LD 0 


Clear All Event Log 


eturn to Previous 


Description 

The system is started 

SEP is found 

The write policy of » 

Battery is not present 
Physical Disk is marked online 
Physical Disk is marked online 
New disk array has been created 
A new Logical drive has been » 
00 レ 014 Next Page 



初期化等のバックグラウンドタスクは10%完了するごとに進行中のログが登 
録されます。バックグラウンドタスクが完了した時点で10個の同一内容のイべ 
ントが登録されますが異常ではありません。 


イベントの詳細な情報を表示させる場合、そのイベントにカーソルを合わせ、 <Erite「> キーを押すと、 
[Event Information] 画面が表示されます。 


rl 志 


lin 柜 ‘" 
iTitr 


Fhysi 

Disk 

Logic 

Spare 

Backg 

Eyent 

Time 

Misce 


hemji j 
—— I Events 


Log|- 


Select Location: 
SeqNo ! Device 


! Description 


,vent Information 卜 
Sequence Number : 7 
Device : L 
Severity : i 
Time Stamp : F 
Description : A 


7 

LD 0 _ 

info 

Fri Mov Z71Z ： 40 ： Z4 Z009 
A neu Logical drive has been created 


• Sequence Number 

イベントのシーケンス番号を表示します。 

参 Device 

イベントの発生したデバイスを表示します。 

• Severity 

イベント種別を表示します。 
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• Time Stamp 

イベントの実施日時を表示します。 

• Description 

イベントの内容を表示します。 


Time Sync 



Time Zone の変更ができます。工場化荷時に正しい値が設定されますので、通常使用しません。 

Time Zone を変える場合には 、 Current Time Zone に力ーソルを合わせ、「一」または「十」を押します。 
変更をセーブするには 「Sync Time With Embedded Site 」 を選択します。 
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Miscellaneous 


——I Misce 1 laneous j- - 

SAS READY LED : ON 

If set to ONj uihen not processing a commandj 
assert the READY LED signal continuously. 
SGPIO Backplane [Generic] 

Buzzer : Disable 

NCq Setting : Enable 

Auto-RB to dead Disk : Disable 

Spin-up delay : 0 seconds ( -/+ Adjust ) 

Adaptive WriteBack Cache : Enable 


Seturn to Previous 


RAID コント日ーラのを種設定:が変更できますが、"目 uzzer " ，" Auto-R 目 to dead Disk " ，および 
Adaptive WriteBack Cache " 外の項目は変更しないようにしてください。設をが巧能な項目の詳 
細は]: i 下となります。 

• SAS Ready LED 

デフォルト値のまま使用してください。 

• SGPIO Backplane 

Generic のまま使用してください。 

参 Buzzer 

ON にした場合、異常発生時にブザーが鳴ります。 OFF の場合一切ブザーを鳴らしません。 

• NCQ Setting 

デフォルト値のまま使用してください。 

• Auto-RB to dead disk 

デフォルト値のまま使用してください。 

• Spin-up delay 

デフォルト値のまま使用してください。 

• Adaptive WriteBack Cache 

パ、ソテリ搭載環境で、バッテリに異常が発生した際、データ保護のため自動的に WritePolicy を 
切り替えるか設を巧能です。 Enable (自動切換え)での使用を推奨いたします。 
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RAID システムの構築 

RAID システムの構築手順について説明します。本手順ではホ、ソトスペアディスクの設定については 
記述していません。ホ、ソトスペアディスクの設定手順については、に pare Drive ManagementJ (411 
ページ）を参照してください。 


RAID システム構築作業フ□一 


[Disk Array Management] 

— [Delete Selected Disk Array] 



[Logical Drive Management] 
-* [Create Logical Drive] 

(Step 1 /2) 

1) ディスクアレイのげ態®認 
吕）ディスクアレイの還択 
(Step 2/2) 

1) 論理ドライブをの設定 

2) RAID レベルの設定 

3) 容量の設定 

4) ( ストライプサイズの設定） 

日）（ライトキャッシュの設定） 

6) (U- ドキャッシュの設定） 

「論理ドライブの作成」参照 


RAID システム構築完了 
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ディスクアレイの作成方法 

1 . [Main Menu ] で [Disk Array Mana 呂 ement ] を選択します。 

2. リストに表示がある場を、既にディスクアレイが存在します。リストに表示の無い場合ま 
たは追加でディスクアレイを作成する場合には、矢印キーく t > くでに reate Disk 
Array ] に力ーソルを合わせく Enter > キーを押し次に進みます。 



3. ディスクアレイに使用可能な HDD がリストで表示されます。ディスクアレイに構成させ 
る全ての HDD をスぺースで選択し 、 [Save Confi 呂 uration ] でディスクアレイを作成しま 
す。 




接続中の HDD が一覧に表示されない場合にはじ TF の点をご確認ください。 

• HDD がホットスペアディスクに設をされていないか。 

(あらかじめホットスペアディスクに設をされている場合、表示されま 
せん。 HDD がホットスペアディスクかどうか確認する場合には 、 Spare 
Drive Management 画面を参照してくださし、。） 

また、じ TF の異常が見られる場合には、保ずサービス会社かお買い求めの販売 
店までご連絡ください。 

• 新品の HDD 、あるいは保ず交換用の HDD を接続した場合で、 「 S ね tus 」 
が 「0 K 」 になっていない。 

• 接続されている Model Name が同一の HDD または SSD が同一容量でなし、。 
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論理ドライブの作成方法 

1 . [Main Menu ] で [Logical Drive Mana 呂 ement ] を選択します。 

2. 既に作成済みの論理ドライブがリストで表示されます。論理ドライブを作成する場合に 
は、矢印キーく t > く i >でに reate Logical Drive ] に力ーソルを合わせく Enter > キーを押 
し、次に進みます。 



3. 作成済みのディスクアレイがリストで表示されます。論理ドライブを作成するディスクア 
レイのステータスが日 K となっていることを確認した後、 Space キーで選択し [Next 
Step ] で次に進んでください。 

リストにディスクアレイの表示が無い場合、論理ドライブ作成対象となるディスクアレイ 
が存在しないため、「ディスクアレイの作成方法」 （419 ページ）を参照し、ディスクアレ 
イの作成を行ってください。 


I——I [Create Logical Drive] — (Step 1/2)]- 


Select a Disk Array : 


ID i Disk Array Name 

Capacity 

0 ! DiskArrayl 

139.3 ZGB ~ 

1 

1 

- 


Status 

OK 


Next Step 



4. 論理ドライブ作成に必要な各種設定を行います。 


I——I [Create Logical Drive] - (Step シ 2 中 
リ ID 


Disk Array 
Capacixu (Free) 

Logical Drive Name 
KAID Leyel 
Capacity 
Stripe Size 
Sector Size 
Write Cache Policy 
Head Cache Policy 


Sa'je Ccmf i gurax i cm 


eturn to Previous 


0 

139 


GB 


LogicalDri'jel 
RAID 0 

0 GB 

1Z8KB 
日 12 Bytes 
Write Back 
Read 


0: Auto 
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設定項目 

デフオルト設定 

備考 

Disk Array ID 

X 

変更不可 

Capacity(Free) 

xxxx り目 

使用可能な最大領域。変更不可 

Logical Drive Name 


半角英数字のみ人力巧 

RAID Level 

RAID0 

RAID0/RAID 1 /RAID 己/ RAD6/RAD 10/ 

RAID 己0 

Capacity 

0 GB (最大） 

最ル值は1 GB，0GB とした場合は最大値 

Stripe Size 

128KB 

64KB/128KB/256KB/512KB/1 024 KB 

Sector Size 

512 Bytes 

変更不可 

Write Cache Policy 

Write Back 

Write Back/Write Through 

Read Cache Policy 

Read Ahead 

No Cache/ Read Cache/ Read ahead 


• Disk Array ID 

作成されるディスクアレイ番号です。変更できません。 

• Capacity (Free) 

論理ドライブに使用可能な最大領域が表示されます。選択したディスクアレイ及び RAID レベル 
によって自動的にずまる値で、変更はできません。 

• Logical Drive Name 

作成する論理ドライブに任意のを称を設ちします。半角英数字のみ使用が巧能です。 

• RAID Level 

RAID レベルを設定します。デフォルト値は RAID0 です。目的に合わせて RAID レベルを選択し 
てください。 

• Capacity 

論理ドライブの容量を設定します。 Capacity(Free) の値を越えない値を半角数字で入力します。 
デフォルト値の 0 M 目とした場合、使用可能な最大容量が設をされます。また、設を可能な最ル 
値は100 M 目です。 

• Stripe Size 

ストライピングを行う際のデータ分割の単位です。 128 K 巨での使用を推奨します。 

• Sector Size 

選択したディスクアレイのセクタ容量が表示されます。変更はできません。 

• Write Cache Policy 

RAID コント日ーラの 「Write Cache 」 のモードを設定 : します。 


Cache Mode 

説明 

Write Back 
(デフオルト設定） 

本製品上のキャッシュメモリじ一旦データを書き込み、そのキャ、ソ 
シュメモリのデータを元(こ HDD へデータの書き込みを行う非同期の 
制御方まです。 「Write Through」 よりアクセス性能が向上しますが、 
電源瞬断などの不慮の事故が発生した際に、データを損失する危険性 
があります。 

Write Through 

本製品上のキャッシュメモリと HDD の両方(こデータの書き} A みを巧 
う制御方式です。一般的に 「Write 目 ack」 よりアクセス性能は劣りま 
す。 
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• Read Cache Policy 


Cache Mode 

説明 

No Cache 

読み込み時にキャッシュを使用しません。 

Read Cache 

読み込み時にキャッシュを使用し、読み込み性能を向上させます。 

Read Ahead 
(デフオルト設定） 

Read 要求が発生する前に次のデータをあ6かじめキャッシュに読み 
}^んでおくことで性能を向上させます。 Read Cache より性能の向上 
が期待できる設定です。 


己.設定が完了したら、力ーソルを Save Confi 呂 uration に合わせてく Enter 〉 キーを押し、構 
成情報を保存します。 

目.構成情報の保存が終わると 、 [Logical Drive Mana 呂 ement ] 画面に戻ります。作成した 
論理ドライブのステータスを確認します。続けて論理ドライブを作成する場含は、 

に reate Logical Drive ] を選択し同様に2項〜-日項の手順を実施します。 


I- 1 Logical Drive Management[- 

ID 
0 


Logical Drive Marne 

Capacity 

LogicalDriyei 

139.32GB 

- 

- 


reate Logical 


Delete Selected Logical Drives 
Return to Previous Menu 


Status 

□K 


7. 論理ドライブの設定が完了したら 、 SuperBuild Utility を終了させて、本体装置を再起動 
させて < ださい。 

8. P 日 ST で(下の画面が表示されますので、作成したディスクアレイ及び論理ドライブ数に 
誤りの無いこと、また Critical や日 ffline などのエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認してください。 

例： HDD 目台でディスクアレイが1つ、 RAID 己構成の論理ドライブび1つ(正常な状態） 



※搭載コント□ー ラは1枚のみ 
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例： HDD 目台でディスクアレイび1つ、論理ドライブび2つ作成された状態。但し、 Critical , 
Degraded と正常でない状態の論理ドライブび複数存在する。 



※搭載コント□ー ラは1枚のみ 
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論理ドライブに巧する初期化の実施方法 

論理ドライブを新規に作成した場合、論理ドライブに対して初期化を実施しなければなりません 。 w 
下の手順に従って必ず論理ドライブの初期化を実施するようにしてください。 

[Main Menu ] から [Logical Drive Management ] を選択します。前項で作成した論理ドライブがリスト 
一覧に表示されますので、カーソルを合わせ、 Enter 车一を押します。 



上図の [Logical Drive Info and Setting ] が開きます。画面下方 [Initialization Start ] に力ーソルを合わ 
せ Enter 车一を押します。 


初期化はフルイニシャライズとクイックイニシャライズの実行が巧能です。 Initialization S ねけを選択 
した後、フルイニシャライズは" F " を、クイックイニシャライズは" Q " を選択し、実行してくだ 
さい。（羊ャンセルする場合は" C ") 

クイックイニシャライズの場合、 RAID 情報などごく一部の領域のみを初期化しますので、作成した 
論理ドライブの領域によらず、ご<わずかな時間での初期化が巧能です。 

フルイニシャライズの場合、作成した論理ドライブ全体を初期化できますが、論理ドライブ容量に 
よつては時間がかかることがございます。 

また、既に初期化中の場合、代わりじ Initialization Stop と表示されます。 Initialization Stop を選択し 
た場合、初期化を停止することができます。 
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RAID システムの削除 

RAID システムの削除手順について説明します。じ(下は論理ドライブの削除手順となりますが、ディ 
スクアレイの削除手順も同様となります。 


w "0 ly 下の手順と同様の手順でディスクアレイを削除した場台、ディスクアレイに 
巧して作成されていた論理ドライブび全て削除されてしまいます。ディスクア 
レイや論理ドライブの削除を実施する前には、あ 5 かじめ重要なデータびない 
かご確認の上、必要なデータはノ〇ックアツプを取るなどしてか 5 実施するよう 
ごを意ください。 


論理ドライブの削除方法 

1 .SuperBuild Utility を起動します。 

2. [Main Menu ] で [Logical Drive Mana 呂 ement ] を選択します。 

3. 削除する論理ドライブに力ーソルを含わせ、く Space 〉 キーを押します。選択した論理ド 
ライブの ID の前に「*」が表示され、文字が黄色に変わります。 




複数の論埋ドライブを還択することもできます。 


4. 力ーソルを [Delete Selected Logical Drive] に合わせく Enter 〉 キーを押すと、画面左下 
に確認のメッセージが表示されるので、削除する場合はく丫>キーを押してください。削除 
を取り消す場合は、 く Y> キー外のキー （く Esc> キーなど)を押してキャンセルしてくださ 
し、。 


delete selected devices. か or ; げが 


日 . [Logical Drive Mana 呂 ement ] 画面から、対象の論理ドライブが無くなれば削除完了で 
す。 
















426 リモート アネージメン ト機能 


リ モー トマネージメント機能 

本装置は、本装置内に標準で搭載されているシステム管理用 LSI である BMC ( Baseboa「d 
Management Controller ) を用いて温度、電圧、ファン、電力など内部の八ードウエアの状態 
を監視したり、八ードウエア障害のシステムイベント□グ ( SEL ) 生成機能や通報処理機能をサ 
ポートします。そして管理用 LAN をネットワークじ接続することにより、遠隔地から Web ブ 
ラウザや Telnet / SSH クライアントを使用して巨 MC 経由での本体装置の管理が巧能となりま 
す。また、オプションの N 81 15-03 リモートマネージメント拡張ライセンスをインス!-ール 
することにより、リモートデバイス機能を使用することができるようになります。 

リモートデバイス機能を使用することにより、遠隔地から本装置のキーボード•ビデオ•マウ 
ス ( KVM ) の操作や、遠隔地の CD • DVD - ROM / フ□、ソピードライブ/に0イメージ/ US 目メモリ 
に本装置からアクセスすることが可能となります。 

Web ブラウザなど使用したリモートでの本体装置の管理やリモートデバイス機能については 
詳しくはオンラインド丰ュメントの 「 EXPRESSSCOPE エンジン2ユーザーズガイド」を参 
照してください。 



温度/電圧/ファン/電力の測を値には、誤差があります。動作環境によっては、 
+数％の誤差となる場合もあります。 


管理用 LAN の変更 


通常、管理用 LAN は管理用 LAN ポートを使用します。 

SETUP を起動して 「 Server 」一 「BMC LAN Configuration 」一 に113「6〇1 BMC LAN 」 を 
[ Enabled ] に設定することで、 LAN ポート1を管理用 LAN と共用して使用することができます。 
なお、忙 nabled ] に設定した場合、管理用 LAN ポートは使用できません。 

WO • 管理用 LAN ポートを管理用 LAN として使用したとき、リンク速度はつ 
ねに100 Mbps です。 LAN ポート1を管理用 LAN として使用したとき、 
スタンバイ状態のリンク速度は lOMbps になりまず。電源を ON にした 
あとにリンク速度は1 00 Mbps になります。（共用ずる通常 LAN は 
1 .OGbps まで使用可能です。）そのため LAN ク□スケーブルにて接続し 
た場台、リンク速度の切り替えの際に LAN ケーブルび接続されていない 
ように見えますので LAN ク□スケーブルでの接続は行わないでくださ 
い。 

• LAN ポート1を管理用 LAN として使用したとを、通常 LAN と共用して 
使用ずるために通常 LAN の負荷により管理用 LAN の性能び低下ずる可 
能性びあります。また、管理用 LAN の負荷により通常 LAN の性能びイ氏 
下する可能性びあります。 

• 管理用 LAN ポートは管理用 LAN 専用ポートのため、通常 LAN としては 
使用でをません。 









